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巻張図版（1）

▲（l）第50次C区調査区全景（上空から）▼（2）SC日9・SB250大型建物出土状況（上空から）



巻頭図版（2）

▲（I）SB202・203・204出土状況（上空から）▼（2）SB202・203・204出土状況（北から）



序

福岡市のほぼ中央部を南東から北西に延びる広大な那珂・比恵台地には、先

人達の残した文化遺産が数多く分布しています。交通の要衝をひかえ、都心部

に近いこの地域は、開発もまた活発に行なわれているところです。

福岡市教育委員会では、開発によってやむなく消滅するこれら文化遺産につ

いて、記録保存に努めているところであります。

このたび、民間開発によって比恵台地に広がる比恵遺跡群の一角を発掘調査

いたしました。

発掘調査の結果、弥生時代の大型竪穴や大型掘立柱建物、環湊、古墳時代前

期の住居址や溝、古墳時代後期の三棟連続する大型倉庫群、各時期の井戸や青

銅器の鋳型など貴重な発見が相次ぎました。

本書は、これら発掘調査の成果を収録したものです。本書が、埋蔵文化財に

対する認識と理解、さらには学術研究上役立つことができれば幸甚に存じます。

最後になりましたが、発掘調査から整理に至るまで株式会社キングオブラッ

キー、九商物産株式会社、株式会社シェルエンタープライズの各社をはじめ、

多くの方々のご理解とご協力を賜わりましたことに対し、心より感謝の意を表

します。

平成8年3月29日

福岡市教育委員会

教育長　尾　花　　剛



例　　言

1・本書は、福岡市教育委員会が1993（平成5）年8月9日から1994（平成6）年4月28日

までと、1994（平成6）年5月24日から同年9月22日にかけて発掘調査を実施した、ビ

ル建設に伴う比恵遺跡群の第50次・第53次緊急発掘調査の報告書である。第50次調査分

は整理途中での報告であるため概要報告にならざるを得なかった。機会をみて補遺を行

ないたい。

2．遺構の呼称は記号化し、竪穴住居址→SC、掘立柱建物→SB、土坑→SK、井戸→SE、溝

→SD、炉址→SR、ピット→SPとした。遺構番号は種類に関係なく各区通して連番とし

た。ただしSPはSPだけで各区通して番号を付している。

3．本書に使用した遺構図は、下村　智、加藤隆也、野村俊之、上方高弘、吉田香代、西谷

彰、松尾龍子、中村バツ子、河津マスヨ、田口都美子、江藤晴美、末次由紀恵、酒井香

代子が作成した。現場写真は、下村　智、加藤隆也、野村俊之、上方高弘が撮影した。

遺物実測図は、下村の他、加藤隆也、久住猛雄、田上勇一郎、野口未幾、北村幸子、今

塩屋毅行、荒木寛一、桑野　力、寺崎夕起子があたった。トレース及び図版作成は、加

藤隆也、久住猛雄、田上勇一郎、上方高弘、茨木浩一、吉田香代、佐田裕一、野口未幾、

福本美智子、茨木式子、酒井香代子、長浦芙美子、末次由紀恵、鳥飼悦子、室　以佐子、

持原良子、中　陽子、北村幸子が行なった。遺物写真は下村　智が撮影した。

4．本書で用いる遺構図の方位は全て磁北である。

5・比恵遺跡群第50次・53次に係る遺物、記録類（図面、写真、スライドなど）は、福岡市

埋蔵文化財センターで収蔵．管理される予定である。

6．本書の執筆は下村　智、比恵第50次調査A区・B区を加藤隆也、比恵第50次調査の古式土

師器と第53次出土遺物の大部分を久住猛雄で分担した。加湊、久住の分は文末に表示し

た。編集は関係者と協議のうえ下村が行なった。

遺跡調査番号 9329 遺　 跡 ．略　 号 H IE －50

調 査 地 地 籍 福岡市博多区博 多駅南 4 丁目49 分布地図番号 037．－A －1

開　 発　 面　 積 7，632m 2 調査対象面積 7，632㎡ 調査実施面積 4，662m 2

調　 査　 期　 間 1993年 8 月 9 日～1994年 4 月28 日 事前審査番号 5 － 2 －91

遺跡調査番号 9415 遺　 跡　 略　 号 H IE －53

錮 査 地 地 籍 ’福岡市博 多区博多駅南 6 丁 目 7 番27号 分布地図番号 037－A －1

開　 発・面　 積 ．1，609m 2 調査対象面積 1，400m 2 調査実施面積 1，095m 2

調　 査　 期　 間 1994年 5 月24日－1994年 9 月22 日 事前審査番号 5 － 2 －381
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Fig・40　SE219井戸実測図（1／60）

Fig．41SE215・218井戸実測図（1／60）

Fig．42　SE271．278井戸実測図（1／60）

Fig．43　SE272井戸実測図（1／60）

Fig．44　SE271．278出土遺物実測図（1／4）

Fig．45　SE273井戸実測図（1／60）

Fig．46　SE274井戸実測図（1／60）

Fig．47　SE275井戸実測図（1／60）

Fig．48　SE276・278～280井戸実測図（1／60）
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Fig．5　SC52・59遺構実測図（1／60）
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C区SC165出土状況（東から）

C区SC165遺物出土状況（南から）

C区SC166出土状況（東から）

C区SC179出土状況（東から）

C区SC188出土状況（北から）

C区西側遺構出土状況（上空から）
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Ⅰ　はじめに

1．調査に至る経過

1993（平成5）年5月26日付で、福岡市博多区博多駅南4丁目21番10号九州機械伸鉄株式会社代表

取締役　久保重磨氏から、福岡市博多区博多駅南4丁目49番地内におけるスーパーマーケット及び遊

技場建設に伴う埋蔵文化財の事前調査願が教育委員会埋蔵文化財課に提出された。埋蔵文化財課では、

比恵遺跡群の中心部であり、これまで、東側及び西側ヾ　北側の周辺部で埋蔵文化財の本調査を実施し

ていることから、申請地内にも埋蔵文化財の包蔵することが容易に推測できた。周辺部では、弥生時

代の集落や墓地、環溝、井戸、古墳時代の集落、奈良時代から中世にわたる遺構が密度濃く分布して

いた。そこで、既設建物の解体、基礎除去が終了した同年6月28日に試掘調査を実施したところ、弥

生時代から古墳時代にかけての竪穴住居址、井戸、溝、柱大群などが密集して出土し、予想通り良好

な状態で遺構群の広がりが確認できた。この試掘調査の結果をもとに遺跡の取り扱いについて関係者

と協議を重ねたところ、建物建設によって破壊される遺構群については本調査を実施するということ

で協議がまとまった。ただ、今回の調査は建物部分のみとはいえ、これまで50次近くの調査の中では

最も調査面積が広く、かつ事業自体が非常に緊急性が高かったので、建物建設4区画の内、2区画を

先ず埋蔵文化財課第2係長山崎純男、事前審査主任文化財主事山口譲治を中心に、現場主任には九州

大学の西健一郎氏をあてて調査を実施することになった。その後、あとの2区画を埋蔵文化財課担当

職員があたることになった。本調査は施主の株式会社キングオブラッキーの受託調査として同年8月

9日から着手した。

2・調査の組織

調査の組織は以下の通りである。

調査委託：株式会社　キングオブラッキー　代表取締役　新島　学

調査受託：福岡市　　　　　　　　　　　　　　福岡市長　桑原敬一

調査総括：埋蔵文化財課長　折尾　学　埋蔵文化財第2係長　山崎純男

調査庶務：埋蔵文化財第1係長　横山邦継　吉田麻由美

調査担当：山口譲治　菅波正人（試掘調査）　埋蔵文化財第2係　下村　智（本調査）

調査協力：西　健一郎（九州大学）

調査員：加藤隆也（現埋蔵文化財課）　野村俊之（前埋蔵文化財課）　上方高弘　吉田香代　西

谷　彰

調査作業：赤星英子、足達美代子、安部カズエ、池田智子、池田富士江、伊藤美仲、稲永正子、上

野龍夫、江嶋光子、江藤晴美、岡本妙子、緒方廣恵、小川保男、奥間真理、尾崎真佐子、

鹿児嶋トシ子、蒲地純子、亀井好明、河津信子、久保山弓子、黒瀬千鶴、興善トモエ、

小金丸絹江、柴田　博、柴田レイ、志堂寺　堂、大長正弘、田口都美子、武田潤子、竹

本珠子、田中敏子、谷　英二、為房紋子、恒吉テルミ、鶴羽和生、寺崎夕紀子、徳永静

雄、高野瑛子、永田幸子、永松伊都子、永松下ミ子、那波幸子、西田幸子、西本スミ、

野口ミヨ、野村弥生、播磨博子、日尾野典子、藤木泰子、藤野雅基、藤野保夫、藤野和

代、藤原直子、船越エミ子、的野治郎、前田京子、前田チエ子、松井一美、森本良樹、
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1比恵遺跡群　　　　　6　席田大谷遺跡　　　11諸岡B遺跡群
2　那珂遺跡群　　　　　7　宝満尾遺跡　　　　12　五十川遺跡群

雲霊畏夏歪悪霊跡　昌芸濃慧蒜神森革跡　圭莞琵悪霊2：三雲票悪霊羞
5　席田赤穂ノ浦遺跡　10　板付遺跡　　　　　15　博多遺跡群

Fig．1周辺遺跡分布図（1／50，000）

下直子、和田トリ子、荒木寛一、梅木繁良、大津山晴夫、沖濱貴彦、尾花憲吾、鹿毛賢

次郎、加生知彦、桑野　力、許斐博史、小森茂生、高橋　彬、立水　清、中村バツ子、

中尾武義、長浦芙美子、広田安平、松尾龍子、三浦貞男、右寺栄次、宮城祐幸、宮崎

清、村山市次、本村久利、山脇光泉、安本　哲、吉住作美、脇田　栄、末次由紀恵、酒

井香代子、松永由美、河津マスヨ

整理作業：茨木式子、酒井香代子、長浦芙美子、末次由紀恵、鳥飼悦子、室　以佐子、持原良子、

宮原つや子
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II　遺跡の立地とこれまでの調査

1・遺跡の立地

那珂・比恵遺跡群は、福岡平野のほぼ中央部に位置し、平野を北西方向に流れる御笠川と那珂川に

挟まれた標高5－11mの中位段丘上に分布している。遺跡の範囲は100haを超え、那珂遺跡と比恵遺跡

との境は東側から入る浅い谷によって区分されている。この那珂・比恵遺跡の分布する台地は南側の

春日丘陵に連なり、那珂遺跡の南側には五十川・井尻遺跡群が、さらに南側には須玖岡本遺跡を中心

とする遺跡群が広がる。

比恵遺跡群は、その台地の先端部に位置し、1995年度までに57次の調査を実施している。一帯は現

在市街化され平坦地になっているが、これは1933年頃から始まった区画整理事業によるものである。

この事業に伴って1938年に故鏡山猛九州大学教授による第1次調査が実施され、わが国で初めて弥生

集落の周りに溝を巡らすということが明らかにされた。これをもとに環溝住居址論が展開され、学史

的にも重要な遺跡になっている。

2・これまでの調査

1995年度までに57次にわたる発掘調査を実施している。縄文晩期終末から中世にかけて各時期の遺

構・遺物が多量に出土し、特に弥生時代から古墳時代にかけての遺構密度は非常に高い。福岡平野の

中でも中心的な位置を占めていたことが容易に窺える。ここでは、これまで発掘調査された成果の内、

弥生時代について各項目ごとに概略を記しておきたい。

集落　これまでの調査によって、開析された谷が複雑に入り込んでいる地形から明らかにされてい

る。集落の形成は、縄文晩期終末から弥生前期にかけて、まず台地北側と西側で開始される。西側の

3次調査では貯蔵穴8基が確認され、最下層で夜目式土器と板付Ⅰ式土器の共伴が知られた。北側の

25次・26次・28次調査では弥生前期末から中期初頭の円形竪穴住居址や貯蔵穴、4次・30次・31次・

37次調査では前期を中心とする貯蔵穴群が多数検出されている。弥生中期になると集落は台地中央部

へ拡大し、広い範囲で集落が形成されるようになる。中期後半代になると大型の円形竪穴が出現し、

50次調査では最大直径が12・5mもあった。弥生後期には台地中央部が中心的な集落の範囲となる。後期

には大型の掘立柱建物や柵列などが確認されており、台地中央部には、方形柵列で固まれた掘立柱建

物群の存在が推測される。

環濠　集落全体を取り囲む環濠はまだはっきりしないが、15次・35次．40次・41次・46次．53次調

査で弥生中期後半から後期にかけての大溝の一部が確認されている。41次調査の大溝は幅4－5m、深

1．5mを測る大規模なものである。1次調査では、中期から後期終末にかけて単位集落を囲むような4

っの環湊（溝）が確認されている。隅丸方形を呈し、1号は30m、2号は40m、3号は70m、4号は90

mとなっている。3号溝については9次調査で追認がなされている。

大型掘立柱建物　台地中央部の7次から50次調査区一帯にかけて分布している。主に弥生後期に属

し、梁行1間、桁行3間の建物が多い。6次調査では桁行が8．5m、27次調査では7．5mと8．0mの2

棟、48次調査では6．7m、50次調査では梁行1間4m、桁行3間が10mの建物が出土している。これら

の建物は柱穴の掘方が大きく、木製の礎板を敷くものが多い。

井戸　弥生中期後半代から後期終末にかけて200基をはるかに超える井戸が出土し、多くは群集して
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Fig・2　那珂．比恵遺跡群調査区位置図（吉留秀敏『那珂11』福岡市埋文報第366集1994に調査区を加筆）

分布している。井戸内からは完形の土器群、木製農工具類、容器、祭祀具などが出土している。土器

群は、中期後半代から終末にかけて優美な形をした丹塗りの袋状口縁壷が目立って出土する。口縁部

横に焼成前から2孔を開けた直言の壷も良く出土する。その他、丹塗りの瓢形土器も出土する。中期

の井戸は底から遺物の出土する比率が高く、多い時は20個体を越えることがある。弥生後期も遺物の

出土する確率は高いが、後期終末になると出土個体数はぐっと減ってくる。後期後半代では複合口縁
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Fig・3　調査区位置図及び調査範囲図（1／2．500、1／750）
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壷がまとまって出土する例があり、同時に出土した他の器種も含めると20個体から30個体を越えるも

のまである。井戸から出土する遺物は井戸底で一括して出土する場合が多いが、井戸底で一括して出

土し、かつ中位段階でまとまって出土し、さらに上位段階でまとまって出土する例があり、器種の組

み合わせと細かな編年序列を考える上で参考になることが多い。但し、井戸に投入された土器は選択

的なものであり、生活土器の全てが出土する訳ではない。また、木製品の出土も多く時期を特定でき

るので、土器と同じように組み合わせや型式変化を考える上で重要である。

墓地　弥生中期から後期初めにかけての甕棺墓地が1次．3次．4次・6次調査区を中心とする地

域の4ヶ所で確認されている。6次調査区を中心とする地域以外は数基から10数基の小規模なもので

ある。6次調査区を中心とする墓地は甕棺墓．木棺土壙墓が70基出土し、中期前葉のSK－28から和絹

に巻かれた細形銅剣が1口出土している。墓地群の中心人物の墓とみられ、墳丘墓の可能性が指摘さ

れている。

金属器　弥生中期から後期にかけて鋼鉄、青銅鋤先、鉄器が出土している。鋼鉄は有茎で、17次・

18次・26次・32次・33次・35次．42次・48次調査で合わせて9本、鋤先は、5次・6次・9次・18次・

53次調査で合計7例、最近調査された57次で3例が出土し、都合10例となっている。実用の利器とし

て使用されたものであろう。また、鉄器は20次で鉄鉄、39次で鉄鉄と鈍、30次で板状鉄斧、51次で鍛

造鉄斧2と鋳造鉄斧3、鈍1が出土している。

鋳型　鋳造関係遺物は、30次調査で両面に中細銅文と中細銅矛を彫り込んだ鋳型、43次で鋳型の小

片、40次で取瓶、42次で広形鋼矛、50次で中細銅文と広形鋼矛の鋳型がそれぞれ出土している。また、

6次調査ではガラス澤などが出土しており、青鋼器鋳造やガラス鋳造に携わった集団がいたことを示

している。

木製品　木製品は主に北側の木器貯蔵穴、中央部の環濠や井戸などから出土している。農具類、工

具類、容器類などが中心であるが、25次調査では弥生前期の木剣と漆塗り脚付き杯が出土している。

33次調査では中期の完形の木目、ヤシの芙容器、35次調査では樽、54次調査では水銀朱を塗った線刻

文木製品が注目される。

III　調査の記録

概要

調査は建築物の基礎によって破壊される部分のみを対象として行なった。調査区はA区からD区まで

設定し、A区・B区は西健一郎氏を調査主任として実施し、C区・D区は下村が担当した。調査面積

は、A区が340・91m2、B区が237．48m2、C区が2852．92m2、D区が1107．64m2である。合計するとこれま

で調査した比恵遺跡群内の調査区では最大である。各区から出土した遺構数は約350あり、その内、竪

穴住居址57軒以上、掘立柱建物38棟以上、井戸40基、溝37条と残りは土坑群などである。遺構の数は

彪大で整理が追いついていない。以下、主な遺構と概要について報告しておきたい。

1・A区・B区の調査

調査概要

調査は約70cm～80cmの盛土をバックホーにより除去した後に行った。盛土と20－30cmの遺物包含層
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を除去すると、基盤の鳥栖ロームとなり、その面で遺構の検出作業を行った。遺構面の標高はA区で約

6．3m～6．5m、B区で約6．6m～6．8mを測る。

A区においては近代に至るまで使われていた道路によって撹乱が著しく、B区においてはコンクリー

トによる基礎により著しく捜乱を受けていた。しかし、A．B調査地点において竪穴住居、掘立柱建

物、土成、井戸、溝、柱穴等の多くの遺構が調査された。

遺構と遺物

（1）竪穴住居跡（SC）

今・回の調査において3棟の竪穴住居を調査した。

SC－017（A区）（Fig・5、Fig．9、PL．3）

A区調査地の中央より東よりにて検出された。遺構の南側は調査区外に延びる。平面形は不明である

が、現状での最大長は5．4mを測る。主柱穴は不明である。出土遺物は1須恵器埠蓋2須恵器杯身が出

土した。遺構の時期は遺物から6世紀後半に位置づけられる。

SC���h���ｾh�ｨ�杷堀�CX��f堀�S����ﾈ�C8�｠

A区調査地のSC－01西側にて検出された。遺構の南側は調査区外に延びる。平面形は方形を呈し、

確認された一辺は3・7m、残存する深さは約6cmを測る。主柱穴は不明である。住居内東より床面上に

おいて焼土・炭化物が確認されている。出土遺物は3須恵器壷鹿部が出土している。外面鹿部はヘラ

削り後、カキ目を施している。遺構の時期は遺物から7世紀前半に位置づけられる。

SC－031（B区）（Fig．5、Fig・9、PL．41）

B区の中央北よりにて検出された。平面形は楕円形を呈し、長辺3・7m、短辺3．1m、深さ15cmを測

る。主柱穴は不明である。出土遺物は4・5は甕の口縁、6は壷の口縁、7・8は甕の鹿部、9は壷の鹿

部である。遺構の時期は遺物から弥生時代中期後半に位置づけられる。

（2）掘立柱建物（SB）

A・B区では350個以上の柱穴が検出された。柱穴は調査区全域に分布する。そのうち、建物として

確認されたのは、SB－021である。

SB－021（A区）

調査区東側にて確認された。N－16。ーWをとり、柱穴の規模は直径25cm～50cm、残存6cm～54cmを

測る。建物の北側柱穴列の西側は柱穴規模が大小交互に配置することから、主柱穴と、その間の束柱

の組み合わせと考えられる。ただし、北側柱穴列において東側と西側とではやや柱軸がずれることか

ら、2軒の掘立柱建物の切り合いがある可能性も考えたい。遺構の時期はSC－017を切っていることか

ら、6世紀後半以降と考えられる。

（3）土坑（SK）

SK－008（A区）（Fig．6．9、PL．44）

平面形、長方形を呈する土坑である。東・側をSD－002に切られる。残存は長辺1．1m、短辺80cm、深

さ60cmを測る。覆土は暗茶褐色粘質土で最下層に4－5cmの炭火物の堆積層が見られる。出土遺物は

10・11は甕の口縁、12は甕棺の目線破片、13・14は甕の鹿部である。遺構の時期は遺物から弥生時代

中期中頃に位置づけられる。

SK－010（A区）（Fig．6）
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Fig．4　A．B区遺構配置図（l／200）
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Fig・5　SC－017・016・031遺構実測図（1／60）
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平面形、方形を呈する。南側を撹乱により切られる。残存は一辺1．2m、深さ20cmを測る。覆土は暗

茶褐色粘質土である。出土遺物は弥生土器片が出土しているが図化できるものではない。

SK－011（A区）（Fig．6）

調査区西側に位置し、長方形を呈する。長辺約2・1m、短辺60cm、深さ20cmを測る。覆土は暗茶褐色

粘質土である°　出土遺物は弥生土器片が出土しているが図化できるものはない。

SK－012（A区）（Fig．6．9）

調査区西側に位置し、方形を呈すると思われるコーナーを検出した。深さは12cmを測る。覆土は暗

黒褐色粘質土、淡茶褐色粘質土、黄褐色ロームブロック混じりである。出土遺物は15の甕の上部が出

土している。胴部はタテパケを施し、口縁下に三角突帯を巡らせる。遺構の時期は遺物から弥生時代

中期中頃に位置づけられる。

へ、

（4）井戸（SE）

A区において2基確認された。調査区東端に位置するSE－003は撹乱により大きく削られている。

SE－015（A区）（Fig．6・9、PL・33）

A区の西端にて検出された。平面形は不定形を呈するもので深さは1．3mを測る。鹿部には浅い窪み

が見られる。出土遺物は16の須恵器杯蓋である。口径は13．0cmを測る。遺構の時期は遺物から6世紀

後半に位置づけられる。

（5）溝（SD）

A区においては2条検出されたが、1条は遺物の残存が悪く図化できる遺物は出土していない。B区

では調査区東端にて1条の溝が検出された。断面形は逆台形を呈し、中世に属する遺物が少量出土し

ている。C区において同溝が検出しているためここでの記述は省略する。

SD－002（A区）（Fig．6・9、PL．41）

A区ほぼ中央部にて検出された。N－25。－Wをとり、やや府外側に弧を描く。断面形は「Ⅴ」字形

を呈する。出土遺物は17が須恵器壷の口縁である。口径12．4cmを測る。18は須恵器杯蓋で、口径13．8

cmを測る。19・20は須恵器埠身である。19は口径12．0cm、20は口径14．0cmを測る。21は甑の取手であ

る。22は土師器壷口縁で、口径は22．8cmを測る。遺構の時期は遺物から6－世紀後半に位置づけられる。

（6）小結

A．B区の調査面積は狭小なものであったが、弥生時代から中世にかかる遺構が検出された。後世の

捜乱と削平が著しく、全体的に残存は良好とはいえないが、その中でも継続的に続く集落が調査され

た。比恵遺跡群は福岡平野でも特異な発展を遂げた遺跡であり、今回の調査においてもそれを裏付け

る貴重な資料が得られた。（加藤隆也）

2・C区・D区の調査

概要

C区・D区は調査面積が広く、弥生時代から中世にわたる竪穴住居址、掘立柱建物、井戸、溝、袋状

貯蔵穴、土坑などが激しく切り合って出土している。特に、C区は包含層状に黒い土が一面に広がって

いたが全て遺構が切り合った埋土であった。C区では、弥生時代の大型円形竪穴建物が3軒、大型方形
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Fig・8　SCl19遺構実測図（l／120）

竪穴建物が1軒、大型掘立柱建物が1棟、古墳時代の並び倉と考えられる3間×4間の総柱建物が3

棟南北方向に並んで出土している。中央部から西側にかけては古式土師器を出土する竪穴住居址群が

広がり、D区まで分布している。D区の西側には同期の溝が2本並行して略南北方向に延びている。／弥

生時代の円形竪穴住居址はC区・D区全面に分布している。また、中央部に地炉を持つ楕円形の竪穴は

大型竪穴建物の周辺に多く分布している。1間×2間の掘立柱建物群はC区西側に集中して出土してい

る。中世の掘立柱建物群はC区西側からD区にかけて主に分布する。各時期の井戸はC区中央部の大溝

付近に集中し、それよりも東側には散発的に広がっているが、D区では全く検出されていない。

（1）竪穴住居址

SC口9（Fig．8、PL．12・13）C区中央部で検出した直径12．5mの大型円形竪穴建物である。全体に

削平を受けており、壁の残りは良くないが、北側は0．2m程残存していた。中央部に1・3×0．8mの中央

土坑があり、坑底に大きな石が据えてあった。焼土は確認されていない。土坑の周りには4個の不規

則に並ぶ柱穴がある。さらに外側に3・2m間隔の方形に並ぶ柱穴があり、その外側に4重に巡る主柱穴
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Fig．9　C区遺構全体図（1／250）
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Fig．10　D区遺構全体図（1／200）
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Fig．11SC114遺構実測図（1／120）

群がある。南側には内側には入る壁溝が確認されており、最低2回の建て替えが行なわれたものと考

えられる。貴初の主柱穴群は内側から数えて1列目と3列目、建て替え後の主柱穴群は2列目と4列

目になるとみられる。遺物は床面に近いところから、弥生中期の甕、壷、高年、器台、支脚、丹塗り

の甕．壷などがあり、甕の中には鹿部が厚く底面が窪むものもあるが平底が多い。口縁は「T」字もし

くは逆「L」字状で「く」の字状を呈する甕は殆どない。中期の中葉から後半代でも古く位置づけられ

るものであろう。

SC口4（Fig11、PL．10）C区中央部で検出した大型円形竪穴建物である。直径10・5m、中央部に0．92×

0・8mの中央土坑がある。削平が激しく、かつ他の竪穴住居址で切られており残りは良くない。主柱大

群は2重になるとみられる。遺物は弥生中期の甕、高杯、支脚、丹塗りの高塚．甕・壷などが出土し

ている。甕の言縁は「く」の字形を呈するものは殆どない。SCl19が切っており、それよりも一時期古

くなると考えられる。中期中葉を若干前後する時期であろうか。

SC一09（Fig．12、PH．1、PL．9・10）C区中央部南側で出土したやや楕円形を呈する大型竪穴建物

である。長径8・8m、短径7．6mを測る。削平が激しく、壁は10cm程度しか残存していなかった。中央部

に中央土坑を有し、主柱大群は二重に巡る。西側にはSCl17がすっぽり縮まるように切り合っている。

遺物は弥生中期の甕、壷、高塀、支脚、器台、鉢、丹塗りの甕．広口壷・高年などが出土している。

甕の言縁は「く」の字形を呈するものが多く、弥生中期末に属するとみられる。SCl14を切っており、

切り合い関係からもSC109の方が新しい。PH1－4は須恵器の杯身である。須恵ⅠIIbの新相段階に属す
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るものでもある。調

査当初SC117の切り

合いに気づかず全て

SCl09として掘り下

げてしまった。この

須恵器はSC109に伴

う　ものではな　く

SCl17に属するもの

である。

SCI17（Fig．12、

PH．1、PL．9・10）

SCl09の建物内に切

り込まれた隅丸長方

形の竪穴住居址であ

る。長さ5．15m、幅

3・9m、深さ0．6mを

測る。途中までは

SCl09として掘り下

げていたが、下に下

Fig．12　SC109．117・315遺構実測図（1／120）

がるに従って土色に

変化が見られ、出土

遺物も全く時期の異なるものであったから、別の

住居址として掘り下げを行なった。遺物は須恵器

埠身・埠蓋・甕・波状文の施文された大型器台、

土師器甕・髄などが出土している。須恵器杯身・

埠蓋はIIIb新相段階が中心であり、6世紀後半から

末に相当しよう。PH・1－5・6は出土した須恵器

杯蓋と埠身である。5は口径13．1cm、器高3・5cmで

頂部3分の1がヘラケズリされる。6は受部径14．6

cm、口径12・3cm、器高4．5cmを測る。立ち上りはあ

まり高くないが口径が大きく器体・も深くなる。

SC3［5（Fig12、PL・22）D区南端部で出土した

普通サイズの円形竪穴住居址である。直径5．0m

で、壁は一部分しか残っていなかった。中央部には土坑があり、壁寄りに主柱大群がとりまく。主柱

穴は7本確認している。遺物は弥生中期の甕．壷．高塀・丹塗りの高年などが出土している。中葉か

ら後半代のものであろう。

SCIO6（Fig．13、PH．1、PL．8）C区東側南寄りに位置する大型方形竪穴建物である。東側は撹乱

によって破壊されている。南北8．1m、東西は7．5m以上になるものとみられる。中央には楕円形の中央

土坑があり、長さ1．3m、幅0．8mを測る。床面には楕円形を呈する壁溝が3条確認される。もともと楕

円形のプランであったものが3回建て替えられて、4回目には方形のプランに変更されたものであろ
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Fig．13　SC106遺構実測図（l／120）
）

う。遺物は、弥生中期の甕、壷、器台、高塀、支脚、ミニチュア、丹塗りの甕・高塀・鉢・瓢形土器・

無頚壷・筒形器台などが出土している。甕の中には中期末に属する「く」字形口縁を有するものがか

なり含まれ、後期初めの甕なども含まれることから、弥生中期未から後期初めの時期に相当しよう。

後期初めになって、楕円形プランから方形プランに変更されることは興味深い。PH．1－3は口径5．3

cm、底径1．8cm、器高4・2cmを図るミニチュアの鉢である。9は須恵器の鉢の鹿部である。切り合った

柱穴などから混入したものであろう。

SC129（Fig．14、PL．14）　SC119を切って南側に位置する楕円形の竪穴住居址である。長さ5・9m、

幅3．30m、深さ0．30mを測る。中央部に地炉を持っており、炉の径は0．85mで、中に焼土が広がってい

る。主柱穴は判然としないが周りに壁溝を巡らしていて、小穴が幾つかみられる。この地炉を持つタ

イプの住居址は他にも数軒出土している。遺物は、炉址から石包丁、覆土から弥生中期前半～中期末

の甕、壷、器台、小壷、丹塗りの壷などが出土している。時期は、切り合い関係からSCl19よりも新し

く、遺物からみれば、中期後半の終りから中期末の時期に相当すると考えられる。

SC］83（Fig．14、PH．1、PL．19）　C区西側のやや南寄りに位置し、古式土師器を出土するSC178、

SC179、SC180に切られている略長方形の竪穴住居址である。長さ5．40m、幅3・30m、深さ0．30mを測

り、中央部に地炉を持つ。地炉の径は0．85mで、中央部には赤く焼けた焼土が広がる。周縁には部分的

に壁溝が巡り、小穴が点在する。主柱穴ははっきりしない。遺物は弥生中期の甕、高塀、器台、丹塗

りの壷・大型器台などと共に、古式土師器の甕、丸底壷なども出土している。弥生終末期から古墳時

代初頭に属する時期のものであろう。PH・1－－3は古式土師器の鉢形土器である。口径16cm、器高5．2

cmを測る。

中央部に地炉を持つ竪穴住居址は、楕円形を呈するもの、長楕円形を呈するもの、長方形に近いが

両端がやや丸味を持つもの、略長方形に近いものなどがある。炉は建物の中心部に設けられ、円形を

呈するものが多い。やや掘り窪められた中に丸く焼土が広がる。焼土は良く焼けて赤変しているもの

－19－



H＝700m

＿／一一一一－－．一．・一一・一・・・・一1－－・l・・一一一一一　／　ll一一一…l－l一l一l　　　三二≡

0　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

古‐一一…・　　　盲　　　　　口．1

Fig・14　SC129・183遺構実測図（l／60）

が多く見られるが、あまり焼けていないものも存在する。竪穴の周壁には周溝を巡らし、小穴が掘り

込まれている。中心となるような柱穴は殆ど確認されない。時期的には楕円形を呈し小型のプランを

持つものが古く、弥生中期後半代から出現する。弥生後期終末から古式土師器を出土する古墳時代初

頭のものは略長方形を呈し、時期が新しくなると長方形気味になるようである。分布はC区の大型円形

竪穴建物の周辺に多く見られ、D区からは一軒も発見されていない。このタイプの竪穴住居址は北側に
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隣接する第51次調査でも数軒出土して

いる。

SClO一（Fig．15、PL．7）C区中央部

に位置し、SC119を切っている方形竪穴

住居址である。西側には壁溝が二重に

巡り一度建て替えられていることが分

る。新しい時期の建物規模は東西5・0

m，南北5．30mで、主柱は4本柱であ

る。柱は全て2．50m間隔である。中央部

に焼土があり、地炉が存在したことを

示している。古い方の建物規模は東西

4．60m、南北4．90mで、やや南北に長い

長方形を呈する。主柱は2本で、柱間

隔は2．70mである。竪穴の深さは0．2m

前後残存していた。遺物は古式土師器

がまとまって出土している。床面から

は布留式の甕、炉付近からは高塀、そ

の他の覆土からは小型丸底壷、脚台付

鉢、高塀、短脚の高塀、小型器台など

が出土している。竪穴住居址の時期は

古墳時代初頭であろう。

SCl80（Fig．15、PH．1、PL．18）C

区西側やや南寄りで検出された長方形

の竪穴住居址である。北側が撹乱で一

部破壊されているが、南北6・0m前後、

東西4．60m、深さ0．22mを測る。主柱は

2本で、柱間隔は3．0mである。中央部

には地炉が設けられ焼土がかたまって

分布していた。焼土の上には高塀が倒

立した状態で出土している。周壁には

uOZ／．＝H

2　　　　　　　　　　4m

Fig．15　SC101．108遺構実測図（l／120）

壁溝を巡らす。遺物は古式土師器がま

とまって出土している。外面にタタキを施し器壁が薄い庄内甕、口縁内面をややや肥厚させる布留式

の甕、高塀、小型の高塀、小型丸底壷、脚台、小型器台、小型の丸底鉢などである。PH1－日は口径

12．7cm、器高4・3cmを測る椀形土器である。一2も同様な椀形土器で、口径12・5cm、器高3．2cmを測る。

川は小型丸底壷である。口径10cm、胴径9・1cm、器高7．3cmである。－6は炉址から出土した高塀である。

口径18cm、残高13．6cmである。

その他・個別に取りあげることはできなかったが・弥生中期の円形竪穴はSCO67（PL・5）・Sつl97（PL．

19、PH・1－17）、SC2T3（PL．20）、SC290（PL．21．22）、SC3日（PL・227）などがある。SC197からは

丹塗りの小型甕（器高8．7cm、胴径10cm）が出土している。方形竪穴はSC240（PL．20・21）がある。弥

生中期後半からそれ以降にかけて出土する略楕円形・楕円形タイプの竪穴は、SCO64（PL・5）、SCO70（PL．

－21－



PH．1竪穴住居址出土遺物

1：SC412：SC127　3：SC106　4：SClO9　5．6：SC117　7：SC161

8：SC165　9：SClO610：SC17811．12．14・16：SC18013：SC18315：SC38317：SC197

6）、SCl53（PL．7）、SCl54（PL．7）、SCl57（PL．7）、SC220（PL．20）などがある。今回の調査で

特に多かったのは古式土師器を出土する長方形ないし方形の竪穴住居址である。SCO4l（PL・4、PH1－

1）、SCl27（PL．11、PH・1－2）、SCl32（PL．15）、SC一60（PL．15）、SCl6l（PL15、PL．1－

7）、SCl63（PL．15）、SCl64（PL15．16）、SC165（PL・16、PH．1－8）、SC166（PL．16）、SC一79（PL．

16）、SCl88（PL．16）、SC一78（PL．17、PH．1－10）、SC259（PL．21）、SC286（PL・21）、SC287（PL．

21）、SC303（PL．22、PH．1－15）、SC304（PL．22）などである。PH1－IはSCO41から出土した小型

丸底壷、2はSC127から出土した脚台部、7はSC161から出土した弥生中期の器台でこれは混入したも

のであろう。8はSC165から出土した高年、10はSC178から出土した脚台部、l5はSC303から出土した

丸底の鉢形土器である。古墳時代後期の6世紀代の竪穴住居址はSCl55（PL．15）である。この時期の

住居址はあまり多くは出土していない。時期がはっきりしない竪穴住居址はSCO76（PL・7）、SC198（PL．

20）、SC236（PL・20）などである。この他に、全く写真にも記載していない竪穴住居址が十数軒以上も

ある。遺構の切り合いが激しく、かつ削平されているものが多いので、竪穴住居址の一部として特定

できないものがさらに幾つか存在している。
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（2）掘立柱建物

弥生中期から中世まで36棟の掘立柱建物を確認している。調査では3，000をはるかに超える柱穴群が

出土しているので、さらに多数の掘立柱建物が存在したと推測されるが、柱穴群の切り合いが激しく、

なかなか建物として柱の関係をまとめることができなかった。以下、数棟分の掘立柱建物について概

要を記しておきたい。

SB250（Fig．16、PL・29）C区中央部に位置する梁行1間、桁行3間の大型掘立柱建物である。SCl19

を切り、SD055に切られている°　主軸は略南北方向をとり、梁行4．0m、桁行10．0mを測る。．柱間隔は

北側の1間分が3．20m、あとは3．40mづつである。柱穴の掘り方は略方形から長方形を呈し、一辺が1．2

m前後、深さは0・55m程度残存していた。柱痕跡は30－40cmで、大きな柱を使用していたものと考えら

れる。柱穴からの出土遺物は、弥生中期後半の甕、壷、器台、鉢、丹塗りの甕．広口壷・高塀、中期

未の甕、石包丁などがある。遺物からみれば弥生中期未に相当し、新しい時期の大型竪穴建物と並存

していた可能性がある。また，SB250を切ってSB249が出土している。梁行1間3．2m、桁行2間5．8m

の建物である。

SB262（Fig17、PL・28）は梁行1間2．5m、桁行2間5．5mの建物で弥生中期後半から末、SB265（Fig．

17、PL・31）は梁行1間3．2m、桁行2間5・8mで弥生中期後半、SB25［（Fig．17、PL．28）は梁行1間3・2

m、桁行2間5・5mで弥生中期後半、SB223（Fig17、PL・27）は梁行1間3．4m、桁行2間6．5mで弥生

中期後半代に相当すると考えられる。

SB202・203．204（Fig．18．19、PL．24－27）　C区西端部で検出した梁行3間、桁行4間の総柱建物

である。略南北方向（N－15°～17。－W）に軒を揃えて直列に配列されている。北側及び西側は未調査

区になっており、建物群は未調査区へ延びている。建物の全容が分るのはSB203である。梁行3間6．0

m、桁行4間7．0m前後で梁行側の柱間隔が2．0m、桁行側の柱間隔が1．7m前後である。柱穴の掘り方

は方形を意識しており、確認面で一辺が0・6m前後である。柱穴の深さは深いもので0．3－0．4m程度し

Op1205－－．回

0　　　　　　　　　2

Fig．16　SB250遺構実測図（1／120）
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Fig．17　SB251．262・265・223遺構実測図（l／120）
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か残存していなかった。柱根は確認できるものが多く、径22－26cmである。柱穴からの出土遺物は弥

生中期から土師器まで含み、SP2021からは須恵器杯蓋片が出土している。端部はないが・上半はヘラ

削りされ、一部カキ目が施されている。須恵IIIb段階のものとみられる。したがって・これらの建物の

時期は、6世紀後半代から末に相当しよう。東側を略南北方向に延びるSD181から須恵IIIbの新相段階

からIVaの杯が出土している。この溝は方位をやや異にするが、建物群と伴う可能性が高く、時期的に

もほぼ合致するものと考えられる。建物は3棟以上に延びる可能性があり、並び倉であろうo

sB249（Fig．19、PL．29）はSB250を切って建てられている梁行1間3．2m・桁行2間5・8mの建物で・

H＝730m

Fig．20　SB346遺構実測図（l／120）
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弥生後半前期、SB225（Fig19）は梁行1間3．5m、桁行2間6・8mである。柱穴から須恵器杯身・蓋片

が出土している。杯身はIVaまであり、建物の時期は6世紀末から7世紀初頭であろう。SB163（Fig．

19、PL．23）は梁行2間、桁行2間の総柱建物である。梁行3．1m、桁行3．2mで柱の並びが少しズレて

いる。柱穴の径は0．4－0．5mで、深さは0・5～0・7mである。柱穴から土師器甕・甑、須恵器壷．杯身・

杯蓋などが出土している。土不蓋はIVa段階まであり、建物の時期は6世紀未から7世紀初頭であろう。

SB346（Fig．20、PL．32）は梁行2間4．0m、桁行3間6．8mの身合に4面廟が付く建物である。柱間隔は

梁側が2・0m、桁側は2．2m前後である。建物総長は梁側が7・10m、桁側は9．40mを測る。遺物は弥生時

代に属するものが多いが、須恵器の甕片、高台付杯の口縁部破片などが出土しており奈良・平安期以

降のものであろう。柱穴の大きさや埋土の状態から中世に属するものと考えられる。

その他、図版だけ示したものに次のようなものがある。梁行1間、桁行1間で弥生時代に属するも

のは、SB207（PL．27）、SB226（PL・31）、SB257（PL．30）、SB258（PL．30）、SB263（PL．30）、SB267（PL．

31）、SB268（PL・31）などがあり、古墳時代のものはSB255（PL．28）、SB340（PL．32）、などである。

1間×2間で弥生時代のものはSB245（PL．28）、SB264（PL・30）、古墳時代のものはSB226（PL．28）、

SB343（PL．32）、がある。SB256（PL．30）は中世に属するものである。2間×2間では、SB337（PL．

31）が中世のものである。2間×3間ではSB341（PL・32）、SB342（PL・32）が古墳時代、SB344（PL．

32）が中世である。2間×4間の建物ではSB224（PL・28）と2間×5間の建物ではSB339（PL．31）が

共に中世に属する。

PH・2は掘立柱の柱穴に限らず、柱穴全般から出土した遺物の一部である。－8は弥生中期後半の器

台、19はミニチュアの鉢、20は須恵器の脚台、2lは弥生後期の小型壷、22は弥生中期の高年、23は弥

生中期末の小型壷、24は弥生後期前半の小型鉢、25・26は古式土師器の小型器台と高年である。

PH．2　柱穴出土遺物

18：SPO82719：SPlOO120：SPlO29　21：SP1580　22：SP1879　23＝SP2029　24：SP2373　25：SP3265　26：SP3309
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（3）土坑

土坑はC区・D区で180基近く出土している。時期や用途は多様である。SK口0・l28・20l（Fig．21、

PL．45～47）は弥生中期前半から中葉の袋状貯蔵穴である。SK205・323（Fig．21、PL・47．48）は弥生

中期後半～未の土坑である。SK205からは箇部に透しの入った丹塗りの大型器台が出土している。PH．

3－33・34．39はSK205から出土した器台と鋤先状言縁を有する壷である。35－38は器台である。その

他、弥生中期後半から一部中期末に属する土坑は、SKO58（PL．45）、SKIO3（PL．45）、SK一20（PL．

46）、SK一69（PL．46）、SKl96（PL．46）、SK200（PL・46）、SK221（PL．47）、SK222（PL・47）、SK299（PL．

47）、SK300（PL・47）sK309（PL．48）などがある。後期初頭ではSKl42（PL．46）がある。PH・3－31

は同士坑から出土した袋状口縁壷である。古墳時代前期のものはSK口5（PL．45）、SK308（PL．48）、

SK325（PL・48）などがある。布留式の甕が出土する。古墳時代後期の須恵器を出土する土坑はSKO47（PL．

44）とSKO62（PL・45）である。6世紀後半から末に属する。PH．3－27はSKO47から出土した須恵器の

H＝720m

SKZO5

Fig．21SK128・201．323・205・110遺構実測図（1／60）

－29－

SK110

0　　　　　　　1　　　　　　2m
L－一一一一一－一一一一一一一一一．．．一一」



壷である。時期のはっきりしないものにSKO49（PL．44）とSKO68（PL・45）がある。SKO57（K－

1）、（PL．48）は弥生後期前半の小児甕棺である。

PH．3－28はSK122から出土した弥生中期に器台である。29．30はSK139から出土した須恵器の直

言壷と地である。32はSK143から出土した弥生後期の壷形土器である。

（4）．溝
溝状遺構は大小倉わせて30条以上出土している。弥生時代の環濠は調査区内では発見されなかった。

SDOOl（PL．41、PH．4）　C区中央部を南北に走る大溝である。南側は幅5．0m、北側は幅10mを測

る。深さは0．9m前後である。西側には側溝が付く。時期は中世から近世まで継続している。明治33年

PH・3　土坑出土遺物

27：SKO47　28：SK122　29．30：SK139　3l：SK142　32ニSK143　33．34．39：SK205　35～38：SK323
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の地図には調査区の真申に道が通っており、SDOOlがこれに相当すると考えられる。PH・4－40は流

れ込んだとみられる須恵器の埠身である。

SEO55（Fig．22、PH・4、PL．42）　C区南側から弧を描いて東側に延びる「Ⅴ」に近い断面逆台形の

溝である。幅2．50－2．60m、深さ1・2m、底幅0・25mを測る。延長41mまで確認した。6世紀後半から

7世紀初めにかけての遺物がまとまって出土している。PH・4ー4トー46は溝から出土した遺物であ

る。出－45は須恵器埠身と蓋である。IIIb新相段階からIVaに相当しよう。46は平行タタキのある丸瓦

である。

SD081（PH．4）　C区西側で検出された溝である。幅0．5－0．7m、深さ0．2mの「U」字溝である。

H＝7・20m

H＝7．20m

SD292ⅡⅠ区

SD292　土層名称
（II．Ⅲ．ⅤⅠ区）

1．茶褐色土
2．茶褐色土（わずかにロ

ームを含む）
3．淡茶褐色土
4．茶褐色粘質土（ローム
ブロックを少量含む）

5．時茶灰色粘質土（ロー
ムの小粒子を多量に含む）

6・黒灰色粘質土（ローム
の小粒子を多量に含む）

7．5層に類似するが含ま
れるローム粒はやや赤味
が強い

8．2層に類似、ややロー
ムが多い

9・ロームの層（やや黒灰
色に汚れる）

10・黒灰色粘質土

SD292　土層名称（III
区）

1a・茶灰色粘質土ローム
ブロック混合

lb．la層に以るがよりロ
ームのブロックが大きい

SD055　土層名称
1．粗砂を含む緻密な黒褐
色土～暗褐色土

2・粘土化したロームブロ
ック及び暗褐色粘質土

3．黒褐色粘質土、緻密
4．ローム粒を少量含む暗
褐色粘質土

5．ローム粒を含む黒色
～黒褐色粘土

6・粘土化したローム小ブ
ロック及び黒褐色粘土

7・ローム粒を多く含む暗
灰色粘土

8．ローム粒を含む褐色粘
質土

9．時灰色粘土
10．ローム粒を多く含む黒

一時灰色粘土
11．ローム粒．小ブロック

及び暗灰色粘土

H＝730m

SD294LII区

H＝7．50m

SD292Ⅳ区

SD292Ⅳ区

l，㍉　…∴
H＝7・20m

H＝7．20m

SD2921Ⅰ区2
SD29211区1 SD292III区

0　　　　　　1　　　　　　2m

l二．　　　　　　5　　　．　－一二］

Fig．22　SDO55．292II区・2921ⅠⅠ区・292Ⅳ区・294111区土層断面及び遺構実測図（l／60）
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69

5　　　　　　　　　　　　　10cm

了70
Fig．23　出土鋳型実測図（1／2）

－33－



底面は部分的に深くなる部分がある。略南北方向をとり延長25mまで確認した。PH・4－47は出土した

須恵器杯身である。6世紀末のものであろう。SD081はSB202・203．204と関連する可能性がある。た

だ、建物の主軸とは若干方向がズレている。

SDO82（PH．4、PL．42）　C区東側で検出された細い溝である。現在の町割と同じ略南北方向をと

り、幅0．5m前後、深さは0．2m前後で断面「U」字状を呈する。延長は26・8mまで確認した。溝からは

緑粕陶器が出土している。古代の溝であろう。

SD292（Fig．22、PH．4．5、PL．42－44）D区西側で検出された略南

北方向の溝である。幅は0・9～1・25mで、北側は断面が「Ⅴ」字に近い逆

台形で深さ0・75m、中央部は逆台形でやや浅くなり深さ0．4m、南側は逆

台形を呈するが再度深くなって0・7mを測る。延長は43．1m確認した。港

内からは古式土師器がまとまって出土している。PH．4－55－57は甕であ

る。56・57は布留甕であろう。58・60は壷、59は二重口縁壷である。6l・

62は椀、PH・5－63・64は壷、65は畿内系の高塀、66・67は丸底壷であ

る。その他、小型丸底壷、小型器台など古式土師器の各種の器形が揃っ

ている。

SD294（Fig．22、PH．5、PL．44）D区西端部で出土した断面が「Ⅴ」

字に近い逆台形の溝である。SD292と並行して延びており、SD292との間

隔は溝端で6・0mである。幅1・05m、深さ0．95m、延長は15mまで確認し

た。出土遺物はSD292と全く同時期の古式土師器群である。器種も壷・甕・

高年と種類は多い。PH・5－68は畿内系の二重口縁壷である。SD292と

SD294に挟まれた幅6m範囲は道ではなかろうか。

SD325（PH．4、PL．44）D区南端部のSC315を切って作られた古墳時

代後期の溝である。幅2．5m、深さ0．8mを測る断面逆台形の溝である。溝

は南側に延びており、土師器、須恵器がまとまって出土している。PH．

4－48は須恵器杯蓋、49・50は杯身、5l・53は紺、52は蓋、54は2段透

しの高年である。6世紀後半代のものであろう。

Fig・23－69・70は、SDOOlとSDO55から出土した鋳型片で

ある。69は広形鋼矛の袋部の破片、70は中細銅文の関から

身下半部の鋳型片であろう。石材は正式には鑑定してもら

っていないが石英・長石斑岩によく類似している。

（5）井戸

井戸はC区から40基近く出土している。D区では全く出土

しなかった。C区中央部南側に集中して出土しており、SD001

より東側に多く分布する。さらに東側にも散発的に広がっ

ている。井戸の集中する地域は地層の関係から水の出が良

かったのかも知れない。比恵遺跡群内では他の調査区でも

井戸は集中して分布していることが多い。

SEO43　（Fig．24、PH．6・7、PL．33）C区東側南寄りに

位置する弥生中期末の井戸である。上径0．98m，深さ3．02m

－34－
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Fig・24　SEO43井戸実測図（l／60）

PH．6　SEO43出土弥生土器用
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SE045

0　　　　0．5

Fig．25　SEO45．05l・052井戸実測図（l／60）

1m SEO52

を測り、途中の八女粘

土との境で大きく挟れ

ている。挟れた部分の

幅は1．54mである。遺物

は底面より0．7mほど上

の位置からまとまって

出土した。底面より上

部の約0．6mまでは黄白

色の八女粘土が崩落し

た土で埋まっていた。

PH・6－7LPH・7－

72、73は出土した袋状

口縁壷である。丹塗り

が施され、7－・72には

言縁下に三角突帯が1

条巡る。73はやや頸が

短く、言縁下には突帯を施さない。71は口径9．8cm、袋状に広がった外口径は12．5cm、胴径20cm、底径

8．3cmを測る。優美な形を呈している。74は丹塗りの無頸壷である。75－77は甕である。76、77は胴部

に丸味を持つ。75は口径19．4cm、底径7．5cm、胴径17．3cm、器高18cmを測る。76は口径21・9cm・底径10．4

cm・胴径22．2cm．器高22・5cmである。78は袋状言縁を有する壷とみられる。丹塗りが施され、胴部に

三角突帯が一条巡る。80は口綾部に焼成前の穿孔を2孔施した直言の壷である。口径18cm、底径8cm、

胴径18．7cm、器高20．2cmを測る。79は壷形土器の下半部である。8lは高年の脚部である。脚部の部分

的な破片であり、一括投棄の土器群とは異なるものであろう。

SEO45（Fig．25、PH．8、PL．34）C区東側やや南寄りで出土し、SEO43より北側に位置する。上径

1．1m，深さ2．45mである。中位下半から下部にかけて弥生後期前半の壷形土器が出土している。

SEO5一（Fig．25・PL．34）C区東側やや北寄りで出土し

た小型の井戸である。出土遺物は無く時期は不詳。

SEO52（Fig・25・26、PH．9、PL・34）　C区中央部北側

で検出した。古式土師器がまとまって出土している。

PH．8　SDO45出土弥生土器
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Fig．26　SEO52出土遺物実測図（l／3．1／4）
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SEO52出土土器（Fig・26）

85は庄内甕である。倒卵形の鹿部に、直線気味に外・反するやや短い言縁部が付く。口縁端部は、内

につまみ上げ、肥厚気味となる。タタキは1cmあたり5～6条だが、やや粗く－鋭く条痕が入る感じが

あり、比恵遺跡通有のものと異なる。口縁部の特徴も考え、大和における纏向3式相当の庄内甕の搬

入品と考える。外面調整は、胴部下半水平のタタキ後、胴部全面を左上がりの連続ラセンタタキ、さ

らに鹿部のみ再びタタキ、胴部下半は若干のタテパケあり。目線部外・面は擦痕ある回転的なヨコナデ。

目線部内面はヨコパケ後ヨコナデである。胴恕内面は下半はタテのケズリ後、上半は右上のヘラケズ
ノ

リ、一部にパケの痕跡あり。ケズリは口綾部付け根のやや下までで、頸部内面はヨコパケ後ヨコナデ

でその稜はやや甘い。外面の色は浅黄橙色、内面は灰黄色から淡褐灰色。胎土はやや密で、石英・長

石の細粒をやや多く含む。口径13．8cm、現存高18cm（鹿部欠損）を測る。86は布留系の甕で、復元口

径18・7cm、現存高5．8cmを測る。口綾部は内湾気味に外反し、端部は斜めの面取りを施す。頸部内面の

屈曲は甘く、稜をなさない。外面は阿恵的なヨコナデ、頸部～肩部はヨコのスリナデ。なお肩部はな

で肩である。内面は口縁部阿恵ヨコナデ、胴部ヘラケズリは、頸部の下までで、頸部はヨコパケ後ナ

デである。浅黄橙色を呈し、胎土はやや粗く、石英・花尚岩と微量の雲母を含む。87は高塀の杯部で、

復元口径19．5cm、現存高6．2cmである。口縁部は波打ち、歪んで正円をなさない。杯鹿部と口縁部の間

には稜などはなく、丸味を持ち移行する。言縁端部は一部面取・り状で、弱い沈線状になる部分がある。

埠鹿部下面には針穴状の凹みがある。全体的に磨滅し不明確だが、内外面ともヘラミガキであろう。

淡橙色を呈し、胎土は密で精良、花崗岩．石英の細粒をわずかに含む。なお86・87は中層出土で、他

の下層出土のものに比べやや新しい傾向があるか。88は高塚の脚部。脚部径12．3cm、現存高7・5cmを測

る。脚裾部の端部は丸くおさめ、裾部と柱状部の屈曲は明確である。柱状部上方はすぐ埠鹿部に移行

し、中央は充填している。裾部と柱状部の境に対向する穿孔が2ヶ所ある。調整は、外面は不明、裾

部内面はヨコパケの痕跡があり、柱状部はシポリ、橙色～黄橙色を呈し、胎土は非常に密で精良で、

長石・石英の砂粒はわずかである。89は直言壷の言縁部で、口径17．7cm、高さ9．1cmを測る。言綾部は

直線的に外反し、端部昼やや内にすぼめる感じ。外面は、タテパケ後ヨコナデ及びヨコの細かいミガ

キ、端部はヨコナデ、内面はヨコパケ、下部は若干へラミガキである。明褐色から浅黄橙色、胎土は

非常に精良で、石英・雲母をわずかに含む。90は直言壷。言綾部と胴部は別々に実測しているが、両

者は同一で接合する。口径13．1cm、高さ20．5cmを測る。胴部は扁球形で言縁部はわずかに中ぶくらみ

だが直線的にのび、端部はすぼめ丸める。外面調整は鹿部がケズリの他は全面細かくストロークの長

いヨコのヘラミガキ、内面は鹿部簾状のヨコパケ後ナナメハケ、胴部はやや左上のヨコパケ、上方は

ナデ又は押捺、目線部は強いナデの後、下方はタテの細かいミガキ、口縁部にはナナメパケを施す。

橙色～赤橙色で、赤彩の可能怪もある（器面磨滅気味）。胎土は非常に密で精良で、砂粒はごくわずか

である。91は二重目線壷の口綾部で、口径21．7cm、現存高4．5cmである。端部はややすぼめ丸くおさめ

る。口縁の外反度はやや弱く、あまり長くのびないタイプである。外・面調整は、一次言縁部はヘラケ

ズリ後ナデ、目線部はやや粗雑な断続的なヨコナデである。、内面はヨコナデ後、言縁部下半から屈曲

部をヘラミガキ。橙色からにぷい橙色、胎土は石英の砂粒を若干含む。92は二重口縁壷で、口綾部を

若干欠損する。現存高28・5cm、胴部最大径は28cmを測る。鹿部は丸底に近いレンズ底で胴部は倒卵形、

頸部は短く直立し言綾部に続く。言綾部は91に似るか、もう少し外・反するタイプであろう（同一個体

の可能性もある）。鹿部は在地の円板鹿部か畿内系の輪台鹿部か判別できない。外面は、胴部下半は磨

滅し不明、上半はパケ後ナデ、頸部から一次言縁部はケズリ後ナデ、口縁部はヨコナデで強く擦痕が

付く。内面は、鹿部が押捺・ナデ、胴部下半はナナメの板ナデ又・はヘラケズリ、上半は左上のヨコハ
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ヶ後板ナデ、頸部近くは押捺後へラナデ（ケズリ気味）、頸部はヨコパケ後ナデ、口縁部はヨコハケ後

ヨコナデさらにヨコのミガキである。外面は下部と頸部は橙色、他は浅黄橙色、内面は口綾部は灰白

色、胴部は表面が褐灰色を呈する。焼成はやや甘く、胴部外面に対向して2つの黒斑がある。胎土は・

石英を主に花尚岩、長石を若干含む。93は広言壷状となっているが二重白線壷と考える。現状の口縁

部は、直立して中程から外反し、端部は丸くおさめるが、調整は雑で、二重口縁壷の頸部の擬口縁と

考える（ただし以下の説明は頸部とする）。胴部は卵形を呈し、鹿部は平底気味のレンズ底で厚い。頸

部と胴部の屈曲は内外とも明確である。外面は、鹿部がケズリ、胴部下半はナデ、上半はタテハケ一

部ヨコハケ、頸部のやや下はヨコパケ、頸部はタテパケ後若干のヨコナデ。内面は、鹿部は崩れた乱

雑な簾状のヨコハケ、胴部は全体的に左上のヨコハケおよびナナメパケで丁寧に調整され、頸部は磨

滅し不明だがヨコハケ後ナデか。色調は浅黄橙色一明橙色、内面は一部灰白色。磨滅し不明確だが口

縁部～頸部は赤彩の可能性あり。胎土は粗く、石英．花尚岩．長石の粗砂粒を多く含む。鹿部の周囲

と頸部から肩部にかけての一部に大きく黒斑がある。なお、内外面に粘土帯の継ぎ目の痕跡の亀裂が

いくつか残る。以上のSE052出土土器は、中層の86・87を除けば下層の一括資料で、85の庄内甕や直言

壷の型式から、畿内の布留0式併行の古墳初頭である。この時期は一般的に、在地系の土器が多少なり

ともまだ残るのが普通だが、畿内系で占められる本資料は比恵遺跡の土器相の特殊性を示し、85の大

和型庄内甕の搬入品の存在は、畿内中枢部との特殊な交流関係を推定させる。　　（久住猛雄）
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SCO74（Fig・27、PH．10、PL．35）C区東側中央部で検出した弥生中期

末の井戸である。上径は1．04×1．2mの楕円形を呈し、深さは2．55mであ

る。井戸の掘り方は中位でやや細くなり、八女粘土との境で下部は大き

く挟れている。遺物は下部からまとまって出土した。大きめの板材も一

緒に出土している。PH．10はSEO74から出土した土器群である。95・96は

袋状口縁壷である。95は口径8．4cm、外口径9．8cm、底径は8．3cm、胴径18

cm、器高25cmを測る。96は小型で口径4・7cm、外口径5．6cm、底径5・3cm、

胴径11．2cm、器高14．6cmである。ともに丹塗りではなく黒色を呈してい

る。97は丹塗りの袋状口縁壷である。99も袋状口縁壷の胴部であろう。

98は逆L字状の口綾部を有する小型の壷である。。口径15．2cm、底径7・2

cm、胴径15・5cm、器高15．7cmを測る。94はSEO75出土の甕である。075の

遺構は土坑なので何らかのエラ

0　　　0－5　　1m
i i　　　　；

Fig．27　SEO74井戸実測図（1／60）

ーで混同したものか。遺構写真

では井戸上部から出土したよう

になっているので他の井戸の上

部から出土した可能性もある。

以後訂正できるようにここではSE075出土としておきたい。

SE074出土の黒色を呈した袋状口縁壷は珍らしく、意識的に黒

色に作られているのかも知れない。比恵33次の袋状貯蔵穴か

ら出土した無頸壷や鋤先状口縁壷には意識的に黒塗りが施さ

れているものがあった。

SEJO5（Fig．28．29、PH．11、PL・35）　C区中央部北側で検

出された井戸で、SE052の西側にあたる。上面径は1．46m、深

さ2．0mである。上面から窄まりながら底に向い、八女粘土の

PH・10　SEO74・075出土弥生土器
94：SEO75　95～99：SEO74
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部分で挟れてやや広がっている。

比恵遺跡群では鳥栖ローム下部

と八女粘土との境が湧水層にな

っているので、この部分が挟れ

て崩落したものが多い。遺物は、

中位下部の最も細くなった部分

に集中して出土している。古式

土師器の甕、壷、小型丸底壷な

どが出土している。

0　　　0．5　　　1m
i i i

Fig．28　SE105井戸実測図（1／60）

109

PH．ll SE105出土古式土師器
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Fig．29　SE105出土遺物実測図（l／4）
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SElO5出土土器（Fig・29）

100～一04は布留系甕。］00は復元口径17cm、高さ24．3cm。最大径に比し頸部がしまる。丸底球形胴

部、外方に開く直線的な口縁部。口縁端部は面取り、斜め（外傾）であるが水平にも近い。肩部外面

にはハケメ工具先端による斜めの刺突文が間隔をおいてある。外面は、胴部に左上のタタキ条痕が少

し残り、タテパケを施し、中位～肩部はヨコハケ、下半は一部ナナメパケ。肩部上半から頸部はヨコ

スリナデ、口綾部は阿恵ヨコナデである。内面は、鹿部から胴部下位は押捺（工具使用？）の後タテ

のケズリ、中位は左上のケズリ、胴部上位は右方向のケズリ、中位はケズリ後ナデ。ケズリの稜はく
／

びれのやや下で暖味、頸部はナデ、口縁部は回転ヨコナデ°　明灰白色を呈し、石英・花崗岩と少量の

長石の砂粒、微量の雲母を含む。IOlは口径17．2cm、高さ26・8cm。鹿部は若干欠損し、丸味のある倒卵

形（やや長胴か）、肩がやや張り、頸部はしまる。言縁部は直線的に外に開き、端部は面取りでほぼ水

平。外面は、胴部がタテパケ後、中位より上に断続ヨコパケ、肩部回転ヨコパケ、さらに肩部にタン

状条痕によるヨコハケ施文、頸部一言縁部は阿恵ヨコナデ。内面は、鹿部押捺後、胴部下半タテない

し左上のケズリ、上半は右上のケズリ、下半はケズリ後ナデ。肩部には押捺痕がある。ケズリはくび

れのやや下までで稜は暖味、頸部は押捺・ナデ、口縁部はナナメハケ後、擦痕の強い阿恵ヨコナデ。

灰白色ないし内面浅黄橙色、胎土は－00と同じ。－02は下半欠損。復元口径18・6cm、現存高12・1cm。胴

部は球形だろう。口縁部はヨコナデの凹凸が強いが直線的に外方にのび、端部は若干斜めの面だが水

平に近い。胴部は、外面タテハケ後肩部やや下にヨコパケ、内面は右のケズリ。言縁部は内外回転ヨ

コナデ。浅黄橙色～灰白色。胎土は100・lOlに同じ。l03は口径17・4cm、高さ26cm。鹿部は広い丸底、

胴部下ぶくれ気味球形、言綾部は直線的に外に開き、端部は面取りでやや凹むが、ほぼ水平である。

胴部外面タテハケ後中位ナナメパケ、肩部ヨコパケ、肩部上半ヨコスリナデである。頸部一口縁部内

外回転ヨコナデで、言縁部内面擦痕強く工具使用か。内面は、鹿部から下半が押捺およびタテのケズ

リ、下位はケズリ後にも押捺およびナデ、中位～肩部はタテのケズリ後ヨコのナデ、くびれ直下は右

のケズリ°ケズリはくびれ直下まで入るが、稜はやや暖味、頸部はナデないしミガキ残る。灰白色～黄

橙色、胎土には石英・花崗岩の砂粒少しと、雲母を微量含む。－04は、上下別々に実測しているが同一

個体である。口径16．6cm、復元高27．1cm。鹿部は丸底、胴部は左右非対称だが倒卵形気味の球形胴で

なで肩。口綾部は外反し、上半は内湾、端部は斜め（外傾）の面になる。胴部外面は、タテパケ後鹿

部ナナメパケ、・中位断続ヨコパケ、肩部と頸部やや下回転ヨコノ―ケ。条痕は消えるが全体にタタキの

凹凸面残る。口縁部は内外回転ヨコナデ。内面は、鹿部と下位の一部に押捺後、下半タテケズリ、上

半右上ケズリ後中位左上ケズリ。ケズリはくびれ1cm程下までだが、稜は比較的明確。頸部はパケ後

ナデ。外面は明褐灰色～灰色、内面にぷい橙色。外面煤付着が顕著、鹿部内面コゲ付着。石英・長石・

雲母を少量含む。－05・106はやや小形の直口壷。105は言縁を欠損するが頸部のしまりから－06と同様。

現存高10・7cm。外面は下半ケズリ後ミガキ、上半はタテハケ後ヨコの阿恵的ミガキ。内面は、鹿部が

簾状パケ後放射状のナナメパケ、下半は左上のハケ、中位より上ヨコハケ後一部へラミガキ、頸部直

下は押捺、ナデ。橙色を呈し、胎土は密で精良、長石の砂粒を少量含む。鹿部付近に焼成後の小穿孔。

－06は口径11・4cm、高さ14・3cm。胴部は左右非対称な扁球形。口綾部は内湾気味に立ち上がり、端部は

すぼめる。粗一雑傾向と合わせ、新しい型式か。外面は、胴部下半ケズリ後ヨコのミガキ、上半タテパ

ケ後阿恵的ヨコミガキ、口綾部もヨコの回転的ミガキ。内面は、鹿部が押捺・ナデ、中位ナナメパケ、

上位ヨコハケ後押捺、ナデ、口縁部はヨコナデ後ヨコの回転的ミガキおよびタテの若干のミガキ、橙

色又はにぷい橙色。胎土は密で精良、石英の細粒を少し含む。－07は小型丸底壷。口縁部欠損するも、

頸部がしまらないタイプは言縁がのびるものか。現存高5．6cm。外面は下半ケズリ後ミガキ、上半タテ
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7・00m

SEl16

Fig．30　SEl13・116・122井戸実測図（l／60）

SE122

0　　　0．5　　1m

トー　　　i　　　一二］

パケ後ヨ．コの回転的ミ

ガキ、中位はさらにヘ

ラナデを施す。内面は

下半ケズリ後ナデ、上

半ヨコナデ。外面淡橙

色（灰白色気味）、内面

褐灰色。胎土は密で非

常に精良、砂粒は僅か。

108は口綾部が外に若

干のびる小型丸底鉢。

口径13．1cm、高さ7．4

cm。口縁の端部は外に

少し折れてすぼめる。

外面は、体部下半ケズ

リ後ミガキ、上半タテ

パケ後ヨコの回転的ミガキ、口縁部タテパケ後、擦痕のある回転ヨコナデ。内面は・体部下半が板ナ

デ（ハケ？）後ナデ、上半ケズリ後ヨコミガキ・口綾部は外面に同じ。橙色～淡橙色・胎土は107など

と同じ。－09は小型丸底の広口壷。休部は扁球形で、頸部のしまりが甘く・口綾部は内湾してあまりの

びずに外へ立ち上がり、端部はl08に似る。外面は・体部下半が手持ちのミガキ・上半および口綾部は

タテパケ後ヨコの回転的ミガキ。内面は、休部上位に工具ヨコナデ残り・他はナデ仕上げ・口綾部ヨ

コパケ後ヨコの回転的ミガキ。橙色を呈し、胎土は107などと同じ。110は椀状の杯部の付く・脚部が

低く大きく開く高塀の一部。外面はタテパケ後ヨコの回転的なミガキ0内面は一部は簾状のヨコパケ

後放射状のナナメパケを広く施す。脚裾部に穿孔あり（個数不明）。にぷい橙色を呈し・胎土は非常に

精良で密、砂粒ほとんどなし。－07－。0のミガキはいずれも幅1－2mmの細密なヘラミガキ。以上の

ぅち106・105．l03．10日ま各々p－1－4として他よりやや上（井戸の中位）で取上げられ（一括出

土）、型式も新相。また－04・曲ま下層出土で・特にl04の甕は型式学的にやや古相。他の土器は両者

の間の出土である。即ち、層位的及び型式学的に、本資料

は三つの小様式に分離できる。下層は布留式古相に、－Ol他

の井戸中位の一群は布留式中相に、その他は後述のSE136と

同じく、その両者の中間的な小様式に各々位置付けられる0

（久住）

111

pH・12　SE108　出土土師器、SE116・122出土弥生土器
111：SE108112：SEl16113：SE122
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SE125

SE130
0　　　0．5　　1m

「　　　　j．　　；

Fig・31SE123～125．130井戸実測図（1／60）

SE一08（Fig・9、PH・12）　C区中央部南側で出土した浅い井戸で、

SCl09を切って掘り込まれている。上面径1・1m，深さ1．2mの単純な

形の素掘井戸である。PH12－111は井戸から出土した底面へラ切り

の土師皿である。古代未から中世に属するものであろう。

SEll3（Fig．30、PL．35）C区中央部南よりで検出した井戸で、上

面径は1・8×2・0m、深さ1・3mを測る。上半部は皿状に窪み、途中で

折れて底径0・6mの鹿部に至る。途中の掘り方が変わる部分に20～30

cm大の礫を多く混入する。井戸内からは土師皿が出土しており中世

に属するものであろう。

SE口6（Fig・30、PH・12）C区中央部南よりに位置し、SCl09を切

って作られている。上面径1．0×1．1m、深さは2．45甲で、やや窄まり

ながら底径0．55mの鹿部へ至る。途中八女粘土の部分で壁が崩落し、

やや挟れている。PH．12－1－2は出土した複合口縁壷である。頸部か

ら口縁にかけて残存している。弥生後期後半代のものであろう°

SE122（Fig．30、PH・12）C区中央部南寄りに位置し、SDOOl

の東側にあたる。上面径1．1m、深さ2．46m、底径0・65mで、単

PH．13　SE124．125出土弥生土器
114：SE124115・116：SE125
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I18

PH．14　SE130出土須恵器

119

純に窄まりながら底面に至る。途中八女粘土に変化する部分で若干決れている°PH12－113は出土し
l

た弥生後期前半の壷形土器である°　口径17・2cm、底径10．5cm、胴径28・3cm、器高33．1cmを測る。

SEI23（Fig・31、PL．36）C区中央部南側に位置し、SE122の南側で出土した単純な掘り方の素掘り

井戸である。上径1・0m、深さ1・72m、底径0・74mである。明確な出土遺物はなく時期を決め難いが、

弥生後期位に相当するものであろう。

SEl24（Fig．31、PH．13、PL・36）　C区中央部南寄りで出土した単純な掘り方の素掘り井戸である。

SD001東肩に位置し、上部は削平されている。上面径0．8×0．85m、深さ1．15m、底径0・63mを測る。

PH．13－1－4は上面から出土した小形の壷である。弥生後期終末期に属するものであろう°

SEI25（Fig．31、PH．13、PL．36）C区中央部南よりのSDOOl東肩部分で検出した井戸である。上面

SE135

0　　　0．5　　1m

ヒ一一一一　i　．一二］

Fig．32　SE133．135井戸実測図（l／60）

掘方は略方形で1・18×1．38m、深さは2・42mであ

る。単純に窄まりながら底径0．8mの底に至る。

途中八女粘土へ変化する部分で壁が若干崩落し

決れている。井戸内からはネズミ返し・板材な

どの木製品と、中位で壷と甕が出土しているo

PH．13－1ほほ鉢形ば近い甕形土器である。口径

20．2cm、底径8・5cm、器高12．6cmを測る。II6は

壷形土器である。やや歪つで、口径11．8cm、底

径8．6cm、胴径13．9cm、器高19・1cmを測る。とも

に弥生後期前半に属するものであろう。

SE130（Fig．31、PH14、PL．36）C区中央部

やや南よりに位置し、SC109を切っている古墳時

代後期の井戸である。上面径はやや楕円形を呈

し、長径2・36m、短径1・7m、深さ1・46mをを測る。井戸底は段々に窪み、東側は「U」字状に張り出

し、一段浅くなっている。東側の壁は丸く挟れており汲み上げ口になっている。井戸内からは須恵器

がまとまって出土している。PH14は須恵器の杯身である。日刊ま口径10．2cm、受部径14．3cm、器高3．8

cm、日8は口径11・5cm、受部径14・2cm、器高4．0cm、Il9は口径13．5cm、受部径15・7cm、器高4．5cmをそ

れぞれ測る。蓋受けの立ち上りはさほど高くはないが、全体的な径はやや大きい。須恵IIIb新相段階に

相当するものであろう°　6世紀後半から未の時期と考えられる。

SEJ33（Fig・33）　C区中央部やや南寄りに位置し、SCl14とSCl17のプラン内で検出した井戸であ

る°上面径は0．82×0・93m、深さは1・47m、底径0．85mを測る。単純な掘り方の井戸である。弥生後期

後半以降のものであろう。

SEJ35（Fig．32、PL．37）C区中央部やや南寄りに位置し、SE133の西側にあたる。SCl14のプラン

内で検出された井戸である。上面形は楕円形を呈し、長径1．7m、短径1．3m，深さ1．3mを測る。上半

部は傾斜を持ったやや大型の掘り方で、途中で段が付き、窄まりながら底径0．45mの底に至る。弥生後

期後半以降のものであろう。井戸の形態からは中世に属するものであろうか。
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SEl34（Fig・33、PH15、PL・36）C区中央部やや南寄りに位置し、SCl14を切ってプラン内で検出

された井戸である。SE133の南側にあたる。上面は楕円形を呈し、長径1・32m、短径1．0m、深さは2．70

mである。掘方は徐々に窄まり、中位下半で最も挟くなる。径は0・7mである。下部は八女粘土との境

で最も決れて広くなり、底径0．55mの底へ続く。遺物は下部からまとまって出土している。

PH．15－120は複合口縁壷である。口径20・6cm、外口縁24cm、底径7cm、胴径24cm、器高36・8cmを測

る°　口綾部は丸味を持って内湾し、頸部はあまり窄まらず、下位に2条の「コ」の字状突帯を貼付す

る。胴部は張りが弱くラグビーボール状を呈し、胴中位に「コ」の字状突帯を一条巡らす。底径は7

cmで小さい。全体に細長い感じを受ける。12－は壷形土器の胴部下半である。底径8・5cm、胴径22．8cm、

残高18・6cmを測る。おそらくこれも複合口縁壷になるものとみられる。－22は甕である。口径19．2cm、

底径7cm、胴径21．9cm、器高21・1cmを測る。口綾部は外反し、胴最大径は中位よりやや上にある。一23

は細頸壷である。口径8・8cm、底径4cm、胴径15cm、器高21cmを測る。これらの土器は鹿部が丸平気味

で残っており、弥生後期後半から終末に近い時期であろう。弥生後期の井戸は前半期のものから終末

にかけて10基以上が出土しており、ある程度編年的に並べることができる。中でも弥生後期後半代の

井戸が最も多い。ところが、この時期の竪穴住居址は殆ど確認されていない。調査区内の遺構は全体

的にかなり削平を受けており、既に削られた可能性もある。比恵遺跡群ではこれまでの調査で後期の

時期もかなりまとまって井戸群が出土していることが分かっている。この時期の集落もかなり密集し

ていたことが推測される。

比恵50次調査では、方形竪穴住居址の多くが古式土師器の時期に相当することが明らかになってい

SE134　　　　0　　　0．5　　1m

：　一一i　　一一一l

Fig．33　SE134井戸実測図（1／60）

－47－

PH．15　SE134出土弥生土器



SE136
0　　　0．5　　1m

；．－．　；　　1

Fig．34　SE136井戸実測図（1／60）

る。集落に関係する溝も確認され、これらから外来系の土器が数多く

出土している。また、井戸にもこの時期に属するものが多く検出され

ている。井戸内からは、外来系の土器が数多く出土しており、外来土

器の流入拠点のひとつとして重要な地域であったことが窺える。

SE136（Fig・34－36、PH．16－17，PL・37）C区中央部南寄りに位置

し、SD001の東側にあたる。このあたりには弥生中期後半から奈良時代

にかけての井戸が密集している地域である。湧水層との関係が深いも

のと推察されるo SE136は掘方上面が略長方形を呈し、長辺1・65m、短

辺1・20m、深さは1．86mである。掘り方は歪つで、底面は0・7mを測

る。遺物は上面から、折り重なるような状態で出土している。殆どが

古式土師器の甕、壷、ミニチュア土器などである。井戸の底からは目

立った遺物は出土しなかった。PH・16・17は出土した古式土師器であ

る。

PH．16　SE136出土古式土師器（l）
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長胴気味の卵形胴部、l24・l25は下ぶくれ気味。胴部の法量は布留系の球胴甕と在地系長胴甕の中間

形態と言え、捜法は全面的に外・釆系だが、在来の使用範型が形に要請されているか。但し125は球胴に

も近い。124は口径16．7cm、鹿部僅か欠損するが高さ25・6cm。言綾部は直線的に外に開き、中位肥厚気

味、端部は少しすぼめる。外面は胴部が左上タタキ後タテハケ、中位断続ヨコパケ、肩部阿恵ヨコパ
「

ケ、頸部やや下は断続的なヨコスリナデ。口縁部内外のヨコナデは丁寧だが阿恵ではない。内面は、

鹿部が押捺後、下半左上のタテケズリ、上半右のケズリ後ナデ。ケズリはくびれの少し下まで、稜は

暖味で頸部はナデ。外面は煤の付着顕著だが鹿部は赤く被熟痕か。灰白色～浅黄橙色。内面は淡橙色。

胎土に石英・花尚岩の砂粒を少し含む。－25は口径15．9cm、高さ25・6cm。口縁は直線的、端部は面取り

でわずかに凹み、水平に近い。胴部外面は下半から中位までタテパケ一部ヨコハケ、上位はタテパケ
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後肩部に阿恵ヨコパケ、頸部やや下はヨコスリナデ、口綾部は内外・とも回転ヨコナデ。内面は鹿部か

ら下位まで押捺が目立ち、タテのケズリを施し、中位やや下左上ケズリの後、上位まで右上のケズリ。

肩部やや上の内面は強いナデ。ケズリの後はくびれの2cm程下で暖味で、頸部には押捺痕とヘラナデ

が残る。灰白色～浅黄橙色。胎土に花尚岩。石英の細砂粒を若干含む。126は口径15．3cm、高さ23・4

cm。口縁は外・反して上半やや内湾し、端部の面はやや斜めで若干凹む。また多少波打つ。外・面は胴部

タテハケ後、中位断続ヨコパケ、中位やや上は阿恵ヨコパケ、肩部と頸部のやや下はヨコスリナデ、

肩部に一本のヘラ描沈線が巡り、口縁部は回転的だが一部途切れるヨコナデ。内面は、鹿部と下位に

押捺、胴部下半はタテ又・は左上のケズリ、上半は右のケズリで、ケズリの稜はくびれの1cm程下にあ

り、頸部には押捺．ナデが残り、言綾部は回転ヨコナデ。淡橙色～浅黄橙色。石英（赤色含む）・長石

を少量と微量の雲母を含む。形態・胎土．色調が微妙に比恵周辺のものと異なり、西新町遺跡のもの

に類似することを指摘したい。127は口径15・4cm、高さ26．3cm。胴部は球形に近く、言縁は直線的に外

方に開き、端部は面をなすがやや凹み、やや斜めに外傾する。胴部外面下半はナデ、上半はタテハケ

後回転ヨコパケ、さらにナナメパケ、頸部やや下はヨコスリナデ、項部は90。ごとに斜めの刺突文。
＼

＼

口縁部内外回転ヨコナデ。胴部内面は鹿部・下位押捺顕著、若干ケズリ。他は上まで左上の後右のケ

ズリ。肩部にも押捺痕。ケズリはくびれ直下まで入り、稜は明確、若干のナデ、押捺が残る。赤橙色

～黄橙色を呈し、胎土は粗く、長石（琉紋岩？）．石英を多く含む。質感が重く搬入品である。128は

口径15．6cm、鹿部欠損し現存高23cm。胴部は球形、頸部はしまり、口縁部はわずかに内湾気味に外方

にのび、端部は面取り後ヨコナデでやや丸くなる。胴部外面はタテハケ後、中位を断続ヨコパケ、肩

部上方～頸部下は擦痕ある回転的なヨコスリナデ。口綾部は、内外阿恵ヨコナデ、外面は擦痕あり。

胴部内面は磨滅し不明確だが、下半タテ又は左上の、中位は左上ナナメ、上位は右方向のケズリと見

られ、1ケズリはくびれのやや下までで、稜はやや暖味、頸部にナデ・押捺あり。浅黄橙色又は内面が

灰オリーブ色。石英（赤色有）、長石（赤色有）・花崗岩の砂粒をやや多く含む。胎土・色調が比恵周

辺．のものと異なり搬入か。129は復元口径15．7cm、現存高16cm。胴部はほぼ球形、口縁部は胴部に比し

やや短く、端部は斜めに面取りするがヨコナデでやや丸くなる。胴部外面は、タテパケ後肩部断続ヨ

コパケ、さらに肩部に波状文の痕跡がある。口縁部内外は、丁寧だが回転ではないヨコナデで、外面

は頸部にかかる。内面は胴部中位は左上ケズリ、上位は右のケズリで、ケズリはくびれの1cm程下ま

でで、稜は暖味、頸部にナデ残る。浅黄橙～橙色。胎土はやや粗く、花崗岩・長石．石英の粗砂粒を

多く含む。質感が重く、胎土が異質で、比恵周辺の製作ではなく、那珂川上流域のものであろう。l30

は口径16．7cm、現存高9・7cm。胴部はなで肩で、倒卵形となるだろう。口縁部はわずかに内湾気味に外

反し、端部は水平に近いがやや外傾する面をなし、ヨコナデで若干丸まる。胴部外面はタテハケ後中

位断続ヨコパケ、肩部阿恵ヨコハケ、頸部やや下はヨコスリナデ、さらに肩部に波状文。タタキ痕が

わずかにある。口縁部内外回転ヨコナデ。胴部内面は左上ケズリ後右のケズリ、ケズリはくびれの少

し下まで、稜はやや暖味で頸部にナデあり。橙色～淡橙色。石英（赤色少し有）や花崗岩・長石（赤

色少し有）をやや多く含む。質感やや重く、比恵周辺の製品ではない可能性あり。13－は山陰系の壷の

頸部一言綾部。口径20．7cm、現存高10．5cm、胴部と頸部、さらに一次口縁部との各々の間は屈曲がや

や甘く、一次口綾部外方は角をなし、二次口縁部はやや外方に開いて直立、端部は上方にやや外傾す

る面をなし、凹みがあり、外につまみ出すように拡張する。外面は頸部一口綾部とも回転ヨコナデ、

胴部はタテパケ若干残る。内面は、胴部がケズリで稜は暖味、頸部はナデ、言綾部は阿恵ヨコナデで

一部擦痕を伴う。淡橙色から浅黄橙色。胎土は細かい土に、石英（赤色少し有）・花尚岩・長石（及び

琉紋岩？）の細砂粒をやや多く、及び雲母と角閃石を微量含む。比恵周辺製作ではない可能性あり。
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－32は口径15cm、鹿部はわずかに欠損、現存高21・6cmの甕。胴部はやや長胴の球形、口縁部は外反気味

に外へのび、端部は外傾する面取り後強いヨコナデが内外に入り、少し丸くなる。胴部外面はタテパ

ケ後、中位断続ヨコパケ、肩部回転ヨコパケ、頸部から口綾部内外は回転ヨコナデで若干の擦痕あり。

内面は鹿部は押捺、胴部下位はタテ又は左上の、中位より上は左のケズリを施し、ケズリは一部くび

れの少し下まで入るが、頸部の下は不徹底であり、シポリ．押捺・タテのナデの下調整を残す。頸部

はナデ。灰白色～浅黄橙色。胎土は細い土に、花尚岩・石英（赤色含む）・長石（赤色含む）の砂粒と

微量の角閃石を含む。比恵周辺の製作ではない。I33は口径16．6cm、高さ23．1cmの甕。鹿部は丸昧ある

が平底風、胴部は倒卵形で頸部はあまりしまらないなど一見古相だが、鹿部の押捺は広く新相で、全

体的に稚拙で比恵産ではないことがその理由を説明するものになる。言縁部は内湾し、端部は丸味を

持ち、外に強いヨコナデの凹みがある。肩部に焼成後の穿孔が2つある。胴部外面はタテハケ後、鹿

部一部ナナメパケ、中位ヨコハケ、肩部ヨコスリナデ、頸部から言縁部内外・にかけて回転ヨコナデ。

内面は、鹿部および胴部下位は押捺後タテのケズリ、中位はかなり上まで左上の、肩部より上が右の

ケズリ。ケズリは、くびれの1．5cm程下までで、稜はやや暖味、頸部はナデ。にぷい黄橙色～浅黄橙

色。石英．花尚岩の砂粒多数と長石若干、角閃石を少し含み、胎土は比恵周辺のものとは異質である。

－34は二重言縁壷の胴部と推定する。胴部は扁球形で、頸部への屈曲は明は明確で、つけねの薄い直立

する頸部になるだろう°外面は、下半タテパケ後に下部を不定ヨコパケ、一部へラミガキ、中位はヘ

ラナデ、上半はタテパケ及びナナメハケの後ナデ。内面は、下部パケ後ナデ、中位より上は左上のパ

ケを丁寧に施し、肩部より上は粘土紐接合痕が残る。頸部直下は押捺・ナデ、頸部はナナメ又はヨコ

のパケ。明赤褐色からにぷい赤褐色を呈し、胴部外面中位には対向した2ヶ所に大きく黒斑がある。

胎土には、石英と雲母をやや多く、少量の長石、微量の角閃石を含む。比恵周辺の製作ではなく、あ

るいは畿内の何処かの製品の搬入か。l35は口綾部が胴部に比して広がらず、頸部と一次言縁部の屈曲

が明瞭ではなく、また口縁の段もやや暖味なタイプの二重言縁壷である。鹿部は欠損するが平底と見

られ、胴部はやや長胴気味の球胴、口綾部は外反するが一部直立に近く、端部は丸くおさめる。外面

は、鹿部（逆円錐台部）はパケ後ナデ、これより上の胴部は左上のヨコ叉はナナメハケ、頸部はタテ

パケ後に、口縁部はヨコハケ後にいずれも断続ヨコナデ。内面は、胴部はナデとみられ、頸部ナデ、

口綾部ヨコハケ後ヨコナデ。胴部の内外と、肩部内面に粘土帯（紐）接合痕が残る。外面は淡橙色～浅

黄橙色、内面は灰黄褐色又は灰白色。胎土は密で、長石（赤色少し有）・花崗岩および石英（琉紋岩？）

を含み、比恵周辺の製作ではない可能性あり。質的にもやや野放ったい。口径17・1cm、現存高34．5cm、

復元高35cm。136は小型丸底壷。言縁部は欠損するが、短く立ち上がるタイプか。現存高9．3cm。外面

は鹿部ケズリ後、下半タタキ？、上半ナナメハケ、さらに下半は手持ちの、上半はヨコの回転的な細

密なヘラミガキ。内面は、下半はハケ後ナデで、パケの起点が残り、上半はハケ後ケズリ。外面浅黄

橙色、内面赤褐色。胎土は非常に密で精良、砂粒なく僅か。赤彩の可能怪あり。－37は手ずくねの鉢。

口径7・1cm、高さ5・2cm。鹿部は突出する平底。外面は押捺、内面ナデ。橙色、石英．長石を少し含む。

138は粗製の鉢。休部は下ぶくれで口縁は直立。外面はハケ後ナデ、口縁部ヨコパケ後、内外ヨコナ

デ、休部内面は下半ナデ、上半パケメ。橙色、石英．長石を少し含む。以上のSE136出土土器は、134

が北部九州外の製作の可能性があるが、他は形態的に北部九州内で矛盾ないが、胎土．色調及び形態

と技法の微妙な部分で比恵遺跡周辺とは異質なものが多く、その可能性のあるものも含めると、大半

が北部九州各地からの搬入品とみられ、非常に特異な土器群と言える。様式的には、畿内の布留式古

相から中相の移行期に併行する一括資料と考える。　　　　　　　　　　　　　　　　（久住）
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Fig・36SE136出土遺物実測図（2）（1／4）　長芋上‐茎＝』cm

SE一37（Fig・37、PH．18、PL．37）C区中央部南側のSCl09を切って作られている単純な掘り方の素

掘り井戸である。上面径1・0m、深さ2．4m、底径0．53mを測る。掘り方は緩やかに窄まりながら底へ達

する0下部から複合言緑壷が2個体出土している。PH18一一39は口径20．4cm、外口径24・8cm、底径8

cm、胴径27・1cm、器高37cmを測る。頸部に三角突帯一条、胴部に「コ」字状突帯一条を巡らす。底面

はやや丸味を持っている。140も良く似た器形の複合言縁壷である。口縁部は一部しか残ってないが、
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Fig．37　SE137・158・159

井戸実測図（1／60）

H＝7．00m

SE158

底径7．3cm、胴径25・4cm、器高34．5cmを測る。139に比べてほんの僅か小さい。頸部に三角突帯一条と、

胴部に「コ」の字状突帯を一条巡らす。底面はやや丸味を持っている。弥生後期後半代の新しい時期

に属すると考えられる。

SE158（Fig．37、PH．19、PL・37）C区中央部やや南よりから検出されたもので、SDOOlの東側に位

置する。上面径2．55m、深さ1・5mで、底面は皿状に窪む。東壁には半円形の窪みがみられ汲み上げ口

となっている。さらに東側には土坑状の落ち込みがあり、井戸に併設された汲み場であろうか。遺物

は底面から須恵器の壷、横瓶などが出土している。PH．19－14巨142はやや長頸の壷である。曲は言

PH．18　SE137出土弥生土器
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PH・19　SE158出土須恵器

縁端部を欠いており、胴径15．0cm、残高15．5cmを測る。胴部に二条の沈線が巡る。142は口日より胴径

がやや小さく、13．5cm、器高15．7cmを測る。胴部に沈線が巡る。l43は横瓶である。口径6．3cm、胴径

14．8cm、器高13．5cmを測る。肩に把手の退化した貼付文を施す。144は地である。胴径10．0cmで、残高

9・2cmである。頸部は細く締まっている。これらの須恵器の時期は6世紀後半代から末に相当しよう。

SE159（Fig・37、PH・20、PL・38）C区ほぼ中央部のSDOOl東側に位置する。上面径1・1×1・3m、深

さ1．0mで、底面は長方形を呈し、0・43×0．57mである。底面は八女粘土を少し掘り込んだ所で止まっ

ている。全体的に小型で浅い井戸である。遺物は底面よりやや浮いた状態で須恵器横瓶、土師器甕な

どが出土している。PH・20－145．46．148は土師器の甕である。I47は須恵器の横瓶である。把手が付

き、底径9．8cm、胴径18・6cmを測る。土師器甕は145が器高27．0cmである。これらの遺物は8世紀後半

代に属するものであろう。

SEl70（Fig．38、PH．21）C区中央部南寄りに位置し、SE136の南側にあたる。この一帯は井戸が密

集して出土する区域である。上面径は0．92×1・36m、深さ2・18m、底径は0・7mである。掘り方は単純

に窄まりながら底に達する。底面からは弥生後期初めの甕、壷形土器、ミニチュアの鉢などが出土し

ている°PH．21－149は袋状口縁壷である。口径8．2cm、外口径9．8cm、底径7cm、胴径14．3cm、器高17．1

PH．20　SE159出土須恵器・土師器
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PH．21SE170出土弥生土器

SE171

0　　　0．5　　1m
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Fig．38　SE170．171井戸実測図（l／60）

cmを測る小型品である°頸部は短かい。I50は甕形土器である°頸

部は締まり、口縁部は打ち欠いている。底径8．3cm、胴径20・6cm、

残高23・6cmを測る。15上152は小型の壷か鉢形のミニチュア土器

である。－52は中層からの出土である。－5－は口径8・2cm、底径5．7

cm、器高9cm、152は口径5・9cm、底径4cm、器高6．8cmを測る。井

戸祭祀に使用されたものであろう。

SE171（Fig．38）　C区中央部のSC166を切って造られた井戸で

SD001の東側に位置する°　上面径は1・35×1．73mの楕円形を呈す

る。掘方は中位で幅1．65mまで広がり、底径0・28mの細かい底に至

る。まとまった遺．物が出土していないので時期を決め難いが、古
遍
ざ

墳時代以降のものであろう。
寸

SEI72（Fig・39、PH．22・23、PL．38）　C区中央部北寄りに位置

し、SD001の溝底で検出された井戸である。上面径は1・72×1．93

㎡、深さ2・56mで、掘り方は段を有しながら窄まり、底径0・38mの底に達する。段は、調査GLから0・8

m、1・3m、1．7mの深さにそれぞれついている。八女粘土は上面から認められ、殆ど八女粘土とその下

の溶結凝灰岩風下層に掘り込まれている。遺物は中位段階で30個体以上の土師器甕、須恵器高台付埠・

壷などが出土している。上位からは土師器のカマドが出土している。下位には、中位と同じ土師器の

甕が出土している。PH．22・23は井戸から出土した遺物である。実際はこれよりも出土個体数は多い。

ほ3は須恵器の高台が付いた埠である。口径13．1cm、底径9．8cm、器高3・6cmである。154は須恵器の壷
（

お

胴部である。高台が付き、底径11・1cm、胴径19．9cm、残高12．3cmを測る。口緑部がやや開いた細頸の
・

頸部が付くものとみられる。155－－77は土師器の甕である。口径は20cm前後、器高は15cm前後で、口

綾部はやや内湾気味で外傾し、鹿部は丸底となる。外面は刷毛目調整、内面は粗いへラ削りが施され
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PH．22　SE172出土須恵器・土師器（I）

－57－



PH．23　SE172出土土師器（2）
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ている。出土遺物は8世紀後半代に相当すると考えられる。

SE2［9（Fig・40、PH・24、PL．39）C区西側中央部で検出された井戸

で、SC197を切ってSC197プラン内に位置している0上面径は1．07×1．38

mの楕円形を呈し、深さは2．75mである。掘り方は、上位から中位まで

は徐々に窄まり、下位で八女粘土に到達し、その部分が幅1．1mに挟れ

て崩落している。遺物は数本の木材と共に下位でまとまって出土して

いる。上位でも1点甕が出土している。下位の遺物群は弥生後期初め

頃に位置づけられるものである。上位出土の甕もさほど時期差は認め

られない。PH．24－I78は上位から出土した甕である。口径15．3cm、底

PH．24　SE215．SE219出土弥生土器
178－182・184．185：SE219183：SE215
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／

径8．2cm、器高19・5cmを測る°179は下

位から出土した甕である。口径13・5cm、

底径7cm、胴径15・9cm、器高20・8cmで

ある。180は袋状口縁壷の口頸部、－8－

はミニチュアの鉢である。182．185は

袋状口績壷である。外口径9．6cm、底径

6．7cm、胴径13・6cm、器高14．3cmを測

る。185は口径15・9cm、外・口径17・4cm、

底径9．5cm、胴径28．4cm、器高36・2cmの

やや大型品である。頸部に三角突帯を

一条巡らす。－84は上層から出土した器

台である。言径11．9cm、底径14・5cm、

器高19・0cmである。

SE2J5（Fig．41、PH．24・25、PL．39）

C区中央部に位置する弥生中期未の井

戸である。上面径は1．37×1．52m、深さ

2・78m、底径0・55mで掘り方は単純に窄

まって底に至る。八女粘土は

中位で出現するが、その部分

は挟れていない。ネズミ返し

半裁状の木製品2枚と溝を切

った2本の角材が出土してい

る°　遺物は下位でまとまって

出土した。PH．24－－83は口綾

部に焼成前の穿孔が2孔ある

直言の壷である。口径17．7cm、

器高20．1cmを測る。PH・25－

186は丹塗りの袋状口績壷で

ある。器高26・8cmを測る。】88

は－83と同類の壷である。口径

17．3cm、底径8・5cm、胴径19．7

cm、器高21．0cmである°187は

甕の胴部である°残高13．6cm

を測る。189は器台である。

－60－
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Fig．41SE215・218井戸実測図（1／60）

PH．25　SE215出土弥生土器



Fig．42　SE27l・278井戸実測図（l／60）

SE272

0　　　0・5　　1m

「－－二　「・－i

Fig．43SE272井戸実測図（l／60）sE218（Fig．41）C区北西端で検出した小型の井戸である。上面は楕円

形を呈し、0．92×1・57m、深さ1・24m、底径0．64mを測る。SC240を切って

おり、古墳時代以降か。東側は汲み出し言であろうか。段が一段設けられている。

SE271（Fig．42、PH．26、PL．39）　C区中央部南端近くで出土した井戸で、SE278と切り会ってい

る。調査時点では切り合い関係は確認できなかった。上面径は0・9m、深さ2．28mである°掘り方は単

純な形を呈している。中から畿内系の壷が出土している。弥生後期終末であろう。

SE278（Fig．42、PH．26、PL．40）SE271に接して東側に位置する単純な素掘りの井戸である。上面

径0．8m、深さ2・45m、底径0．5mを測る。弥生後期終末の搬入品と考えられる壷が出土している°これ

ら2基の井戸から出土した遺物は重要である。

SE271．278出土土器（Fig・44）

190－193がSE271、l94－197がSE278の出土。190は畿内第Ⅴ様式新相と見られる広言壷。頸部は直

立、口綾部は屈曲して外方にのび、端部は逆L字状に垂下する部分を貼付け、外の幅2cm程の面には擬
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凹線を施す。頸部の途中には成形一時中止の乾燥による調整の不整合がある。鹿部はやや不安定な平

底で輪台によると思われ、胴部は球形に近い。外面は、胴部はタテパケ後、中位のやや下ヨコパケ、

さらに全面のタテのヘラミガキで仕上げ、頸部はタテハケ、胴部との間のくびれをヨコミガキ、頸部

中位は、上記の不整合を消すためにタテケズリ後ヨコナデ。言縁部の下方もタテパケ、内面は、鹿部

パケ後ナデ、胴部下位はヨコパケ後タテハケ、中位は左上のハケ、上位はナデ、頸部はナナメ又はヨ

コのパケ後ヨコナデ、さらに下半をヘラケズリ、口縁部はナナメパケ後端部をヨコナデ。内外ともに

下半は灰褐色一明赤褐色、上半はややにぷい橙色。胎土は密で石英・長石を若干と雲母を少し含む。

胎土は在地のものと明確には区別できないが、色調的に河内の土器の一類型で搬入品か。口径22cm、

高さ23・7cmを測る。19－も畿内系で、Ⅴ様式未頃と見られる細頸壷。胴部は扁球形、鹿部は輪台充填の

平底。頸部から口縁部は直立、上半少し外向し、端部は欠損するが外反してすぼめて終わるか。外面

は、胴部下半が細かいタテ叉はナナメハケ後、ヨコ又はナナメのヘラミガキ、上半が細かいタテパケ

後、タテのヘラミガキ（中位ヨコミガキ後）、頸部一言縁部は、細かいタテパケ後、粗いタテハケ、さ

らに若干のタテのヘラミガキ、内面は、鹿部が簾状のヨコパケ後ナナメパケ、中位から肩部までヨコ

パケ、くびれの下はナデ、頸部～言縁部はヨコハケ後一部ナデ。外面は灰黄色から浅黄橙色、内面が

淡橙色を呈す。焼成は、芯がやや黒く若干甘い。胎土はやや粗く、花崗岩・石英・長石の砂粒を若干、

微量の雲母を含む。胎土は在地ではないと言えないが、灰黄色の色調からすると河内か大和からの搬

入の可能性もある。言径は推定値で12．5cm前後、現存高23．7cm。192は在地の大形甕。復元口径32・2

cm、現存高11cm。口縁は直線的に外反、端部は直立した面をなす。頸部くびれ直下に三角突帯。外面

は胴部タテパケ、口縁部タテパケ後ヨコナデ。内面は胴部ナナメパケ、口縁部ヨコパケ。にぷい黄橙

色～灰白色。胎土はやや粗く、石英．長石の粗砂を多く含む。193はやや小形の在地の甕。復元口径17．9

cm、現存高10・3cm。口縁部は中程で屈曲して外・反し、端部は斜めに面取り。胴部外面はタテパケ、口

縁部は磨滅し不明瞭だが内外ヨコナデ、胴部内面は板ナデ、浅黄橙色～橙色。胎土やや密で、花尚岩・

石英の細砂粒をやや多く含む。以上のSE271の土器は、搬入の可能性のある畿内Ⅴ様式新相～末頃の2

点の壷と、在地の甕が共伴する点で極めて特別であり、両者の併行関係が推定できるとともに、畿内

と比恵の集落との直接的交流を示すものとして重要な意義がある。なお在地の編年では、後期後半の

枠内である。柑4～－97はSE278出土。－94は畿内系の長頸壷。やや不安定で突出しない平底に卵形の胴

部、直立する頸部と、複合口線状の短く直立する口縁部である。端部は丸くおさめる。外面は、胴部

が右上のタタキの後に、下半はタテ叉は左上のパケ、上半は左上ナナメパケ、中位にはヨコハケ。頸

部一口縁部はナナメパケ後タテパケ、口縁部はヨコナデ仕上げ。内面は鹿部が放射状のナナメパケ後

ナデ、胴部下半は左上ナナメパケ、上半はヨコパケ後一部ナデ、頸部は丁寧なヨコパケ、口綾部はヨ

コナデO　淡橙色を呈す。胎土は密、長石・石英・花崗岩の砂粒を少し、雲母を微量含む。鹿部外面に

粗圧痕。鹿部は輪台と推定するが突出しない円板状をなすことや、複合言線状になることから、Ⅴ様

式未の粗雑な長頸壷の系譜下ながら、在地の形態の影響を受けている可能性がある。即ち在地産か。

口径18cm、高さ28．8cm。195は、技法上は在地系ではありえず、畿内系とすべきだが、形態は在地の短

頸広口壷の小形のもの。広いレンズ状の鹿部、扁球形の胴部、言綾部は直立気味だが外反、端部は外

方に斜めの面取りを施し一部沈線状の凹みが巡る。鹿部は推定輪台充填の突出鹿部を外面ケズリで整

形する。胴部中位やや下に成形画期あり。外面は、胴部下半はヨコハケ、上半は左上タテハケ、肩部

から口綾部まで、丁寧なヨコスリナデ叉はヨコナデで、擦痕を伴う。内面は鹿部がやや崩れた簾状ハ

ケ後、放射状のナナメパケ、胴部下位は左上ナナメパケ、中位より上はヨコパケ。言縁部はヨコパケ

後ヨコナデ。外面は浅黄橙色～橙色。内面赤褐色一明褐灰色。胎土やや密、長石・石英の細砂粒を少
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196　　　Fig．44　SE271・278出土遺物実測図（l／4）

190～193：SE271194～197：SE278
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Fig．45　SE273井戸実測図（l／60）

PH．27　SE273出土弥生土器

し含む。鹿部に黒斑。口径15・2cm、高さ16．8cm。在地産と考え、類品は比恵51次SE203でも出土し、庄

内式古相併行以降、比恵の集落には伝統的Ⅴ様式の製作範型が、在地の土器の中に埋没しているのか

もしれない。－96は在地の短頸壷。口縁部は直線的にやや外に開き、端部は面取り。外面は胴部ナナメ

パケ、中位はヨコパケに近く、口縁部はナナメパケ後に頸部と口縁端部をヨコナデ。内面は胴部がヨ

コないしナナメパケ後ナデ、口縁部ヨコパケ。明赤褐色を呈し、石英．長石の砂粒と微量の雲母を含

む。復元口径13．7cm、現存高11．6cm。一97は壷の口縁部。口縁は強く外反し、端部は外傾する面をなし

内外に拡張、下方は垂下気味。端部の面にはハケメ工具による簾状文ないし連続の押引があり、少し

波打つ。外面はナナメハケ後ヨコナデ、内面はヨコパケ後ヨコナデ。外面明赤褐色、内面暗灰色。長

石と雲母を含む。胎土は在地のものではなく搬入品であろう。確証はないが、瀬戸内系ではないか。

復元口径24cm、現存高3．1cm。以上のSE278では、弥生終末の在地系土器と畿内系の技法による在地系

の土器、瀬戸内系？の搬入品が共伴し、複雑な様相を見せる。時期は弥生終末でも古相、畿内の庄内

式初頭併行と考える。これらから、SE271とSE278の前後関係は、遺物からは前者が古いであろう。

（久住）

SE272（Fig．43）C区中央部南端に位置し、SDOOlの東肩で検出した井戸である。上面径は0．9×1・0

m、深さ2．0m、底径は0．7mである。弥生後期かそれ以降のものであろう。

SE273（Fig．45、PH．27、PL．39）　C区中央部南端の井戸が集中して分布する地域に位置している。

SDOOlの東肩で検出した井戸である。上面径は0・89×0．94m、深さ1．82m、底径0・62mを測る。ほぼ円

筒形の掘り方を呈する。遺物は底面から出土した。PH．27－I98は口径20．7cm、器高29．0cmの甕であ

る。199は袋状口縁壷で、口径7・1cm、外口径9．5cm、底径6．7cm、胴径12・5cm、器高21．9cmを測る。200

は口径19．8cm、底径7．5cm、器高11cmを測る鉢型土器である。20lはミニチュアの鉢である。口径は8．8
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Fig．46　SE274井戸実測図（l／60）

cmであるo　出土遺

物は弥生後期前半

に属するものであ

ろう。

SE274（Fig．

46、PH．28・29、PL．

39・40）　C区中央

部南端の井戸が集

中して分布する地

区の西側に位置す

る。SD001の溝底

から出土し上半部

は削平されている。

上面径は0．89×0．95m、深さ1・65m、底径

0・78mを測り、単純に窄まる小型の井戸であ

る。遺物は10個体分が底面からまとまって

出土した。PH．202－205は複合線壷である。

202は胴部突帯以上に丹塗りを施している。

口径23．8cm、外・口径27．7cm、底径8・5cm、胴

PH．28　SE274出土弥生土器
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径28・7cm、器高37・4を測る。頸部及び胴部やや下位に突帯を

巡らす。203は口径24．8cm、外口径27．1cm、底径8．2cm、胴径

28．9cm、器高40・2cmを測る。202に比べやや胴が長い。胴部や

や下位に刻目突帯を施す。204は口径22．2cm、外口径26cm、底

SE275

0　　　0．5　　1m

；　　i　一一＝－；

Fig．47　SE275井戸実測図tl／60）

径7cm、胴径27・1cm、器高36cmを測り、

胴部は丸味を持つ。突帯は施さない。

これらの壷の口縁端部はやや外方に引

き出されている。205は小型で口径13・5

cm、外口径15．6cm、胴径19・1cm、器高

23．5cmである。頸部及び胴部には突帯

を施さない。206～208は甕である。206

は口径14．5cm、底径4．2cm、器高14．8

cm、207は頸部が締まり胴が張った器形

で、口径は13・6cm、底径6cm、胴径25

cm、器高28．5cmを測る。208は口径14．4

cm、器高16．3cmを測る。これらの甕は

PH．29　SE274・275出土弥生土器　205～221：SE274　212．213：SE275
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SE276
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Fig．48　SE276・278～280

井戸実測図（1／60）

SE280　　　　　　SE279　　　　　　sE27

口縁部が短く外反し、小さ

な鹿部を有する。209－2日

は扁球形の胴部を持つ直言

ないし長頸の壷である。209

は長頸壷で、胴径13．9cm、

残高18・3cmを測る。210は直

言縁を持つ壷で、口径10cm、

底径4cm、胴径15cm、器高

14・7cm、2日はやや頸が細

く、言径7．8cm、底径3．5cm、

胴径13・2cm、器高13・8cmを

測る。SE274出土の土器群

は弥生後期後半代でも新し

い時期に位置づけられよう。

SE275（Fig．47、PH．29）

C区中央部南端の井戸が集

中する地区で検出した小型

で浅い井戸である。上面径

は1・02×1．04mのほぼ円形

を呈し、底径0・96m、深さ1・40mを測る。井戸内からは弥生後期終末に属する壷形土器が出土してい

る。PH・29－2L2は直言の小型壷である。口径7cm、胴形9cm、器高7cmで径1．5cmの小さな鹿部が付

く。213は胴部下位に最大径があり、急に窄まって不明瞭な小さい鹿部に移行する壷である。口径12．5
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PH．31SE282出土弥生土器

Fig．49　SE282井戸実測図（l／60）　cm、胴径17．9cm、器高18．0cmを測る。

SE276（Fig．48、PH．30）　C区中央部南端の井戸が集中する地区の東側で検出した井戸である。上

面径は1．50m、底径0．94m、深さ2．20mを測る。東南部には径0．3m程の窪みがあり、汲み出し口であ

ろう。PH．30－214は複合口縁壷である。口径20cm、外口径23．5cm、底径7cm、胴径25．7cm、器高37．6

cmを測る。頸部と胴部やや下位に突帯を巡らす。2－5は上層から出土した器台である。混入したもので

あろう。2－6は細頸壷である。言縁部は欠失しているが、胴部は扁球形を呈する。胴径17。m、残高10・6

cmを測る。2－7はジョッキ形土器である。井戸からの出土は珍らしい。言縁部と把手を欠失している。

底径9・5cm、残高6．3cmである。SE276は出土の遺物は弥生後期後半の新しい時期に相当しよう。

SE279（Fig・48）SE271・278とSE280の間に掘り込まれた奈良～平安前期の方形井戸である。遺構

確認時で大型の井戸と認識し掘り下げ

たところ4基の井戸の切り合いと判明

した。この井戸は下位で確認したもの

である。井筒には40×48cm、深さ24cm

の方形曲物を使用していた。井筒から

の遺物の出土はなかったが上部から須

恵器の大甕破片が出土している。

SE280（Fig．48、PH．32、PL．40）C

区中央部南端の井戸が集中している地

区からSE279と切り合って出土した。上

面径は1．05mのほぼ円形で、底径0・7

－68－
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㎡、深さ2．5mである。遺物は多くの木材と共に下部から出土した。PH．

32－222は丸底に近い小型の壷である。口径11・3cm、胴径13・9cm、器高11．8

cmを測る。223は口径15・5cm、胴径19．3cm、器高17・2cmを測る甕である。

ともに弥生後期終末に属するものであろう。

SE282（Fig．49、PH．31）　C区中央部南端の井戸が集中する地区で出

土した。上面径は1・54×1・60m、底径0．7m、深さ3．2mを測る。掘り方は

徐々に窄まりながら中位下部で径0．95m、下部は八女粘土に到達し、湧水

点で径2・15×2．45m大に大きく決れている。遺物は下部中位から出土し

た。PH・31－2I8・219は壷形土器である。2l8は胴径19．8cm、残高24・4

cm、219は残高16．1cmを測る。220・22－はミニチュアの鉢形土器である。

220は、口径9．2cm、底径4．5cm、器高8．7cm、22］は口径8．5cm、底径6cm、

PH．33　SE319出土弥生土器（l）
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PH．34　SE319出土弥生土器（2）
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PH．35　SE319出土弥生土器（3）

器高10・2cmを測る。これらの遺物は弥生後期中葉頃

のものであろうか。木製品では杓文字が出土してい

る。

SE319（Fig・50、PH．33－35、PL・40）C区中央部

南端のSD001西側で出土した井戸である。壁際にかか

っており上面径は0．85m以上になろう。確認した深さ

は2・7m、底径は0・55mである。掘り方は細く、下位

で八女粘土に達し、その部分が挟れて広くなってい

る。遺物は挟れて広くなった部分にギッシリ詰って

20個体近くが出土した。PH・33～35は出土した土器群

である。224－226、229－233は複合口縁壷である。

224は口径21・7cm、外口径24・2cm、底径9cm、胴径27．4

cm、器高36・7を測る。胴部は丸味を持ち頸部との境

に三角突帯を一条巡らす。胴部には突帯は施さない。225は胴部がやや長日で、頸部に三角突帯、胴部

やや下半に刻目突帯を施す。口径21．2cm、外口径24・3cm、底径10cm、胴径28．3cm、器高41．4cmを測る。

226は小型の複合口縁壷である。口径11cm、外口径12．7cm、底径6cm、胴径16．2cm、器高21・7cmを測

る。229は225と似た形態であるが言頸部の径がやや大きい。口径23・4cm、外口径26．3cm、底径8．5cm、

胴径25・1cm、器高36．5cmである。230は、言頸部が広く、胴部に丸味を持っている。頸部と胴部にやや

太目の突帯を巡らす。口径21．5cm、外・口径24cm、底径8cm、胴径26．8cm、器高33．4cmを測る。231は口

頸部が締まり、胴部が張った器形を有する中型の複合口縁壷である。口径は12．7cm、外・口径15cm、底

径9cm、胴径21．6cm、器高28．1cmを測る。頸部に三角突帯を一条巡らす。232は口径がやや大きくなり

球形の胴部を有する中型の壷である。外口径17・7cm、底径7．5cm、胴径20・1cm、器高25．3cmを測る。頸

部に三角突帯を一条巡らす。233は口綾部を欠失しているが複合口縁壷と考えられる。頸部に三角突帯
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PH．36　SE320出土弥生土器

SE321
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Fig．51SE320・321

井戸実測図（1／60）

を一条巡らし、胴部は張っている。底径6．2

c叩、胴径22．1cm、残高23cmを測る。227．228

は言綾部が短く外反し、胴が張った壷形土器である。227は口径14．1cm、底径5cm、胴径21．2cm、器高

18．1cmで、228は口径11・5cm、底径6cm、胴径20．5cm、器高18・2cmを測る。234・235は長頸壷である。

胴部は扁球形を呈するが、丸味が強い。234は口径9．3cm、底径5．5cm、胴径16・2cm、器高23．7cmを測

る。235は口頸部を欠失し胴部のみである。底径4cm、胴径16．3cm、残高10cmを測る。これらは小さい

ながらも平底の鹿部が残っている。236は長胴の壷であろう。口頸部がやや長く、胴も長日である。口

径14．7cm、底径7cm、胴径19．9cm、器高24・2cmである。237は頸部が締まり胴が張った壷形土器であ

る。口綾部は短く外反する。口径16．1cm、底径10cm、胴径29．7cm、器高33．3cmを測る。238は頸部が直

に立ち、胴部は上位で張りが強い壷形土器である。言縁部は打ち欠かれていて不明である。残高31．1

cm、胴径29．6cm、底径8cmを測る。239は甕形土器である。口径18cm、底径7cm、胴径24．2cm、器高24．2

cmを測る。SE319出土土器は弥生後期後半でも新しい時期に相当すると考えられる。

SE320（Fig．51、PH．36、PL・41）C区中央部南端に位置し、工事で削平されることになったので追

加調査したものである。

上面径は0．72×0．88m、

深さ1．88mを測る。下位で

八女粘土に到達しその部

分は径0．8m程に決れて崩

落している。鹿部は中央

が細く深くなっている。

PH．36－240は丹塗りの壷

である。言綾部は逆「L」

字状を呈し、頸部は締ま

り、胴部が大きく張った

器形を有する。頸部に一

条、胴部に一条の三角突

帯を施す。弥生中期後半

－72－
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のものであろう。

SE32一（Fig・51、PH・37、PL．41）C区東側南端部に位置し、工事によって削平されることになった

ので追加調査したものである。上部は大きくカットされ下半部だけしか残っていなかった。上面径は

0・73×0．78m、深さ0．92m、底径0．62mを測る。底面から2個体分の弥生中期末の土器が出土してい

る。PH．37－241は丹塗りの袋状言縁壷である。口縁部は欠失し、やや長日の頸部に扁球形の胴部を有

する。言縁下には一条の三角突帯が巡る。底径6cm、胴径18．7cm、残高24cmを測る。242は口綾部に焼

成前の穿孔を2孔施した壷形土器である。言綾部は破損して一部しか残存していない。底径7．1cm、胴

径20．3cm、器高20・3cmを測る。SE321は過去に一度調査された形跡があった。当初検出した時は灰色味

の強い締りのない土であったので新しい時期の撹乱と考えていた。しかし、確認面は現地表から2m近

く下がっていたので、単なる撹乱とは異なると思い掘り下げてみた。掘り方はしっかりしており井戸

に間違いないと推察された。途中近現代の染付磁器などが出土し、掘り下げを断念しようと思ってい

たところ、黒色土が現われ、上部をカットされた弥生土器が出土した。黒色土は掘り下げが及んでい

ない井戸の埋土である。この部分の調査は、福岡市では前例がないので、戦前の区画整理に伴う時の

調査ではなかろうか。土器の一部は九州大学に収蔵されているかも知れない。

IV　おわりに
／

比恵50次調査では各区合わせて347の遺構と3，000穴を越える柱大群が出土している。遺構は切り合

いが激しく、かつ削平されているので分りにくいものも多かった。井戸は40基、竪穴住居址は円形・

方形合わせて57軒、掘立柱建物は38棟、溝32条、土坑他180基である。弥生中期から中世、一部近世ま

で及んでいる。実際にはもっと多くの遺構が存在すると考えられ、掘立柱建物の数はさらに増加する

とみられる。

弥生時代では、竪穴住居址、掘立柱建物、井戸、土坑などが出土している。竪穴住居址は、円形、

楕円形、略長方形、方形などのプランが検出されている。円形を呈する竪穴の中に、特に大型のもの

が3基出土している。最も大きいSCl19は直径が12・5mもあった。上屋を支える主柱穴も二重に巡って

いる。他の大型竪穴であるSCl14・SCl09も主柱穴列が二重に巡る。3基の大型竪穴は共に中央土坑を

有している。これらはそれぞれに切り合い関係があり、出土遺物も時期差がある。最も古いものはSC114

である。これを切っているSC119が2番目に古く、SCl14を切ってやや楕円形状を呈する109が3番目

に古くなる。また、方形を呈する竪穴も1基存在する。SCl06は本来円形かやや楕円形を呈する竪穴が

建て替えられたものである。中央土坑があり遺物からみれば、これが一番新しい。

方形竪穴も含め、4基の大型竪穴は中期中葉から中期末・、後期初頭まで連続してつながっていること

が判明した。これらの大型竪穴は、規模から言っても、配置から言っても一般の住居とは考えにくい。
ノ

集団の共同利用施設か、あるいは住居とすれば集団のトソプの人の住居になるのではなかろうか。た

だし、それを裏付ける出土遺物は今のところ発見されていない。直径が11～12mクラスの円形竪穴は、

比恵遺跡群以外では、筑紫野市や小郡市、夜須町、甘木市などで出土している。ただ、直径12mをはる

かに越えるような円形竪穴の発見例は今のところ無い。竪穴状建物では、12mクラスが構造的に限界で

はないかと推測される。建築学的な検討も今後の重要な課題である。比恵遺跡群では、円形竪穴住居

址も概して大きいものが多い。

竪穴住居址の中では、中央部に地炉を持つタイプが注目される。楕円形、略長方形を呈するものが

多く、弥生中期後半から後期終末まで存在している。古いものは楕円形を呈するものが多く、時期が
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新しくなるにつれて略長方形から長方形に変化するようである。中央部には平面円形を呈する地炉が

あり、中央部は焼けて焼土が残っている。円形竪穴住居址は、中央部に土坑を有するものの、焼土は

殆ど発見されない。円形竪穴建物もしくは円形竪穴住居址と、地炉を持つ竪穴住居址とは何らかの密

接な関係があるのではなかろうか。

掘立柱建物で注目されるのは、SB250の大型掘立柱建物である。桁行が10mあり、大型の柱穴掘方に

大径の柱が使用されている。梁行1間、桁行3間で各柱間隔が広い。特別な建物であった可能性があ

る。また、弥生中期後半代を中心とする時期に、C区西側に集中して梁行1間、桁行1間、あるいは梁

行1間、桁行2間の掘立柱建物が集中して建てられている。倉庫群であろう。調査区全面に広がるの

ではなく範囲をある程度限定して建てられているようであり興味深い。

弥生時代の井戸からは、完形か完形に近い土器が100個体以上出土している。弥生中期後半から後期

終末までの時期を含んでいる。一括して10数個体以上出土した例もあり、各時期の土器の組み合わせ

や編年序列を検討する上で重要な資料である。後期の後半以降には畿内系や瀬戸内系の搬入土器も出

土しており、編年的な位置づけや他地域とのつながりを明らかにするための基礎資料となるものであ

る。

土坑は弥生中期前半から中葉にかけて袋状貯蔵穴が出現する。ただし数は多くない。中期未ではSK205

から丹塗りの祭祀土器がまとまって出土している。中には箇部に透しの入った箇形器台も出土してい

る。その他、土坑は各時期のものが多数検出されている。

古墳時代では、大きく分けて初頭と後期のものが出土している。古墳時代初頭では、古式土師器を

出土する竪穴住居址と井戸がある。比恵50次で検出した長方形もしくは方形の竪穴住居址の大部分は
ヽ

古式土師器の時期である。数は弥生期をはるかに凌ぐ。長方形プランを有し、主柱穴は2本でベッド

状遺構を持つ竪穴住居址もある。古式土師器を出土する竪穴住居址の多きと同様に井戸も多く出土し、

古式土師器がまとまって出土している。また、古式土師器を出土する溝がD区西側に2本並行して略南

北方向に延びている。溝からは古式土師器のセットが一括して出土しており、外来系の土器も含まれ

ている。この2本の溝は、間隔が6mである。比恵50次調査では、この溝の東側に集落が広がってい

る。近年、那珂・比恵遺跡では古式土師器を出す溝が明らかになりつつあり、今回出土した溝と一連

のものになるかも知れない。溝に挟ま／れた幅6mの空間地は道の可能性がある。この溝の方向を南に延

ばせば剣塚古墳の東を通って那珂八幡古墳の西側に至る。さらに南の那珂台地中央部へ続く可能性が

ある。那珂八幡古墳の成立と、那珂・比恵台地に広がる古式土師器を出土する集落とは密接な関係が

あるものと考えられる。

古墳時代後期には、梁行3間、桁行4間の掘立柱建物3棟と溝、竪穴住居址、井戸などが出土して

いる。掘立柱建物は総柱であり、倉庫建築であろう。3棟が略南北方向に並んでいる。建物の間隔か

らすれば棟を繋げた並び倉であろう。6世紀後半代の新しい時期であろうか。那珂・比恵遺跡では、

6世紀から7世紀にかけて比恵7・8・13・39次、那珂23次などで大規模な掘立柱建物群が出土し、

「那津官家」との関係が注目されている。那珂・比恵遺跡にはまだ同様の倉庫群が点々と所有すると

考えられ、これらの総体が「那津宮家」と称されるものに相当するかも知れない。建物群は那珂遺跡

のものより比恵遺跡の方が一時期古いので、比恵から那珂へと移動し、奈良時代に現在の三宅へさら

に移動し整備されたのではなかろうか。ただし、三宅の発掘調査は一部分のみであり具体的な倉庫群

の遺構が出土している訳ではない。これはあくまでも推測の城を出ないものである。

以上、思いつくまま羅列したが、比恵50次調査の遺物は整理途中での概要報告であり、未報告資料

が多量にある。機会があれば、少しづつでも追加報告ができればと念じている。
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比恵遺跡群第53次調査



Ⅰ　はじめに

1　調査に至る経過

1993（平成5）年12月18目付で、東京都港区三田一丁目2番16号－903の株式会社シェル．エンター

プライズから、博多区博多駅南六丁目7番27号における事務所ビル建設に伴う埋蔵文化財の事前調査

願が市教育委員会埋蔵文化財課に提出されたo埋蔵文化財課では、比恵遺跡群の範囲内であり、これ

まで東側及び南側、道路をはさんだ西側の隣接地で埋蔵文化財の本調査を実施していることから、埋

蔵文化財の包蔵される可能性が非常に高いと判断した。隣接地では、弥生時代から古墳時代、古代・

中世と良好な遺構・遺物群が検出されており、遺構の連続性が容易に推測できた。そこで、1994（平

成6）年2月8日に試掘を実施したところ、鳥栖ローム面で柱穴が確認され、弥生キ器・土師器を含

む包含層が残っていたことから、周辺調査の成果も考慮に入れると、弥生時代～古墳時代の環濠．竪

穴住居址などが存在すると判断された。そこで、関係者と遺跡の取り扱について協議を重ね、建物の

建設によって破壊される遺構について本調査を実施することになった。本調査は株式会社シェルエン

タープライズの受託調査として1994年5月24日から着手した。

2　調査の組織

調査の組織は以下の通りである。

調査委託：株式会社　シェルエンタープライズ　代表取締役社長　貝島義雄

調査受託：福岡市　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡市長　桑原敬一

調査主体：福岡市教育委員会　教育長　尾花　剛

調査総括：埋蔵文化財課長　折尾　学　埋蔵文化財第2係長　山崎純男

調査庶務：埋蔵文化財第1係長　横山邦継　吉田麻由美

調査担当：山口譲治　菅波正人（試掘調査）　埋蔵文化財第2係　下村　智（本調査）

調査員：上方高弘　茨木浩一　吉田香代

調査作業：上野龍雄、梅木繁良、江嶋光子、黒瀬千鶴、志堂寺　堂、高野瑛子、武田潤子、立水

清、谷　英二、大長正弘、徳永螢彦、徳永静雄、永松伊都子、永松下ミ子、野口ミヨ、

西本スミ、日尾野典子、広田安平、松井一美、森山恭助、森山タツエ、山下智子、山本

后代、吉住作美、村山市次、本村久利

II　調査の記録

概要

比恵第53次調査では、調査対象面積1，400m2の内1，095m2を調査した。調査区の中央部は1段低くな

り浅い谷状地形が延びてきている。この部分には主に溝、土坑、井戸などが集中して検出された。弥

生時代中期から中世に亘る時期のものである。東側と西側は鳥栖ロームの台地面が広がり1段高くな

る。東側の第9・10次調査に続く台地部には、弥生時代から古墳時代にかけての竪穴住居址、掘立柱

建物、細い溝、柱穴群が検出された。西側はさらに高くなり、東側と同様に、弥生時代から古墳時代
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にかけての竪穴住居址、掘立柱建物、井戸、細い溝、柱穴群などが密集して出土している。また、中

世の遺構も存在し、井戸や柱大群などが確認されている。井戸からは後で報告するが火鐙臼が出土し

ている。台地部の遺構は、旧鉄工所の建物や植木畑の植栽で上面がかなり削平を受けている。竪穴住

居址の壁面の残りは良くなく、壁溝などでかろうじて竪穴住居址と確認されるものがあった。柱大群

の密集した切り合いからすると、かなり多くの竪穴住居址が削平された可能性がある。柱穴の多くは、

また、嘩立柱建物群の柱穴とも考えられるが、柱の並びから掘立柱建物として復元し得たのは数棟に

すぎなかった。未調査区の中で、道路に画した周縁は重機で深く掘り返えされていて、遺構は殆ど残

っていなかった。中央部南側の未調査区は今回建物建築によって破壊される範囲内には入っていなか

ったので調査は実施していない。弥生中期後半代の溝の延長がこの下に埋まっており、第15次調査の

遺物を多量に含む溝に連続するものと考えられる。

1　竪穴住居址

竪穴住居址は全部で5軒出土している。

SC24（Fig・2・13、PL．50）　調査区東南部で出土した長さ5．4m、幅3・5m前後の長方形を呈する竪

穴住居址である。削平が激しく殆ど床面部分だけしか残っていなかった。主柱は2本柱と考えられる

l

〆 、

′ l

／　 Ⅰ
l

．0　　　　　 1P　　 、　　 2Pm
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

Fig－1 比恵53次調査区範囲図 （1／400）
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が、他の遺構との切り合いが多く明確にし得なかった。出土遺物は、弥生中期後半の甕、後期後半の

タタキ痕のある器台片、胴部に幅広の低い突帯を貼り付け刻み目を入れる甕片、古式土師器の庄内甕、

高塀、青銅鋤先、須恵器IIb、IVaの杯蓋などがある。弥生土器は古い時期のものが混入したものであ

ろう。また、2片の須恵器は柱穴などの切り合いが多く、これも混入したものであろう。切り合った

柱穴は6世紀初めと6世紀末のものが存在すると推察される。床面から出土した遺物は古式土師器で

ある。上層からは青銅製鋤先も出土している。

Fig．13－20は庄内甕である。復元口径18．5cmをはかる。胴部は肩がやや張るものになると推定され、

口綾部は薄く丁寧で、強く外反して微妙に屈曲し、端部は若干つまみ上げる。外面調整は胴部が水平

に近い左上の連続タタキであるが、言縁部もタタキ整形された後にヨコナデを施す。内面は、頸部の

下方肩部まで、押捺及びナデでヘラケズリを省略するが薄く、さらに肩部以下は丁寧にヘラケズリを

施す。言綾部はヨコパケ後ヨコナデか（磨滅して不明確）。色は橙色、胎土は精選された土に石英・花

尚岩とわずかに雲母を含む。大和における纏向2式前半の資料に酷似するが、胎土が若干異なり、灰

白色の胎土を精選する以前の、比恵遺跡における最古の庄内甕の可能性がある。2lは畿内系の高塀で
lぐ

ある。口径21．6cm、高さ15．1cm、脚部径14・7cmをはかる。脚部・柱状部一杯部の各間の屈曲は比較的

はっきりしている。杯鹿部から口縁部への移行部はあいまいであるが一部に微妙な段を有する口縁端

部は面取り後ヨコナデで丸くなるが、一部に沈線状の凹みがある。柱状部は直立する。外面調整は脚

部タテハケ、柱状部タテのヘラナデ、杯部は磨滅して不明だがナデ後一部ミガキか。内面は脚部止続

ヨコパケから上部はナデ、柱状部はシポリ後ナデ、杯部は磨滅しているが、タテヘラミガキか。柱状

部上部は軸穴状になっている。色はにぷい黄橙色、胎土は2mm前後の石英・花崗岩をやや多く含む。

以上のようにSC24の土器は畿内の庄内式中頃（纏向2式）に併行するであろう。（久住）

SC24

0　　　　　　　1　　　　　　　2m

L．．　　　　5．　　　　－－」

Fig．2　SC24遺構実測図（l／60）
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SC51

0　　　　　　1　　　　　　2m

⊆－－一一．5　　　　　　i

Fig・3　SC47．51遺構実測図（1／60）
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Fig．26－日目は青銅鋤先の

破片である。残高3・0cm、残幅

2．4cm、残厚1．3cm、器壁厚3．5

mmを測る。全体に鋳化して器

面が粗く剥げ落ちている。両

面には土が鋳着しており細か

いことを観察することができ

ない。古式土師器に共伴する

かあるいはそれ以前の時期に

属するものであろう。

SC47（Fig．3、PL．51）

調査区西側ほぼ中央部に位

置し、長さ4．2m、幅3．5mを測

るやや東西に長い長方形気味

の竪穴住居址である。壁の深

さは10～15cm程度残存してい

るに過ぎなく大部分は削平さ

れている。主柱は4本柱で北

側にカマドを付設する。カマ

ドの粘土は広く流れており、

基鹿部のみが残っていた。主

柱穴は径50cm前後で、柱間隔

は東西方向が2．25－2・3m、南

北方向が1．7mである。

出土遺物は、須恵器埠身・

蓋．甕、土師器甕などが出土

している。埠身はIIIa．111b・

IVa、蓋はやや古く、IIa、II

bとIVが存在する。埠身の鹿部

には「＋」「ハ」などのヘラ記

号がある。新しい遺物からみ

れば6世紀後半から末に属す

る時期のものであろう。

SC5I（Fig．3、PL．51）

調査区西側中央部で出土し

た方形を呈する竪穴住居址で

ある。削平が激しく壁高は10

cm未満である。一部に壁溝が

巡・る。プランは長さ4．2m、幅

3．5mを測る。殆ど床面だけし
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か残っていなかったのでカマドは確認でき

なかった。主柱は4本で、主柱穴は径30－40

cm、深さ56～57cmである。主柱穴の間隔は、

東西方向が2．1m、南北方向が1．75mであ
＼

る。多くの柱大群が切り合うため、遺物も

混りが多い。遺物は古式土師器の甕、高年、

丸底壷から、須恵器杯身・甕・壷、土師器

の甕などが出土している。須恵器の杯身は

小破片であるが須恵IVの時期のものであろ

う。土師器甕の中には胴部最上部に径1．2cm

の竹管文を二個一対で施文する破片も出土

している。SC51は切り合いが激しく出土遺

物の大きなものはみられないが、須恵器の

時期からみれば、6世紀後半から未に属す

るものであろう。

SC52（Fig・5、PL・52）調査区西側やや

北寄りで検出されたもので、かなり削平さ

れており、全体のブランは明確でない。長

さ、幅とも3・2mをやや越える規模になると

考えられる。方形でやや小型の住居址であ

る。主柱は4本柱と考えられるが、柱穴は

切り合いが多く4個とも特定はできなかっ

た。柱間隔は東西方向が1．5m、南北方向が

1．8mになるとみられる。出土遺物は弥生後

期の壷・甕片に混じって須恵器の杯蓋片が

出土している°　6世紀後半代のものであろ

うか。住居址内からはカマドの痕跡は確認

していない。

SC59（Fig・5、PL・52）調査区西側の北

端部で検出された小型の竪穴である。かな

り削平されており壁高は10cm未満である。

他の柱穴群との切り合いも激しい。規模は

東西が2．5m、南北方向は2mまで確認でき

るが、北側は撹乱によって破壊されている

ので全体の様子は分らない。長方形か方形

を呈するものとみられる。主柱は明確に判

断できなかった。出土遺物は弥生土器、土

師器片などがあるが時期を特定できる遺物

は殆ど見当らない。新しい時期の遺物から

古墳時代後期のものと考えておきたい。
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Fig．5　SC52・59　　　　　　　　　　　2m

遺構実測図（1／60）　　　』　　　よ
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2　掘立柱建物

掘立柱建物は5棟確認している。柱穴の数は800近くあり、中には掘り方の立派な柱穴も数多く存在

するので、まだ他に建物の復元は可能であろう。ただ、切り合いが激しく、柱穴群は未調査区へも広

がっているため建物の復元を困難にしている。また、径があまり大きくなく深い柱穴は、弥生時代か

ら古墳時代の削平された竪穴住居址の主柱穴群に相当するものがあるかも知れない。今回検出した柱

穴群には埋土にいくつかの違いがみられた。黒色を呈するもの、やや褐味を帯びた黒褐色を呈するも

の、灰味を帯びた灰黒褐色を呈するもの、うすい灰褐色を呈するものなどである。うすい灰褐色を呈

するものは径が小さく、中世に属するものであろう°それ以外は弥生時代から古墳時代、古代にかけ

てのものであろう。黒色味の強い埋土に古い時期のものが多い。
．h

SB44（Fig．6・26、PL．53）調査区東側南寄りで出土した梁行1間、桁行2間の掘立柱建物であ

る。略南北棟で、梁行2・6m、桁行4・1mを測る。桁行側の柱間隔は2・05mである。柱穴の掘り方は一辺

が0．6m前後の方形を呈し、掘り込みの深さは確認面から0．5－0．6mの深さである。柱痕は確認できな

かった。遺物は各柱穴から弥生中期後半～末の甕や壷．丹塗り高塀などが出土し、上部には切り合い

や撹乱によってそれよりも新しい遺物が混入していた。Fig・26ー99はSP103から出土した砥石である。

残長6．2cm、残存幅4．1cm、残存厚1・0cmで、青灰色を呈する頁岩製である。砥面には擦痕が残り、左側

面の一部に敲打痕がみられる。下面は剥落している。柱穴の埋土は黒色を呈し、中位から下半部にか

けて出土する遺物は全て弥生中期後半から末にかけてのものであるので、建物の時期も弥生時代の中

期未と考えて差しつかえなかろう。

SB45（Fig．6・26、PL．53）SB44に一部切られてほぼ同じ位置から検出された梁行1間、桁行2

間の掘立柱建物である。やはり略南北棟で、梁行2・5m、桁行4・1mを測る。桁行側の柱間隔は2．05m前

後である。柱穴の掘り方は一辺が0・5－0・6m前後の方形を呈し、掘り込みの深さは確認面から0．4m前

後の深さである。柱痕は判然としなかった。遺物は各柱穴から弥生中期後半から末の甕・高塀．丹塗

り甕・丹塗り高杯、SP168からは「T」字状口縁を有する甕棺の口縁部片などが出土している。上層部

の切り合いや撹乱がある部分からは時期的に新しい遺物も出土している。SP168から170の柱穴確認の

際、鋳造鉄斧が出土している。Fig．26－一00は、残存長5．0cm、幅3・9cm、厚さ2・3cmを測る鋳造鉄斧の下

半部である。厚く鉄鋸に巻かれており、実際の大きさは実測できない。錬落しもしていないので詳細

は分からない。破断面による推定では身幅3．3cm、厚さ1．4cm、身の厚さ0．4－0．5cmになるものとみら

れる。SB45は柱穴埋土が黒色で、弥生中期後半代の遺物を多く含むことから、時期的にも弥生中期後

半から未に属すると考えられる。SB44よりもやや古いとみられ、規模はSB44、45とも全く同一である

ことから、SB44はSB45の建て替えであるとみられる。

SB62（Fig．7・8・23、PL．54）調査区西側南寄りで出土した梁行1間、桁行2間の掘立柱建物で

ある。東西棟で、梁行2．8m、桁行4．0mを測る。桁行側の柱間隔は2．0mである。柱穴の内、東南隅の

柱穴は末調査区へかかっており確認することができなかった。柱穴の掘り方は一辺が0．7－0．8m前後の

略方形を呈し、掘り込みの深さは確認面から0．5－0・6m前後である。柱痕はSP763だけ確認でき、径16

cmを測る。SP763の柱穴は南北に長く、段掘りになっている。遺物は各柱穴から弥生中期後半代から末

の甕、丹塗り甕．壷．無頸壷、器台、支脚などが出土している。上部には一部後期の甕片、古式土師

器片がみられた。SP194にはまとまって遺物が出土している。

Fig・23ー7日まSB62のSP194よりの出土。器台ないし支脚。高さ11．1cm。器壁は厚く・外面の調整は

汚ないナデである。内面はシポリか。外面に二次焼成と見られる赤変部多くあり。橙色ないし明赤橙
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Fig．6　SB44・45遺構実測図（l／60）
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Fig・7　SB62・64遺構実測図（l／60）
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SB65

Fig・8　SB65・SP194（SB62）遺構実測図（1／60）

色。石英・長石をやや多く含む。今回調査のSD10より類品が多く出土

し、中期後半から未か。（久住）

SB62の柱穴は割と大型で、同様な柱穴群は南側隣接地の調査区でも確

認されている。埋土は黒色土で、出土遺物から、建物は弥生中期後半～末

の時期に属すると考えられる。弥生時代の掘立柱建物は大型で方形基調

の柱穴をもつものが多く、方向も東西か南北方向をとるものが多い。

二三l
H＝6・80m

一戦．鍵つ
ヽ表も

SB62　SP194

0　　　　　　1　　　　　　2m

L二二一一一吉　　　　l　　　一二二＝∃

SB64（Fig・7、PL．54）調査区西側北寄りで検出した梁行1間、桁行

2間の掘立柱建物である。略東西棟で、梁行2・8m、桁行4．4mを測る。桁行側の柱間隔は南側が2．2

m、北側はややズレて1・9mと2．5mである。柱穴の掘り方は0・5m前後の略方形で、掘り込みの深さは

確認面から0・5m前後である。柱痕はSP421だけ確認することができ、径17cmを測る。各柱穴からの出

土遺物は、弥生中期後半から末に属する甕、丹塗りの甕・壷・鉢と弥生後期の甕、土師器の甕、丸底

壷、須恵器の杯身IIIa、杯蓋IIbなどがある。建物の柱間隔は長く、柱穴は方形基調であり、埋土も黒

色土であるので、時期は弥生中期未と考えている。弥生後期以降の遺物は、柱穴群の切り合いを見落

して混入したものか調査エラーによるものであろう。

SB65（Fig・8）　調査区西側北寄りで検出した掘立柱建物で、梁行は1間以上、桁行は2間以上に

なるものとみられる。東側は段落ち、西側及び北側は削平されていて、全体の様子は分からない。主

軸は略東西方向をとり、梁行側の柱間隔は2．6m、桁行側の柱間隔は2．4mである。柱穴の掘り方は方形

を意識しつつも楕円形状を呈するものがあり、径は0．5－0．7m前後である。各柱穴からの出土遺物は、

弥生中期後半から未にかけての甕、丹塗りの甕、支脚などである。それよりも新しい遺物も若干混入

する。柱穴の切り合いが多いため見落したのかも知れない。柱穴の埋土は黒色であり、柱間隔も長い

ことから弥生中期未の時期を考えておきたい。

その他、明らかに古墳時代の遺物を出土する柱穴や、中世に属する柱穴も存在するが建物としてま

－83－



とめることができなかった。本来は掘立柱建物が数多く存在したものと推測される。

3　井戸

調査区内から8基の井戸が出土した。主に中央部の一段低い地域に分布しているが、西側の台地部

にも3基存在する。中央部に位置するものは概して浅いものが多い。

SEO6（Fig．9・13、PL・55・69）調査区中央部東寄りのSDOlを切って掘り込まれた井戸である。

長径2．04m、短径1．70mの楕円形を呈し、深さ1．46mである。検出面下0・5mで八女粘土に達し湧水が

認められる。0・9m下がると灰緑色を呈した凝灰岩の風化砂層に達する。遺物は、弥生土器片、古式土

師器、髄把手、須恵器埠身（ⅠかII）．甕．高塀、土師器椀などが出土している。

Fig13－19は土師器椀である。平底に近い丸底で、ロ縁の端部は丸くおさめる。口径14．9cmである。

外面はパケ後ナデ、内面はヘラミガキ、口綾部はヨコナデである。灰白色から褐灰色を呈し、胎土は

精選され、砂粒は花尚岩・雲母をわずかに含む。22は形態的には6世紀代の甕にも一見似るが、内面

／がケズリではなく板ナデ後ナデであり、外面に右上りのタタキの押圧と推定される凹凸が看取される

ことから、外反し端部をややすぼめる口綾部の特徴も考え、畿内伝統的Ⅴ様式系甕の変容と考える。

外面は胴部タテパケ、口綾部はナデである。色は浅黄橙色、胎土はやや粗いが砂粒をあまり含まない。

SE06は土師器の丸底埠が完形で出土しており、11世紀代に属するものであろう。（久住）

SEl4（Fig．9・18）調査区北東隅に位置し、一部分しか掘り下げることができなかった。推定上面

径は2．2m、深さは確認面から0．95mまでしか掘り下げていない。遺物は、縦耳のついた滑石製石鍋、

玉縁口縁の白磁碗片、瓦器椀、須恵器埠．壷・高塀、土師器の髄、カマド、弥生土器片などが出土。

Fig．18－39は瓦器椀で、脚部が剥落している。言径16．5cm、現存高5・2cm。口縁端部は丸くおさめ

る。外面はナデ後ミガキ、鹿部付近はケズリ痕。内面は顕著なヘラミガキ。内外の炭素吸着は不十分

で、内面の8割程度が黒色化している。外面中位は沈線風に凹む部分あり°11世紀頃の瓦器椀か。（久

住）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

SE21（Fig・9、PL．59）調査区中央部に位置する浅い井戸である。上面径は1．55×1．40m・深さは

1．1mである。調査面下0・4mで黄白色の八女粘土に達する。井戸内からは長さ0・7mの棒材と須恵器

杯、土師器の二重言縁壷・高年、弥生の甕片などが出土している。6世紀代のものであろうか。

SE27（Fig．9－11、PL．56．69・70）調査区中央部北寄りに位置し、SD15に切られている。上面

径はSD15によって削平されているので楕円形状を呈し、長径2．0m、短径1．5mとなっている。調査面

下0．7mで八女粘土の層になり、－1・6mで底に達する。遺物は割とまとまって出土している。出土層位

も中層のグループと下層のグループに分かれている。

Fig．10－日ま在地系の大形甕である。口径27・9cm・高さ41・2cmをはかる。口綾部は外方に直立し・端

部は面取りを施す。頸部には断面三角形の突帯を巡らし、刻み目を施す。頸部内面の稜はかなり甘い。

鹿部は丸底を呈する。外面調整は、胴部粗いタタキの後タテハケメ、口縁部はタテハケ後ヨコナデで

ある。ハヶ条痕には疎密2種ある。胴部内面はナナメパケ、、口縁部は断続的なヨコハケである。色は

浅黄橙色から灰白色、胎土は1－3mmの石英・長石を多く含み、雲母がわずかにある。5は在地系の

やや小形の甕である。口綾部を欠損し、残存高は19・4cmである。鹿部は厚く、丸底に近いレンズ底で

ある。外面調整は、やや右上がりのタタキの後、上半部は水平のタタキを施し、さらに全体にタテパ

ケを施す。内面調整は、鹿部は強いナデ、中位はパケメ後粗いケズリ、肩部はナデである。外面には

煤が付着する。色は淡橙色、胎土は1mm前後の長石．石英を含む。2は布留系の甕である。口径16・4

cm、高さ24cmをはかる。丸底倒卵形の胴部に、やや内湾しながら外方に立ち上がる口縁部が付く。胴
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部上半はなで肩を呈する。口縁部は薄く丁寧に作られ、庄内甕のなごりを残す。口綾部は内外とも阿

恵的なヨコナデを施す。胴部外面は、タテハケの後上半に粗いナナメハケ、さらに中位にヨコパケを

施す。胴部内面は、鹿部から中位にかけて押捺痕があり、ヘラケズリで仕上げられる。頸部内面の屈

曲は甘く、ケズリはこれよりやや下までである。なお中位以下はケズリ後ナデか。また器壁は3mm前

後である。色は浅黄橙色、胎土は細かい土に1mm前後の長石粒等が少量含まれる。3は外反して単純

にすぼまる口縁部の形状と調整から、畿内伝統的Ⅴ様式系甕が変容した甕と考える。胴部は球形に近

く、鹿部は丸底に近いと推定される°外面調整は、胴部タテパケ又はナナメハケの後断続的なヨコパ

ケで、口綾部は雑なヨコナデである。内面は、胴部は粗いヘラケズリ、言綾部はヨコパケである。色

は淡橙色で、胎土は、1－2mmの長石・石英をやや多く含む。口径14cm、現存高（鹿部欠損）21cmで

ある。4も同様にⅤ様式系甕の変容である。口径14cm、高さ16．1cmをはかる。口縁は外反し、端部は

丸くおさめる。鹿部は本来輪台充填のものである可能性がある。胴部外面は粗いタテのケズリ、口縁

部は内外とも断続的なヨコナデ、胴部内面は粗いヘラケズリ、一部ナデである。色は橙灰色、胎土は

2mm前後の石英．花崗岩をやや多く含む。3・4とも内面ケズリだが、あまり薄くなっていない。6・

了は畿内系の壷である。鹿部はいずれもレンズ底風だが、在地の鹿部ではなく、突出する輪台充填鹿

部の変容である。6は口径12．3cm、／高さ21・1cmをはかる。胴部外面は、下方1／3の逆円錐台部にや

や右上のタタキ痕跡があり、後パケ、さらにケズリに近いナデを施す。これより上はタテパケ後一部

ナナメパケ、さらに一部は粗いミガキを施す。右上のタタキ痕もある。口綾部の外面はタテパケ後や

や雑なヨコナデ、内面は断続的なヨコナデである。胴部内面は、逆円錐台部がミガキ、これより上は

ヨコパケ後ナデ、さらに一部にミガキを施す。肩部内面には巻上げと見られる接合痕が残る。色は淡

橙色、胎土は1～3mmの石英．長石を少量含む。7は口径13cm、高さ21．5cmである。6に比べ口縁は

直立し、胴部の肩が張る。胴部外面は、タテハケ後ヨコのナデ、下半から鹿部はケズリ気味のナデで

ある。口綾部外面は頸部にかけて丁寧なヨコナデ、内面はヨコパケ後軽いヨコナデである。胴部内面

はタテパケ後ナデを一部施し、さらにヘラミガキが若干かかる。鹿部内面は断続的なヨコハケ後左上

パケだが、これは廉状パケメの崩れたものであろう。色は橙白色、胎土は細かい土に、長石．花尚岩

の粗砂をやや多く含む。8は二重口縁壷だが、鹿部は在地のレンズ底に近い丸底である。器壁がかな

り厚い。口径11．1cm、高さ16．1cmである。外面調整は、胴部は細かいハケメの後ナデ、頸部はヨコナ

デ、口縁部は擦痕を伴う断続的だが丁寧なヨコナデ、内面調整は、鹿部はヨコハケと左上ハケを交互

に、胴部はやや左上のハケを丁寧に施し、頸部はヨコハケ後ナデ、口縁は擦痕を伴う連続的なヨコナ

デである。口縁端部は丸くおさめる。色は灰白色、胎土は細かい土に1～5mmの花崗岩．石英をやや

多く含む。なお5－8は下層からの一括出土で、他の個体群より様式的にやや古い様相を示す。Fig．11－

9は壷であるが、在地系とも外来系ともつかない。ほぼ球形の胴部に、やや外反して立ち上がる口縁

部が付く。端部は丁寧にすぼめ丸める。口径16．7cm、高さ26．7cmである。外面調整は、胴部の下半は

タテハケ、、中位～肩部はタテパケ後左上パケを施し、さらに粗いへラミガキを若干施す。言縁部はタ

テパケ後ナデ若干、ミガキが少しかかる。内面調整は、胴部は全体的にナデ仕上げ、鹿部はしぼり痕

があり、口縁は断続的なやや左上のハケである。色は淡橙色、胎土は精遺され、石英等をわずかに含

む。－0は畿内系の壷であるが、二重言緑壷になる可能性が高い。現存高は25．2cmである。胴部は球形

に近く、鹿部は平底のなごりのある丸底だが、在地系ではなく輪台充填の鹿部の変容であろう。外面

調整は、胴部の下半はハケメ、中位から頸部直下まで右上の連続タタキで一部タテパケ、頸部はヨコ

ナデである。内面は、下半は押捺痕があり、タテハケ後？ナデ、中位より上は左上パケ後ナデ、頸部

は磨滅し不明である。色は浅黄橙色、内面は褐灰色を呈し、胎土は2mm前後の長石・石英を多く含む。
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Fig．10　SE27出土遺物実測図（I）（1／4）
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口は山陰系の二重口縁の壷である。口径17．8cm、現存高12．4cmをはかる。胴部はなで肩気味で、頸部

への屈曲は甘く、直立しない。一次口縁と二次言縁の端部はともにシャープに外方に拡張する。外面

調整は、胴部はタテハケ後に中位断続ヨコパケ、肩部は回転的なヨコハケ、頸部の下半はタテハケ、

上半は阿恵的なヨコナデ、口縁部は内外とも阿恵的なヨコナデ、内面は、胴部はストロークの長い粗

いケズリ後に丁寧なヘラケズリ、頸部は強いナデである。色調は淡橙色から灰白色で、胎土は石英お

よび長石叉は琉紋岩およびわずかな雲母を含む。山陰地方からの搬入品と推定される。l2は畿内系の

二重言縁壷である。胴部と頸部の屈曲はlはりは明確で、一次言縁は水平で中位が下方にややふくら

み、二次口縁は外反し、端部はすぼめ丸める。外・面は胴部はタテハケ後一部ヨコパケ（タタキ痕あ

り）、頸部から一次口縁下方はナナメパケ、言綾部はナナメパケ後雑なヨコナデ、内面は胴部はナデ、

頸部はヨコパケ、口綾部は断続的なヨコパケで端部はヨコナデを施す。淡橙色から灰白色で、胎土は

比較的精良で石英少し雲母をわずか含む。口径19．9cm、現存高13．6cmである。一3上は畿内系高年であ

る。復元口径22．9cmである。杯鹿部から口縁の間に若干の稜が入り、口縁は外反し績部はすぼめ丸め

る。調整は磨滅し不明確だが、外面はタテハケ後へラミガキか。橙色を呈し、胎土は緻密だが1－3

mmの石英・花崗岩をやや多く含む。l3下も畿内系高塀で、－3上より精巧な作りである。現存高は9．7

cm、脚部径は14．4cmである。脚部・柱状部・埠部の各間の屈曲は比較的はっきりしている。全体的に

磨滅し調整は不明瞭だが、外面は脚部は不明、柱状部はタテのヘラナデ後ヨコミガキ？、杯鹿部はケ

ズリ後ヨコの細かいミガキと思われ、内面は脚部ヨコハケ後ヨコナデ、柱状部はシポリ後ナデ、杯鹿

部はヘラミガキか。柱状部内面上部は針穴状になっている。脚部に4方向の穿孔がある。色は淡橙色

を呈し、胎土は緻密精良で石英を少量含む。14は在地系の器台である。口縁部は袋状となり、上部は

平坦になっている。煤の付着と二次焼成が認められ、支脚として使用か。外面は台部はタテのタタキ

後左上の連続タタキ、屈曲部から受部はタタキ後ナデを施し、タタキは粗い。内面は、台部下半はヨ

コパケ、上半から屈曲部はシポリ及びナデ、口綾部は止続するヨコパケ、端部はナデである。色は褐

灰色から灰色を呈し、胎土は粗く、花崗岩・長石・石英の粗粒を多く含・む。5～8とともに下層の出

土である。－5とほほともに庄内甕である。左上がりの連続タタキは大和型甕と同技法だが、タタキ条

痕はcmあたり、15は6－7条、16は5条とやや細かい傾向にあり、色調は灰白色で、胎土は花崗岩・

長石．石英の小粒を少しと雲母をわずかに含む在地のものと考える。ともに破片のため径の復元はや

や無理な推定である。－5のタタキは水平に近く、内面は頸部下方数cmは押捺のままでケズリを省略し

器壁は厚い。断面の芯が黒く焼成される。l6の内面は丁寧なヘラケズリである。以上述べてきたSE27

出土土器は、一部に在地系を含み（l・5・8・9？・14）、外来系が比較的多い資料であるが、外来

系でも器壁がやや厚く、調整など全体的に野放ったい印象を受けるもの（3・4・6・7・－0・－2）

と、より精巧なもの（2．13．ほ・16）の二者があり、この両者はともに畿内系であるが、前者は伝

統的第Ⅴ様式系の、後者は庄内－布留式系の製作範型にそれぞれ対応する。さらに口の山陰系の搬入

品も特筆される。これらの時期は5～8・－4の下層資料は庄内式のやや新しい段階に、他は布留0式

に併行し、全体として在地の土器編年では西新町式に対応する（－の大形甕を参照）であろう。（久住）

SE30（Fig．12・13、PL・57．70）　調査区中央部南寄りで検出した小型の井戸である。上面径は0．85

m、深さ1．27m、底径0．34mである。確認面下－0．35mで黄白色の八女粘土に達する。井戸内からは布

留系の甕が2個体出土している。

Fig・13－17は布留系の甕である。口径14．9cm、高さ20．2cmをはかる。胴部は球形に近い倒卵形で、鹿

部は丸底、口縁部は直線的に外方にのびるが比較的短い。言縁端部は上方にややはね上げられ外方に

斜めの面取りを施すがヨコナデによりやや丸くなる。外面調整は鹿部から胴部中位にかけてタテハケ、
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肩部は右上のパケメの後阿恵的なヨコパケ及び頸部にかけてヨコのスリナデを行う。口縁部は内外と

もに丁寧な阿恵ヨコナデである。内面は、胴部下半はタテのヘラケズリ、中位に押捺痕があるがこれ

より上は右上のケズリを頸部直下まで施す。上半のケズリはやや不徹底で器壁が薄くなっていない。

色は浅黄橙色から淡黄色で、胎土は1mm未満の赤色長石（やや多）、白色長石、石英及びわずかな雲母・

角閃石を含む。胎土より、比恵遺跡周辺製作ではをく、北部九州内の別地域からの搬入品であろう。

－8も布留系の甕だが、口縁・胴部とも薄く精巧である。口縁部は外反し微妙に屈曲し、端部は外へや

やつまみながらすぼめて終わり、庄内甕の言縁の－類型に近い。外面は、胴部タテパケ後肩部に丁寧

な回転ヨコパケ、頸部から言縁部は阿恵ヨコナデを施す。内面胴部は丁寧なヘラケズリで、頸部まで

シャープに入る。言綾部は丁寧なヨコナデである。言縁部の内外のヨコナデは強い擦痕を有する。色

は灰白色又は明褐灰色で、胎土は赦密で1mm位の長石・雲母を含む。口径14．4。㎡、現存高16．3cmであ

るo SE30の土器は、甕の型式学的な位置より、SE27とほぼ同じの布留0式併行であるOなお、18は搬

入品ではなく比恵遺跡周辺の製作であろう。（久住）

SE46（Fig．12・18・25、PL・58・70）調査区西側南寄りで出土した中世の井戸である。上面掘方径

は2．18×1．85mで、すぼまりながら深さ2・2mで鹿部に達する。底径は0．55mである。井戸の掘り方は

那珂・比恵遺跡群でみられる古代から中世にかけての掘り方と通有のものである。八女粘土は底面で

確認され、かろうじて湧水層まで掘り下げられていた。遺物は弥生．古墳時代の土器、土師器、須恵

器甕・杯などを多く含むが、中層から下層にかけては石鍋、陶器平鉢、火祭日などが出土している。

陶器平鉢は博多遺跡群で多量に出土しており、中国からの輸入陶器である。

Fig．18－40は煩器質の陶器平鉢である。復元口径（上端で）31．1cm、高さ7・3。㎡。休部は直線的にの

び口縁部下で若干内湾し、口縁部は外に折れT字状となる。休部外面中位に重ね焼き痕があり、この高

さの上に粕がかかる。外面は口縁部下は阿恵へラ削り、中位より下は横のヘラ削り。内面は回転ナデ。

灰茶褐色から灰色。12世紀後半か。（久住）

Fig．25－103は火鐙臼である。残存長20cm、幅4．2cm、厚さ1．1cmを測る。片面に11箇所と裏の片面に

9箇所（内1箇所は未使用）の臼がある。両端は折損しており、本来はもっと多くの臼が並んでいた

ものと考えられる。臼の径は1．2cm程度である。臼の内面は黒色に炭化し、何度も使用したものは裏側

に突き貫ける程深くなり、使用回数の少ないものは途中まで窪んでいる。臼の外端部には切り目を入

れて切灰を落ち易くしている。未使用の臼の部分にはあらかじめ浅い「Ⅴ」字状の削り込みが施されて

いる。臼の径及か形状は極めて均一になっているので、杵には舞錐が使用されたものであろうか。材

は未鑑定で分らないが・目の語った柾目材を使用し、年輪があまり目立たない軟わらかい木材が使用

されている。所属時期は中世なので、神事か特別の採火に使用されたものであろう。その他、滑石製

の石鍋が出土している。口径23・8cm、鍔の径が27．8cmで、器壁は口縁部が1・5cm、休部が1．1cmである。

鹿部は欠失しているので詳細は分らない。鍔の断面は三角形に近い台形状を呈している。

SE53（Fig．12．26、PL．58）調査区西側の北西隅で検出した井戸である。径0・96mの略円形を呈

し、深さは1．95mで底に達する。底径は0・5mである。井戸から時期を決める明確な遺物の出土がない

ので時期を決め難いが、埋土の状況などを考慮すると古墳時代に相当するものではなかろうか。井戸

確認時の掘り下げで青銅製鋤先の破片が出土している。

Fig．26－J02は青銅製鋤先の休部の一部である。残存幅2．8cm、残存高2．7cmで、器体の厚さは平面部

が3mm・湾曲部が4mmである。平面部分には使用で生じた擦痕が観察される。破壊して廃棄されたも

のであろう。

SE54（Fig．12・23）調査区西側北端部で出土した小型の井戸である。上面は略円形を呈し、径0・8－0・84
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Fig・12　SE30・46．53．54遺構実測図（l／40）

mである。深さは1・48mを測り、調査面下1．15mで

黄白色の八女粘土に達する。この部分は湧水点で

あり、径0・95mの広さに周囲が挟れて崩落してい

る。遺物の出土はあまり多くなく、底から弥生中

期後半の甕鹿部が出土している。井戸の時期もほ

ぼ同時期であろう。

Fig．23ー73は、弥生中期後半の大形甕の鹿部であ

る。現存高14・0cm、底径11．6cmを測り、鹿部は上

げ底になっている。外面はタテハケ、内面は丁寧

なナデ、底外面もナデである。灰白色～浅黄橙色

を呈し、石英．長石を含む。外面の一部に黒斑が

ある。（久住）

4　土坑

土坑としたものは23基出土している。主に中央

部の低い部分に集中するが、それ以外にも分布し

ている。小型のものや不定形のもの、浅いものな

ども含めて土坑とした。用途はそれぞれ異なって

いると考えられるが、ここでは一括して取りあげ
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ておきたい。

SKO4（Fig・14）調査区中央部東寄りのSDOlに切られて溝底から出土した土坑である。上面径は1・9×

1．6mの略楕円形を呈し、底面は段状に深くなる。最深部で0．27mを測る。遺物の出土量は極端に少な

く、弥生中期の甕片が少量出土しているに過ぎない。埋土は黒色を呈するので、弥生期の遺構として

おきたい。

SKO5（Fig．14．17・26）　調査区北東隅に位置する不定形の土坑である。最大幅3．33m、長さは2・7

mまで確認でき、さらに北側の未調査区まで広がっている。底面は緩やかに窪み、部分的に深い所があ

る。深さは0．2～0・3mを測る。溜状の遺構である。遺物は、須恵器の杯身・杯蓋（IIb、IIIb、IVa）・

甕・高台付の鉢・高杯、土師器の甕、ミニチュア土器、弥生中期の土器片、投弾、石庖丁片などが出

土している。

Fig．17－24・25・27は須恵器、26は須恵器とほぼ同じ技法・形態だが焼成は土師質。24は脚付の鉢

で、言縁は大きく歪み口径は11．8－15・2cm、高さは8・4cm。外面には2本一組の沈線が2ヶ所巡る。外

面ヨコナデ、鉢鹿部はケズリ、内面は回転ナデ・ヨコナデ、脚は高台状でヨコナデを施す。青灰色～青

黒色。26は須恵器杯身とほぼ同じだが底面が広く扁平であるのがやや異なるか。鹿部外面も一回転で

削られていない。口径12．0cm、高さ3・0cm。25は杯蓋で口径12．2cm、高さ4・0cm。頂部に「×」のヘラ

記号。27は杯身で口径10・8cm、高さ3・7cm。立ち上がりは短いが、付け根内面は非常にシャープであ

る。「よ」のヘラ記号あり。外面へラ削りの全体の器高に占める範囲はそれぞれ、25は約1／3、26は

約1／5、27は約1／3である。以上よりSK05は九州須恵器編年IIIb期でもやや新相、6世紀末頃か。

（久住）

Fig．26－87は投弾である。全長2．6cm、径1．7×1．5cmの小型品である。褐色を呈し、胎土は精良で角

閃石を少量含む。焼成は良好である。弥生中期のものが混入したのであろう。89・90は手軽ねのミニ

チュア土器である。89は口径3．4cm、器高3・1cmで、褐色を呈し、胎土は精良、焼成はあまり良くない。

厚い粗雑な作りで外面に指オサエの痕が残っている。90は、口径1．6×1．9cm、器高2．2cm、胴径2・6×

2・3cmを測る。明褐色を呈し、胎土に1－2mm大の石英砂を含む。焼成は良好である。全体に歪つで、

上半部に指オサエの圧痕が残っている。ともに古墳時代後期のものであろう。

SKO7（Fig・14）調査区東側中央部に位置する不定形土坑である。長さ、幅ともに1・75mを測り、深

、さは0・2mである。北側・は部分的に張り出して浅くなる。出土遺物は弥生中期後半の甕片である。遺物

からみれば弥生時代中期とみられるが、断定はできない。

SKI一（Fig・14・23、PL・67）　調査区東側北寄りで出土した長楕円形土坑である。SDlOを切ってい

る。全長2・76m・最大幅1・14m、底面は段状に深くなり、最深部で0．2mを測る。須恵器甕、埠蓋（III

b）、土師器甕、弥生後期の甕鹿部などが出土している。出土須恵器からみれば、6世紀後半代に属す

るものであろう。

Fig．23－70はSKll出土である。弥生後期前半の小形の甕の鹿部だろう。現存高9・5cm、底径7．2cm。

鹿部は平底だがわずかにレンズ底気味である。外面は粗い条痕のタテハケ、内面はパケ後ナデ、灰白

色から褐灰色、胎土は粗く、石英．花尚岩の粗粒を多く含む。（久住）

SKl3（Fig．14・18、PL・60・70）　調査区北東隅に位置する略楕円形の土坑である。上面径は1．25×

1・05m、深さは0・22mである。遺物は須恵器埠蓋・壷、土師器甕片などがある。

Fig・18－35・36は須恵器、35は高塀の蓋と思われ頂部に宝珠状のつまみがつく、口径12．5cm、高さ5・0

cm。回転へラ削りは蓋部の頂部付近のみで他は回転ナデ。赤灰色～青灰色。36は広言壷。口縁端部は

玉線状に肥厚し外方に微妙な凹線が巡る。焼け歪みで口縁が著しく歪むが復元口径12．1cm。現存高10・5
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cm。胴部外面は顕著なカキメ。内面は回転ナデ。青灰色。SK13の須恵器はIIIA期で6世紀中頃か。（久

住）

SKl6（Fig．14、PL・61）　調査区北東隅に位置し、SK05のすぐ南側で検出された略楕円形を呈する

土坑である。長さ1・75m、幅1・25m、底面は皿状に窪み深さ0．2mを測る。遺物は須恵IIIb期の杯蓋、土

師器甕片などが出土している。6世紀後半代に属するものであろう。

SKl7（Fig．16）SK16の東側に隣接する楕円形状の土坑である。SK16との切り合いは判然としなか

った。遺物は須恵器埠身・高塀、土師器甕などが出土している。須恵器杯はIIIb期かIVa期、高塀はIII

b期とみられる。6世紀後半から終末にかけての時期であろう。

SK一8（Fig．15・17、PL．60・70）　調査区北東側で検出した不定形土坑である。SK16の南側に隣接

する。やや大型で、長さ2・5m、幅2・2mを測る。底面は階段状に深くなり、西側は独立した土坑状を呈

する。深さは最も深い所で0．45mである。遺物は須恵器壷・埠．高年、土師器甕などが出土している。

6世紀後半代に属するものであろう。

Fig・17－28は須恵器杯身で口径9・8cm、高さ3．6cm。立ち上がりは短いが、付け根内面はシャープで内

に食い込み受部外面は沈線状となる。回転へラ削りの範囲は全体の器高の約1／4強である。32は須

恵器広口壷で口縁部が肥厚し外に段を有するものである。口縁部外面の段はかなり甘くなり凹線状と

なっている。胴部外・南下半は叩き整形後カキメ、中位はカキメ、肩部はカキメ後回転ナデ、頸部から

口縁部はヨコナデ、内面は胴部下半には同心円文の叩き当て具痕が残るが、中位より上は回転ナデで

かき消され、口縁部はヨコナデ、口径14．4cm、現存高24．3cm、胴部最大径23・7cmをはかる。SX18出土

の須恵器はIIIb期新相か。（久住）

SK22（Fig．15）調査区東側北端部で出土した土坑である。北側部分は未調査区へ広がって全体の様

子は分からなし子が、調査した部分は方形を呈し、壁は直に立つ部分がある。現存幅2．87m、現存長1・34

mを測り、深さは0・38mである。出土遺物は、須恵器壷．高年、古式土師器の高塀などがある。6世紀

後半から未頃にかけての時期であろう。

SK23（Fig．16）　調査区東側のSDOl北側で検出された略楕円形の浅い土坑である。長さ3．35m、幅

2．12mを測り、深さは10cmである。底面には凹凸がみられる。出土遺物は非常に少なく弥生土器片が少

量出土しているに過ぎない。弥生時代のものか古墳時代のものかは判断できなかった。

SK25（Fig．16－18、PL．61・70）　調査区東端部に位置する土坑で、一部は未調査区へ広がってい

る。基本的には長方形を呈するが、周りに段が付き不定形状になる。長さ3．1m以上、幅2．4m、深さ0・5

mを測る。遺物は須恵器杯身・蓋・甕・鉢・高塀、土師器甕などが出土している。

Fig．17－29は焼成は土師質で赤色から橙色を呈するが、形態、技法は須恵器杯身と同じ。ただし鹿部

内面を回転ナデの後に丁寧に再度ナデを施すのが異なるO　口径11．6cm、高さ4・0cm。休部外面は鹿部付

近が回転へラ削りの他は回転的でないナデである点もやや異なるか。ゝ勺のヘラ記号あり。30・3－は

須恵器杯身でいずれも立ち上がりがかなり短い。30は口径11．7cm、高さ3．3cm。立ち上がり付け根受部

外面は沈線状。休部外面は阿恵ナデだが凹凸に乏しい。欠損して全体は不明だが29と同様のへラ記号

を持つようである。31は口径10．7cm、高さ4．1cm。休部外面は著しく凹凸があり、休部は口径に比し深

く、鹿部は厚い。表面は青灰色で他と同じ村が断面紫灰色でやや特異で産地が別か。「叶」のヘラ記号

有。全体の高さにおける回転へラ削りノの範囲は、29が約1／5、30が約1／10、3lが約1／4である。

Fig．18－33・34は土師器の粗製の甕である。33は現存高24・5cm。鹿部は丸底に近い広いレンズ状底。外

面タテパケ、内面は板ナデ（ケズリ？）。34は復元口径17．9cm、高さ26．5cmo　鹿部は平底に近い広いレ

ンズ状底で、胴部は下ぶくれ気味、口縁部は直立し端部を丸くおさめる。胴部外面は板ナデ（パケメ
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Fig．14　SKO4・05・07・11・13．16

遺構実測図（1／40）



Fig．15　SK18・22遺構実測図（1／40）

の磨滅？）、内面は粗いケズリ。33・34と

もに石英・花崗岩の粗砂を多く含む。SK25

は須恵器よりIIIb期、6世紀後半か。（久

住）

SK31（Fig．16）調査区東側北寄りで出

土した略長方形の土坑で、SK16のすぐ西

側に位置する。長さ1．26m、幅0・85mの規

模で、底面までの深さは0．18m、部分的に

柱穴状に深くなる所があり、それまでの

深さは0・26mである。遺物は須恵器杯、土

師器高塀・甕などが出土している。須恵

器の杯は須恵IIIb～IVに相当し、6世紀未

から7世紀初頭のものであろう。

SK32（Fig．16）調査区東側やや北寄り

で出土した小型で浅い長方形土坑である。

長さ1．1m、幅0．7m、深さ6cmを測る。弥

生土器片、須恵器杯蓋片が出土している。

杯蓋は破片が小さく全体の様子は分らな

いが須恵IIIに相当しよう。遺構の時期は

6世紀後半代か。

SK33（Fig．4）調査区中央部北端に位

置する溝状の遺構である。これは遺構で

はなくて阿蘇IV火砕流に巻き込まれた木

の痕跡である。ほぼ北方向に倒れ込でお

り、火砕流が南側から流れ込んだことを

示している。一部炭化した材も残ってい

た。比恵50次調査でも何本かの火砕流に

巻き込まれた木が検出されており、丸い

まま炭化したものや枝の一部が残ってい

るものがあった。比恵36次調査でも同様

なものを確認している。比恵36次・50次

調査で出土した炭化木材はほぼ北方向を

とっていて53次調査のものと方向が同一

である。混入した遺物には、須恵器甕片

と土師器甕片がある。

SK37（Fig．16）SXllの北側に位置す

る小型で浅い略楕円形の土坑である。長さ1．0m、幅0．7m、深さは10cm程度である。弥生後期の甕片が

出土しているが時期は特定できない。

SK4I（Fig・4）調査区東側南端に位置し、一部分のみの確認で全体の様子は分らない0弥生土器片・

土師器片が出土している。
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Fig．16　SK17・23・25・31・32・37遺構実測図（1／40）
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SK43（Fig．4）　SK41の東側に位置し、大部分は調査区外に延びる。竪穴住居址の可能性もある。

弥生後期後半の細頸壷の破片が出土している。

SK49（Fig．4）調査区西側南端部に位置し、大部分は未調査区へ延びる。一部分だけの確認である

が弧を描いて延びており、円形竪穴住居址の一部である可能性もある。

SK50（Fig．4）調査区西端部で検出された隅丸方形の浅い落ち込みである。南北長は2・78m、東西

長は西側が撹乱で破壊されているので分らないが、1・2m分だけは残存している。小型の方形竪穴住居

址の可能性もある。

SK56（Fig・4）調査区西側南端部に位置する方形の落ち込みである。東側は段落ちで切られ、南側

は未調査区へ広がっており全体の様子は分らない。弥生土器片が出土しており弥生期のものであろう

か。

SK58（Fig．4）調査区西側北端部に位置する不定形の落ち込みである。SE54の周囲を取り巻くよ

うに広がっている。遺物の出土が殆どないため時期は分らない。

SK60（Fig・4）　SK58の東側に位置し、SC59に切られている。一部分のみの確認である。

5　溝

溝は大小倉めて25条検出している。弥生時代から中世までのものがあり、主に中央部の段落ち部分

に主要な溝が集中している。方位は南北をとるものが多い。

SDOI（Fig．4．19．26、PL．62）．調査区中央部東寄りで検出された幅の広い溝である。南側から北

の方に延びて北東方向に湾曲し、さらに北側に延びている。幅は2．2mで、南側はそれよりも幅広く、

北側はやや狭くなっている。深さは0・3mである。溝底は凹凸がかなりみられる。遺物は、須恵器杯身．

杯蓋・壷．甕、土師器甑、弥生土器片、白磁碗片、青磁碗片、砂岩製砥石片などが出土しているo　白

磁碗片、青磁碗片は上面に混入したものである。須恵器の杯は111－IVの段階で、6世紀末から7世紀

初頭の時期であろう。

Fig・26－75は上面に混入したとみられる青磁碗鹿部である。底径5・0cm、胎土は淡灰色で密である。

透明の灰緑色を呈した粕を全面に掛ける。ただし、外鹿部は露胎になる。全体的に雑な作りである。

SDO2（Fig・4・26、PL．62）SDOlの東側に延びる浅い溝である。幅1．0m、延長6．0m、深さは15－16

cmである。弥生土器片、白磁碗片、青磁碗片などが出土し．ている。Fig・26－76は白磁皿である。口径9．7

cm、底径3・4cm、器高2．7cmを測り、胎土は灰白色～淡黄褐色を呈し、灰白色の不透明和が掛かる。口

縁部は玉線状に成形し、言縁頂部は粕を掻き取っている。77は片切彫りで鏑蓮弁文を施した青磁碗で

ある。底径6．4cm、胎土は灰色で密、粕は半透明の深緑色である。内面には大きな氷裂がみられる。時

期はII類の青磁碗が含まれることから13世紀の終りから14世紀前半代に属すると考えられる。

SDO3（Fig．4、PL．63）調査区東側南寄りで出土した溝である。SDOlの東側に位置し、ほぼ並行

して延びている。幅0．8m、延長6．5m、深さは0．25m前後である。断面は「U」字形を呈する。遺物

は、須恵器杯身・埠蓋・壷・甕．高台付碗、黒色土器、へテ切りの土師皿などが出土している。時期

は10世紀の終りから11世紀代であろう。

SD08（Fig．4、PL．63）調査区中央部北端で出土した鍵型に曲がる浅い溝である。幅0・85m、深さ

は0．2m前後で、延長8．3mまで確認した。須恵器杯・甕、弥生土器片、滑石片などが出土している。古

墳時代後期のものであろう。

SDO9（Fig．4．26）調査区中央部北端に位置し、SD08に切られる短い溝である。幅0．7m、深さ0・22

mで、延長は3．3mである。弥生中期末の甕・壷・無頚壷などが出土している。弥生中期末に属するも

－98－



5≡≡≡∈≡参

Fig．17　SKO5・18．25　出土遺物実測図（l／3）
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のであろう。Fig．26－91は土製石庖丁の一部ではなかろうか。残存長3・1cm・残存幅2．3cm・最大厚0・4

cm、孔径0・6cmを測り、灰褐色から一部褐色を呈する。胎土には1－2mm大の石英・長石粒を含む。二

次的に火を受けているため焼成は分らない。

sD10（Fig・4．19－24・26、PL．64－66・71・72）調査区中央部を南北に延びる大溝である。幅2．3
1

m、深さ1．1mを測り「Ⅴ」字に近い逆台形を呈する0延長は18．6mまで確認した。上層から中層の上半

部にかけて、弥生中期未に属する多量の土器群（A群～E群）・竿頭形土製品・投弾・石庖丁・砂岩製

砥石、敲石、窪み石などが出土している。これらの遺物は溝がかなり埋まった段階で投棄されたもの

であろう。

Fig．20～23－41～5／l、53－55は甕で

ある。41は口径33．0cm、高さは口縁が

かなり上下に歪むめ高いところで40・6

cm、平均40．0cm、口縁端部は丸くおさ

め、頸部に三角突帯が付く。鹿部はわ

ずかに上げ底の平底。口縁付け根内側

には甘い稜がある。胴部外面タテパケ、

口綾部ヨコナデ、胴部内面ナデ。橙色

～灰黄褐色。石英・花崗岩の砂粒をや

や多く含む。42は小さな甕で口径18cm、

高さは口縁が歪むため16・0－16・9cm、

ロ縁は短く、その端部は丸くおさめる

が面取りの痕跡を一部残し、付け根内

側の稜は唆味である。外面口縁下のヨ

コナデが広く。胴部外面タテパケ、内

面は板ナデ及びナデ、浅黄橙色～淡橙

色。焼成やや不良。43は口径24．7cm、

高さ31．1cm。口縁端部はやや肥厚して

SD01土層名称
1．濃茶褐色土（粘質がなくさらさらしてい

る）
2．黒灰色粘質土（やや青味を帯びる）
3．黒灰色粘質土（2の質の上にロームまざる）
4・窯灰色粘質土（3よりもさらにロームが
多く、べたついている）

5．ロームのかたまりは3．4同じ位の大き
さだが分量が4の方がかなり多くなる。

6．黄褐色ローム基盤

丸くおさめる。付け根内側の屈曲は稜

をなさない°鹿部はわずかな上げ底。

胴部外面タテハケ、内面は磨滅し不明。真

言縁は丁寧なヨコナデ、にぷい橙色。

石英．花崗岩の砂粒をやや多く含む。

44は甕の下半。現存高17・8cm。平底。

外面タテハケ、内面はナデで一部ヘラ

ケズリ。器壁はやや厚い。橙色。石英・

花尚岩（及び琉紋岩か？）の砂粒を多

く含む。45は比較的小型の甕。口縁は

平坦に近く外反し、付け根はやや内側

に突出し端部は丸くおさめる。鹿部は

厚目の平底。外面は胴部タテパケ、口

縁から胴部上位にかけてヨコナデ、内

SDl0　土層名称
1．暗黒褐色土（トスロームブロックやや多

い）
2．時黒褐色土（トスローム．八女粘土のブ
ロック多い）

3．暗黒灰色粘質土（トスローム．八女粘土
ブロック多い）

4．／暗黒褐色土（2層に似るがロームブロッ
クの粒がやや小さい）

5．黒灰色粘質土（粒子状のトスロームを含
む）

6．黒灰色土（大きなトスロームブロックを
多く含む）

7．黒灰色土（トスローム．八女粘土の大型
ブロックを非常に多く含む）

8・茶褐色土（トス．八女粘土ブロックを多
く含む）

9．黒褐色土（粒子状のトスロームブロック
をやや多く含む）

中
層
（刊

下

層

SD10

10．黒色粘質土（トスロームおよび茶灰色粘
質土プロノクく5－10mm大〉を含む）

11．黒色土．暗茶灰色土混合土（粒子状のト
ス．八女粘土を含む）

12．茶灰色粘質土（トスローム．八女粘土ブ
ロックを層状に含む）

13．黒色粘質土（トスロームブロックく10－20
mm大〉　を含む）

14．トスローム・八女粘土の混合土（地山が
流れ込んだ土）

15・暗黒色土（20mm以上のトスロームブロッ
ク含む）

16．トスローム崩落土
17．トスローム．八女粘土流入土
18．茶褐色土
19．18層にロームブロックを含む土

H＝6．10m

上

層

下

層

sD15　土層名称　　　　　　SD15
1・黒灰色粘質土
2．黒灰色粘質土（ローム小粒子をわずかに
含む）

3．黒灰色粘質土（ローム小ブロックを多く
含む）

4．茶灰色粘質土（ローム小粒子をわずかに
含む）

5．茶灰色粘質土（ロームブロックやや多く
含む）

6．暗黒灰色粘質土

0　　　　　　　　　　　　　1

Fig．19　SDOl・10．15土層断面図（l／40）
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面はユビナデ。にぷい黄橙色。口径25cm、高さ22．9cmである。46は言縁付け根の内側の稜が比較的は

っきりしており、「く」の字口縁に近づいたものである。口径31．3cm、高さ33．6。m。口縁はやや歪み、

上から見て楕円を呈する。口縁端部はやや肥厚し、丸くおさめる。鹿部は薄めの平底。胴部外面タテ

パケ・口縁は丁寧なヨコナデ、内面は磨滅しているがナデのようである。外面中位前後に煤付着。橙

色を呈し・1mm前後の砂粒を含む。47は口径33．7cm、高さ35cm。口縁端部はやや肥厚し丸くおさめる。

口縁の付け根内側の稜は甘い。胴部外面タテパケ、口綾部丁寧なヨコナデ、胴部内面はナデ。鹿部は

薄く・やや上げ底気味の平底。橙色ないし黄橙色、赤彩の可能性もあるか。長石・石英を若干含む。

49は口径21・1cmの小形の甕の上半、口縁端部は丸くおさめる。胴部外面タテパケ、言縁部ヨコナデ。

口縁の付け根内側の稜はやや甘い。胴部内面はナデ。外面橙色、内面は明褐灰色。石英・長石をやや

多く含む。外面煤付着。50は口綾部が欠損する甕。現存高23．8cm。鹿部は薄めだが、外面が凹凸あり

雑な作りの平底。外面タテパケ、内面ナデで一部横の板ナデ。にぷい橙色～浅黄橙色。石英・長石・

花崗岩の砂粒を含む。外面中位前後に煤付着。48は口径29・6cm、現存高24．0cm。言縁端部は丸くおさ

める。胴部外面はタテハケ、内面は丁寧なナデ。口縁部は丁寧なヨコナデだが、特に言縁付け根外側

は強く・阿恵的な擦痕が入る。口縁の付け根の内側の稜は暖味である。浅黄橙色～橙色。胎土は密で

砂粒は少ない0外面には煤が顕著に付着。5－は現存高16・4cmの甕の下半部。平底。外面タテパケ、内

面はハケ後ナデ。橙色～浅黄橙色。内面一部灰褐色。石英．花崗岩の砂粒を含む。外面若干煤あり。

52は大型の鉢で、甕棺の上蓋に用いられるようなタイプである。復元口径67．8cm、現存高35．7cm。口

縁部は鋤先状で、内外の端部は面取りの痕跡があるが、冒コナデにより内側はやや丸く、外はやや凹

んで仕上げられる。口縁の下に三角突帯が付く。胴部外面は下半はタテハケ、中位より上はナデ仕上

げか。口綾部は丁寧なヨコナデ。内面は磨滅するがナデとみられる。橙色からにぷい黄橙色を呈する

が・本来は丹塗りされていた可能性もある（磨滅気味で不明）。石英．花崗岩の粗砂を含む。Fig．22－

53は口径30．3cm、現存高25・6cm。言縁端部はわずかに肥厚して丸くおさめる部分もあるが、ややすぼ

め気味の部分もある。口縁は「く」字に近いが、付け根内側の稜は甘い。胴部はやや丸味を持つ。胴

部外面タテパケ、言縁部ヨコナデ、内面は磨滅し不明。石英・花尚岩の砂粒をやや多く含む。橙色～に

ぷい黄橙色。55は現存高約18cmの甕の下半。鹿部は薄めで、やや上げ底気味の平底。外面タテハケ、

内面は磨滅し不明。橙色～にぷい黄橙。石英・花崗岩の砂粒を多く含む。54は口径31cm、現存高24・5

cm。口縁端部は丸くおさめるが、一部面取り痕あり。また口縁はやや歪み波打ち気味。胴部外面タテ

パケ・内面はナデ。口縁部はヨコナデだが、言綾部付け根外面は斜めのオサエが残り、これを消すた

めに一部に工具によるヨコナデがあるが全周せず、内面はヨコナデ前のヨコハケが残る。言縁付け根

内側の稜は非常に暖味である。橙色～浅黄橙色を呈し、胎土には石英．花崗岩の小粒を若干含む。56～61

は壷である。57は口径10・7cm・高さ25．5cmの袋状口縁壷。袋状になる口縁の上部は内に若干凹む。頸

部から胴部の上方にかけて3条の低いM字状突帯が巡るが、やや波打っている。鹿部はわずかに上げ

底の平底で薄い。外面調整は胴部が横のヘラミガキ、突帯間と口縁の下部は横の丁寧なナデの後タテ

の暗文風のヘラミガキを施し、口綾部中位はナデ後横のミガキ、端部はヨコナデ。内面調整は胴部が

パケないし板ナデ後ナデ、頸部の上と下は顕著なユビオサエ、その間はシポリ痕が見られ、口縁部は

ヨコナデ。外面全体と言縁内面は赤彩される。地の色はにぷい橙色。胎土は密で比較的精選され、長

石を少し含む。56は口径23．2cm、高さ33．2cmの広口壷である。言縁の上面には推定2ヶ所の円形浮文

があり・外方の端面中央は沈線状に凹みさらに刻み目が付される。頸部に1条、胴部中央に2条の低

いM字突帯がある。鹿部はかすかに上げ底となる平壌。外面調整は胴部が丁寧なナデ（ミガキ状）、胴

部上方は一部ヨコパケあり、頸部から口縁部にかけては丁寧な横のナデ後暗文風のタテのヘラミガキ、
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Fig．20　SDlO出土遺物実測図（l）（l／4）
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言縁部上面及び内面は丁寧なヨコナデ、内面は頸部は押捺およびナデ、胴部は磨滅しているがナデ。

橙色を呈し、胎土は精選され砂粒少ない。58は壷の下半。現存高14・0cm。鹿部は薄めで平底。外面は

タテパケ、内面は板ナデ後ナデ、灰白色から淡橙色を呈するが、内面は褐灰色。胎土はやや粗く、長

石・石英を少し含む。Fig・23－59は袋状言縁壷の頸部から言綾部。口径12．8cm、現存高9．0cm。袋部

の屈曲には甘い稜が走り、複合口緑化の兆しを見せる。頸部の下には三角突帯が付く。頸部外面は磨

滅しているがタテハケか。口綾部はヨコナデ。言縁端部は面取りの後丸くおさめる。頸部内面はナデ

か。淡橙色を呈するが、本来器面は赤彩されていた可能性あり。胎土は密だが、石英・長石と少量の

雲母を含む。60は壷の鹿部と考えられる。鹿部はわずかに上げ底だが中央は焼成前穿孔である。全体

的に磨滅し調整は不明。橙色から内面は灰褐色を呈する。胎土はやや粗く石英・花崗岩の砂粒を含む。

6－は小型の壷である。鹿部はやや厚い平底で、言縁端部は面取りされる。外面は胴部がタテハケ、頸

部から言綾部はナデ、内面はナデおよび押捺、口縁部はヨコナデ。浅黄橙色を里し、胎土は長石を若

干含む。62は高塀。言縁は鋤先状で、内外の端部は面取り状である。外面調整は、杯部上方はタテパ

ケ以下はナナメパケ後ナデ？（磨滅し不明確）、脚部はタテパケ及び強いナデ、脚裾部はやや広くヨコ

ナデ。内面は杯部がパケメ、脚部は上方がシポリと押捺・ナデ、下方はナデ・ヨコナデ。磨滅してい

るが、外面全体と杯部内面は丹塗りされていたようである°脚裾の端部は面取りされる。淡橙色を呈

する。砂粒は目立たないが長石・石英を含む。口径28．8cm、高さ20．8cm。63－65は小型の鉢。63は口

径13．1cm、高さ9．0cm。言縁端部は丸くおさめる。鹿部は平底。外面は細かいタテハケ、言縁部はヨコ

ナデ。内面はナデ。灰白色から淡橙色。石英・長石・花崗岩の砂粒と雲母を少し含む。64は口径18．9

cm、高さ10．8cm。口縁端部は上方に面を有し、鹿部は平底。外面は粗いタテパケ、口縁部は強いヨコ

ナデ。内面は言縁ヨコナデ、以下はナデ。灰白色～浅黄橙色。石英・花崗岩の砂粒をやや多く含む。

65は口径15．2cm、高さ10．4cm。口縁は内に曲がり端部は丸くおさめる。鹿部は平底。外面タテハケ後

ナデ。言綾部ヨコナデは外面はやや下方まで広がり擦痕を伴う。内面はナデ。明赤褐色から橙色。長

石を若干含む。66～69は支脚とも器台ともつかない、作りの粗雑な土器である。67～69は中央の孔が

縦に貫通するが、棒に粘土を巻きつけて製作した可能性も考えられる。66～69はどれも2次焼成を受

け、赤色化している部分がある。いずれも手ずくね的で器面は汚ないナデのままで凹凸が激しい。66

は高さ11．8cmで、上下両面が内に凹み、中央は穿孔状になっている。浅黄橙色ないし一部赤橙色。胎

土は赤色砂礫、赤色土粒、石英・角閃石などを含む。筒状に作っておいてから上下を閉じ、穿孔した

か？67は現存高12cm。器壁は極めて厚い。内面中位はシポリか。灰白色ないし浅黄橙色、一部赤橙色。

石英・花崗岩の粗砂を多く含む。68は現存高9・5cm、器壁は極めて厚い。内面中位はシポリか。灰白色

を呈し、裾部は橙色。赤色砂礫・石英の粗砂および角閃石を含む。69は、中央部は本来貫通していた

孔に後から土を詰めたような模様。現存高12．4cm。器壁は極めて厚い。焼成不良。灰白色～浅黄橙色。

赤色砂礫、赤色土粒、石英・灰白色砂粒（琉紋岩か）の粗砂、角閃石を含む。Fig・24－74は弥生中期末

のやや大型の甕で高さに比して口径の広いタイプである。口径43．2cm、現存高19．3cm。口縁端部は丸

くおさめ、言縁付け根内面は、内にやや突出した稜をなす。言縁の下には三角突帯を有する。外面は

タテパケ、言縁部はヨコナデ、内面はナデ。橙色（外面）～赤色（内面）を呈す。胎土は密で石英．

花崗岩の細粒を含む。以上のSD10の土器の取上げ時の出土地点は以下の通りである。4l～43・56・58・

6－・62はⅠ区E群、44はⅠ区上層、45・46・57・63はⅠⅠⅠ区A群、47・49～5上65～69はIII区C群、48は

III区E群、52・59．60・64はⅠ区D群、53～55はIII区上層。これらSDlOの土器の所属する様式を、中期

未と見るか後期初頭と見るか問題となるが、「く」字に近い言縁の甕や、やや粗雑な小型の壷や高杯、

複合言緑化直前の壷など新出要素もあるものの、立岩式甕棺に伴うだろう大形鉢や暗文を施す丹塗磨
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Fig・21SDlO出土遺物実測図（2）（l／4・l／6）
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研の壷の一定の存在、加えて甕の言縁部が基本的には丁寧な（阿恵的な）ヨコナデを施し端部を丸く

おさめるという技法の斉一性から見て、「須玖式」土器様式の最末期に位置付けるのが妥当ではないか

と考えたい。（久住）

Fig・26－83は竿頭形土製品である。径4・7cm、残高5・1cm、器壁厚0．9cm、孔径0・3cmを測る。胎土には
・

石英・長石・赤色粒子（1mm以下）を少量含むが精良で、胎土の色調は橙褐色を呈する。他の丹塗り

祭祀土器と共通する胎土である。これまで発見されている竿頭形土製品では最も小型のものである。

外面には丹塗り研磨が施され、内面はシポリ痕が観察される。頂部には小孔と放射状の沈線を施す。

沈線は8本の可能性がある。これまで知られている竿頭形土製品は、壱岐原の辻遺跡、板付遺跡、那

珂遺跡23次調査、同50次調査と本例である。祭祀土器の一種であろう。84・85は土製の投弾である。

84はⅠ区上層から出土したもので、残長4．3cm、径2・2×2．1cm、灰褐色から灰黒色を呈し、精良な胎土

に赤色粒子を含む。焼成は良好である。下端部と裏側の一部が破損している。85もⅡ区上層から出土

したもので、全長4．2cm、径2．3cm、灰褐色を呈し、胎土に赤色粒子、角閃石、石英砂などを含む。焼

成は良くなく表面はかなり磨滅している。

92・94～96は石庖丁である。92はⅠ区上層から出土したもので、石材は輝線凝灰岩か。灰色を呈し

ている。端部が少し折損しており残存長12．4cm、最大幅4．5cm、最大厚0・7cm、孔間幅2・4cm、孔径0．5

cmである。表面には縦方向の粗い研磨の後、横方向の磨きが施されている。刃部も横斜め方向に磨く。

左裏折損部は再研磨が施され、右裏側には敲打痕がある。両刃部には使用された斜めの擦痕（使用痕）

が観察される。使用痕の付き具合から左手で使用されたものである。94はII区中層下から出土した孔

の部分が残る石庖丁片である。孔はあらかじめ敲打で窪ませておいて開けられたものとみられる。孔

の内側には敲打痕が残っている。95はIII区C群から出土した輝線凝灰製の石庖丁である。色調は小豆色

を呈している。残存長6．7cm、最大幅4．0cm、最大厚0・6cm、孔径0．5cm、孔間幅2．7cmである。刃部及び

両端部は欠損している。表面には粗調整のための縦方向の研磨痕が残る。96もIII区C群から出土したも

ので、石材は輝線凝灰岩か。灰色を呈している。半分に折損しており残存長7・1cm、最大幅4．2cm、最

大厚0．7cm、孔径0・5cm、孔間幅1・9cmである。研磨は先ず縦方向に粗く施され、その後横方向の研磨が

加えられている。右端部は薄く仕上げられている。孔の周りには敲打痕が残る。

、SD12（Fig．4、PL．67）調査区中央部北端で検出した溝で、幅0・8m、深さ0．2～0．3m、長さは5．6

mまで確認している。「さらに西方の未調査区へ延びている。出土遺物は、須恵器甕・杯身・杯蓋、古式

土師器、弥生土器などがある。6世紀後半代のものであろう。

SDI5（Fig．4・26、PL．68）調査区中央部で検出された溝で、南北方向に延び、北側で北西方向に

折れて、さらに未調査区へ延びている。幅は1m前後、深さは0．2～0．3mで、断面は逆台形を呈する。

延長19．2mまで確認した。遺物は須恵器甕・杯身・杯蓋・高埠、土師器甑、滑石製石鍋、白磁碗、ロハ

ゲの白磁皿、青磁碗、縄目タタキの平瓦、太型蛤刃石斧などがあり、弥生中期から14世紀代までの遺

物が出土している。溝の時期は14世紀であろう。

Fig．26－80は龍泉窯系の青磁碗である。復元口径は16．1cm、胎土は淡灰色で密、粕は暗黄緑色透明粕

が厚くかけられている。内面には片切彫で雲文を施す。8lは言ハゲの白磁皿である。口径11．8cm、底

径6．2cm、器高3．6cmを測る。胎土は白色密で、青白色不透明粕が掛けられる。言縁端部は粕をカキ取

り、いわゆる言ハゲになっている。82は白磁碗の鹿部である。底径5．9cm、胎土は灰白色で黒色細粒含

み密である。粕は不透明灰白色で、高台は露胎となる。見込みに圏沈線を一条巡らす。

SD19（Fig・4、PL．64）　調査区中央部を略南北に通る幅0・35m、深さ0．1mの細長い浅い溝である。

途中途切れてさらに北側に延びる。北側はさらに細くなっている。遺物は須恵器甕・杯蓋、土師器片、
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Fig．22　SDlO出土遺物実測図（3）（1／3・1／4）
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Fig．23　SKll、SE54、SP194・SP694、SDlO出土遺物実測図（4）（l／3・l／4）
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Fig・24　SD10出土遺物実測図（5）（1／4）

弥生土器片などが出土している。古墳時代後期のものであろう。

SD20（Fig．4）SD19のすぐ西側に位置する、細くて浅い溝である。長さも僅か1・1mしか残ってい

なかった。須恵器の壷などが極少量出土している。時期は特定しずらいが、古墳時代後期のものとし

ておきたい。

SD26（Fig．4）　調査区中央部北寄りで出土した浅い溝である。幅0．55m、長さは2．5mである。土

師器甕片が少量出土しているに過ぎない。6世紀後半代以降のものであろう。

SD28（Fig．4）　SDOl・SDlO・SD29を切って東西に延びる浅い溝である。中世に属するものであ

ろう。遺物は須恵器片、高台付土師器片が少量出土している。

SD29（Fig・4、PL・64）　調査区中央部のSDOlとSDlOには挟まれて略南北方向をとる細い溝であ

る。須恵器の甕片、土師器の甕片などが出土しており、古墳時代後期のものであろう。

0　　　　　　　　　　　　　　5

Fig．25　SE46出土火鎮臼実測図（l／2）
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SD34・36（Fig．4）　調査区東側台地部で検出した細い溝である。撹乱や段落ちで切られているが

お互い並行して延びるとみられる。須恵器杯蓋片や土師器甕片などが出土していることから古墳時代

後期に相当すると考えられる。

SD35・38．39・4b・42（Fig・4）調査区東側台地部で検出された細い溝状遺構の一部である。竪

穴住居址の壁溝の一部が含まれているかも知れない。殆ど古墳時代に属するものである。

SD55（Fig．4）　調査区中央部で検出された細い溝状遺構の一部である。確認時では連続してあっ

たが、非常に浅かったため途切れ途切れになってしまった。須恵器片が出土している。

SD48・57・6－・63　調査区西側の台地部で出土した細い溝である。古墳時代のものであろう。

その他の遺物

Fig．13－23は古式土師器の畿内系二重口縁壷の1次口縁の破片である。外面はナナメパケだが、垂下

突帯がつくであろう剥離部分がある。内面もヨコパケを施すが、二次口縁がつく剥離部分がある。日

録の外側は面取りされ、やや大きめの円形浮文があり、竹管文が施される。類例としては博多遺跡62

次調査の方形周溝墓出土の二重口縁壷がある。色は明るい橙色、胎土は2mm位の長石・石英を少し含

む。遺構検出時に出土。

Fig．18－37はSP280出土。須恵器の杯蓋である。口径14cm、高さ4．0cm。天井部と口縁部の間の外に

は弱い稜が巡り、口縁端部は内傾する面を有し沈線状に凹む。回転へラ削りは天井部の約1／2の頂

部付近のみだが、削りは雑でかつ中央は削りがしっかりされていない。外面の回転ナデは工具使用か。

II期か。38はSP347出土の土師器の広口小壷。但し日録が欠けた面を擦り切って無頸壷風になってい

る。鹿部は厚く丸底気味。外面はナデ後ミガキ、内面は板ナデ後ナデ。鹿部外面はケズリ後ナデ。表

面は内外とも炭素吸着化で黒色化するが一部灰黄褐色。胎土は精良。Fig．23－72はSP694出土。現存高

4・7cm、鹿部に円板状に粘土を貼り付けたような感じである。おそらく製作途中の乾燥でひび割れたた

め補修したものであろう。調整は内外ともナデ、赤橙色（外面）～褐灰色（内面）を呈す。2次焼成

か？弥生後期中頃～後半の甕の鹿部か。石英・花崗岩を多く含む。（久住）

Fig．26－78は遺構確認時に出土した明の染付皿である。胎土は灰白色で密、和は透明な暗青灰白色で

ある。見込みと外面に呉須の染付がある。畳付には目砂が付着している。79はSE14から出土した玉縁

状言縁を有する白磁碗の口綾部片である。SE14の頁でもれてしまったのでここで取り上げておきた

い。88はSP46から出土したミニチュアの鉢である。口径3．0cm、高さ3．6cm、底径3・0cmを測る。胎土に

は石英・長石・1mm前後の赤色粒子を少量含む。外面は黒色～淡灰褐色、内面は淡灰褐色を呈する。

焼成は良くなく表面は剥落している。胴の一部に高さ4mmの突起状の高まりの残欠があり、耳状にな

っていたものであろうか。口縁端部は剥落していてもともとの口綾部かどうか判然としない。86は土

製の投弾で、SC24の確認時に出土したものである。SC24は古式土師器の竪穴住居址であるので混入品

であろう。全長3・9cm、径2．5cm、明褐色を呈し、胎土に1－5mm大の石英砂粒を含む。焼成はあまり

良くなく表面が剥落している。右上は押え付けた様に平坦部がある。93は排土から出土した石庖丁で

ある。淡灰色を呈する頁岩製で両端部は欠損している。片面（裏面）の刃部は何度も研きがかけられ

ている。全体的に縦方向の粗い研磨で、刃部は斜めに研がれている。刃部には使用痕があり右手で使

用されたことが窺える。97はSP182から出土した石庖丁再利用線刻石製品である。灰色をした頁岩製

で、両面に毛彫り状の細沈線で直線と弧線を組み合わせた直弧文状の文様を入れる。下端部には敲打

痕がみられる。98はSP165から出土した石剣の身の一部である。頁岩製で表面は灰色を呈し脈がは入

る。破断面は黒色である。残長3．4cm、最大幅3．2cm、最大厚0．8cmを測る。
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III　おわりに

比恵第53次調査では、計65の遺構群を検出した。時代的には弥生中期未から鎌倉時代に相当するも

のである。

SD10の大溝は、断面が「Ⅴ」字に近い逆台形溝で、中層から上層にかけて多量の投棄された土器群

が出土した。土器は日常生活に使用するものと丹塗りの祭祀用土器が混在していた。弥生中期未の一

括資料としての資料価値は高い。溝は中期末には役目を終えていたと考えることができる。下層は八

女粘土や鳥栖ロームの大きなブロックが混入していた。粘土ブロックとブロックの間の黒色粘質土の

中には中期中葉から中期後半でもやや古い時期の甕の破片が出土しているので、溝が開削された時期

もおおよそ同時期と考えることができそうである。比恵台地では、第35次調査、第40次調査、第15次

調査、第46次調査と第41次調査でほぼ同時期の形状のよく似た大溝が検出されている。今回調査した

大溝もこれらに繋がる一連のものと考えられよう。第46次調査では大溝が南北方向から90度折れて西

側に曲がることが明らかにされており、さらに41次調査の略南北方向の溝に連続する可能性がある。

これらの大溝のラインを結んでいくと比恵遺跡群の主要な場所を取り囲むように溝が巡る結果になる。

まだ、中間部分がかなり開いていないので、本当に連続するものなのか、数本の別な溝が走っている

のか今後の調査の結果を待たなければならないが、見通しとしてはこれらの溝は連続するものとみら

れ、弥生中期段階の環濠の一部になるものと推測される。したがって、SD10も環濠の一部になる可能

性が高い。

今回出土した井戸や竪穴住居址の中に弥生時代終末から古墳時代初頭にかけての遺物がまとまって

出土していることは注目される。全体に削平を受けて遺構の数は少なかったが、同様な遺物を出土す

る遺構は隣接する調査区にも広がっており、かなり広い範囲で良好な資料が蓄積されつつある。SE27

の遺物は、庄内式から布留式に対応し、外来系が比較的多い良好な資料で、山陰系の外来土器も含ま

れることは重要である。比恵遺跡群からは他にも外来系の土器が多く出土し、福岡平野の中でも中心

的な位置を占めている。今後の検討が待たれるとこである。

出土状態は良くなかったが、青銅製鋤先が2点出土した。これまで5点出土していたので合計7点

になる。那珂遺跡でも同様に7点出土しており合わせて14点の青鋼製鋤先が一連の遺跡から発見され

たことになる。最近、道路をはさんだ隣地の調査でさらに3点の青銅製鋤先が出土し合計17点になっ

た。出土例は今後も増加するものと推測される。出土状態は殆どが使い減りして廃棄された様な状況

である。那珂・比恵遺跡では青銅製鋤先は一般的な土掘り具であった可能性が高い。

その他、竿頭形土製品の出土や弥生時代の掘立柱建物群の出土も注目される。今後、周辺調査の成

果と合わせて検討する必要があろう。

時間的余裕がなかったので粗雑な報告になってしまった。お許しを願いたい。
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